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二
二
　
　
（
二
二
）

賃
労
働
者
の
範
晴
的
把
握
一
中
一

マ
ル
ク
ス
の
「
商
晶
人
間
」

の
自
己
意
識
に
隈
定
し
て

梯

明
　
　
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
し
　
が
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
一
、
手
稿
断
片
「
へ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
批
判
」
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
方
法
論
的
意
図

　
　
　
　
　
　
　
二
、
マ
ル
ク
ス
の
「
徹
底
し
た
白
然
主
義
」
と
、
そ
の
た
め
の
彼
の
外
在
化
の
論
理

　
　
　
　
　
　
　
三
、
　
「
資
本
論
』
第
四
章
に
お
げ
る
法
的
人
格
の
自
己
意
識
の
論
理
構
造
１
（
以
上
前
号
）

　
　
　
　
　
　
　
四
、
本
来
的
な
白
己
意
識
と
し
て
の
「
白
己
活
動
的
な
生
命
」
的
自
己
関
係

　
　
　
　
　
　
　
五
、
欲
望
的
人
間
の
牛
産
的
労
働
者
と
し
て
の
稀
属
的
白
堂
に
お
げ
る
論
理
構
造

　
　
　
　
　
　
　
六
、
労
働
市
場
に
お
け
る
貨
労
働
者
の
貨
幣
に
よ
る
欲
望
的
自
己
疎
外

　
　
　
　
　
　
　
七
、
賃
労
働
者
の
「
単
な
る
商
品
人
問
」
と
し
て
の
へ
ー
ゲ
ル
的
白
己
意
識
１
（
以
上
本
号
）

　
　
　
　
　
　
　
八
、
白
己
意
識
的
構
迩
に
お
け
る
「
商
品
人
問
」
と
「
労
働
人
問
」
と
差
異
１
（
以
下
次
号
）

　
　
　
　
　
　
　
九
、
　
「
商
品
人
問
」
と
「
労
働
人
問
」
と
の
統
一
と
し
て
の
現
実
、
的
賃
労
働
者
の
向
白
有

　
　
　
　
　
　
二
■
、
現
実
的
賃
労
働
者
の
臼
己
矛
肝
的
外
在
化
に
お
け
る
経
済
学
の
対
象
性
の
定
立

　
　
　
　
　
　
四
、
本
来
的
な
自
己
意
識
と
し
て
の
「
自
己
活
動
的
な
生
命
」
的
自
己
閑
係

労
働
市
場
に
お
け
る
か
ぎ
り
○
賃
労
働
者
○
、
す
な
わ
ち
「
単
な
る
商
品
人
閉
」
の
、
自
已
意
識
の
論
理
構
造
が
、
経
済
的
に
ー
不



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

自
由
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
法
律
的
に
自
由
で
あ
る
と
い
う
面
に
お
い
て
間
題
に
さ
れ
る
な
ら
ば
、
へ
ー
ゲ
ル
の
説
く
自
己
音
一
識
の

論
理
構
造
と
一
致
す
る
、
と
い
う
の
が
前
節
の
結
論
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
法
的
人
格
と
し
て
は
、
賃
労
働
者
も
資
本
家
と
平
等

に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
自
己
意
識
の
論
理
構
造
は
、
階
級
関
係
を
超
え
て
市
民
杜
会
の
一
員
と
し
て
の
す
べ
て
の
商
品
所
有
者

に
共
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
へ
ー
ゲ
ル
的
自
己
意
識
？
／
、
れ
に
一
致
す
る
の
は
、
賃
労
働
者
の
定
有
的
実
在
と
し
て
の
労
働

力
の
販
売
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
よ
る
貨
幣
の
獲
得
に
た
い
し
て
、
経
済
的
に
不
自
由
な
る
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
、
た
だ
可
能
性

と
し
て
表
象
す
る
だ
け
の
意
識
か
ら
、
向
自
的
に
反
省
す
る
か
ぎ
り
で
の
自
己
意
識
に
と
ど
ま
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
自
已
意
識

が
観
念
論
的
な
も
の
に
な
る
ほ
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
拠
る
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
自
已
意
識
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
規
定
は
、
か
か
る
法
的
人
格
の
向
自
有
的
な
構

造
だ
け
に
か
ぎ
ら
れ
る
ば
あ
い
、
そ
れ
が
、
一
面
的
で
あ
る
こ
と
に
は
、
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
法
的
人
格
と
し
て

法
律
的
に
自
由
で
あ
る
か
ぎ
り
で
、
向
白
有
的
白
己
意
識
の
論
理
構
造
を
そ
な
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

く
、
同
時
に
、
経
済
的
に
不
自
由
な
る
面
に
お
い
て
、
い
な
、
こ
れ
ら
の
白
由
、
不
自
由
の
両
面
の
統
一
に
お
い
て
見
れ
る
ば
あ
い

の
、
そ
の
自
己
矛
盾
の
体
験
に
お
け
る
向
自
有
的
自
已
意
識
の
論
規
構
造
こ
そ
が
、
マ
ル
ク
ス
の
「
商
品
人
問
」
に
た
い
し
て
与
え

た
具
体
的
な
規
定
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
具
体
的
衣
マ
ル
ク
ス
的
規
定
を
理
解
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ

れ
は
、
こ
の
残
さ
れ
て
い
る
他
の
面
に
つ
い
て
の
吟
味
を
試
み
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
。
ン
、
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
　
「
箪

な
る
商
品
人
問
」
の
向
白
有
的
構
造
に
つ
い
て
、
ン
、
し
て
、
さ
し
あ
た
り
ま
ず
、
ン
、
の
定
有
的
実
在
性
の
面
、
彼
の
自
已
意
識
の
直

接
的
な
意
識
の
面
、
い
ま
だ
止
揚
さ
れ
ざ
る
外
在
性
、
す
な
わ
ち
疎
外
の
状
態
の
而
に
つ
い
て
、
諭
理
的
な
分
析
を
試
み
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
こ
と
の
分
析
は
、
前
節
に
お
い
て
、
プ
ル
ク
ス
自
身
の
へ
ー
ゲ
ル
批
判
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の

　
　
　
賃
働
労
者
の
範
曉
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
二
三
）



　
　
　
立
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（
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二
四
　
　
（
二
四
）

理
解
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
以
下
に
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
は
、
　
『
経
哲
手
稿
』
の
「
哲
学
的
断
片
」
に
お
い
て
、
自
已
意
識
の
論
理
的
構
造
に
本
来
的
な
契
機
、
す
な

わ
ち
、
　
「
他
者
そ
の
も
の
に
お
い
て
自
己
自
身
の
も
と
に
あ
る
」
と
い
う
契
機
に
つ
い
て
、
へ
ー
ゲ
ル
の
観
念
論
的
な
秘
密
を
曝
露

し
て
い
る
こ
と
は
、
前
に
も
述
べ
て
お
い
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
他
者
が
意
識
の
外
の
感
性
的
対
象
で
な
く
て
、
意

識
の
内
に
お
け
る
こ
の
対
象
の
表
象
な
い
し
知
識
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
内
容
の
仮
象
性
、
空
無
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
感
性
、
現
実
性
、

生
命
を
借
称
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
の
指
摘
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
か
ぎ
り
で
、
こ
の
表
象
と
し
て
意
識
さ
れ
た
だ
け
の
外
的

対
象
は
、
意
識
に
た
い
し
て
肯
定
的
で
あ
り
、
意
識
そ
の
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
自
己
意
識
の
対
象
化
さ
れ
、
外
在
化
さ
、
れ
た
も
の

に
す
ぎ
ず
、
こ
の
自
已
疎
外
と
し
て
の
否
定
性
も
意
識
内
だ
け
の
抽
象
性
に
あ
る
ほ
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
の
指
摘
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
さ
い
、
マ
ル
ク
ス
は
、
前
に
も
引
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
、
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
Ａ
、
「
意
識
が
如
何
よ
う
に
あ
り
、
そ
し
て
意
識
に
旭
い
し
て
或
る
も
の
が
如
何
よ
う
に
あ
る
か
の
様
式
は
、
如
識
オ
雰
窒

　
で
あ
る
。
知
識
は
、
意
識
の
唯
一
の
行
為
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
或
る
も
の
は
、
意
識
が
こ
の
或
る
も
の
を
知
る
か
ぎ
り
で
だ
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
意
識
に
た
い
し
て
生
成
し
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
知
識
は
、
意
識
の
唯
一
の
対
象
的
態
度
で
あ
る
。
」
（
「
へ
－
ゲ
ル
批
判
」
・
。
』
一

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
勺
・
Ｈ
竃
－
８
・
四
二
二
頁
）
－
　
－
－

　
＊
　
（
「
へ
ー
ゲ
ル
批
判
」
○
Ｏ
．
…
…
一
や
…
…
．
：
・
…
頁
）
は
、
　
「
へ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
な
ら
び
に
哲
学
一
般
の
批
判
」
　
床
ユ
庁
寿
ら
竃
曽
品
Ｃ
７

　
　
０
プ
彗
Ｈ
）
－
巳
Ｏ
軍
寿
自
目
Ｐ
勺
巨
一
易
○
勺
巨
¢
簑
烹
｝
彗
耳
一
の
略
記
で
あ
り
、
冒
¢
｝
９
二
〇
ｑ
Ｏ
勺
Ｐ
昌
；
Ｏ
自
箏
ら
ヒ
三
害
Ｏ
勺
巨
－
婁
○
勺
巨
。
ｎ
｝
Ｏ

　
勺
昌
ヲ
争
ユ
津
；
一
冒
Ｏ
汁
Ｎ
く
０
二
品
．
そ
の
英
訳
版
■
Ｏ
Ｓ
Ｏ
昌
ざ
２
目
ら
Ｈ
。
巨
一
易
毛
ブ
ド
旨
彗
竃
箒
号
蒜
Ｏ
｛
Ｈ
Ｏ
。
仁
レ
一
ヒ
易
８
≠
、
・
お
よ
び
マ
ル
・

　
　
エ
ソ
選
集
（
大
月
版
）
補
巻
、
４
、
の
そ
れ
ぞ
れ
の
頁
数
で
あ
り
、
以
下
こ
れ
に
し
た
が
う
。

　
　
な
お
、
前
出
「
へ
ー
ゲ
ル
批
判
」
以
外
の
手
稿
は
、
　
（
「
私
有
財
産
と
共
雌
主
義
」
８
．
…
：
ぷ
宇
…
・
：
．
：
・
・
：
頁
Ｈ
）
と
い
う
具
合
に
略
記
す
る
。



　
　
そ
の
ば
あ
い
ド
イ
ツ
語
版
の
み
は
、
内
－
９
畠
０
庁
○
箏
Ｏ
昌
汀
Ｏ
亭
○
Ｏ
Ｏ
プ
Ｈ
奉
彗
二
）
汗
迂
＜
睾
－
品
．
で
あ
る
。

　
こ
の
「
意
識
の
唯
一
の
行
為
で
あ
り
、
対
象
的
態
度
」
で
か
る
と
こ
ろ
の
「
知
識
は
、
じ
じ
つ
、
そ
れ
が
対
象
に
関
係
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
の
み
、
自
己
の
外
に
あ
り
、
自
已
を
外
在
化
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
し
か
し
な
が
ら
へ
ー
ゲ
ル
に
あ

っ
て
は
、
　
「
知
識
そ
の
も
の
が
対
象
と
し
て
の
み
白
己
に
現
象
す
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
、
　
「
対
象
と
し
て
知
識
に
現
象

す
る
も
の
が
、
知
識
白
身
に
す
ぎ
な
い
」
（
重
ｑ
』
・
・
。
・
。
；
Ｌ
８
・
四
二
二
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
し
て
、
こ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
の
白
已
意
識
に
知
識
白
身
の
確
信
が
成
立
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
呑
。
い
い
か
え
れ
ば
、
知
識
そ
の
も
の
で
し
か
な
い

　
　
、
　
　
、
　
　
、

対
象
の
現
象
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
否
定
の
否
定
に
よ
っ
て
、
知
識
と
し
て
の
対
象
の
本
質
を
肯
定
す
る
、

と
い
う
白
己
意
識
的
な
論
証
だ
け
に
お
い
て
、
知
識
は
、
　
「
外
的
対
象
の
も
と
に
あ
っ
て
、
な
お
同
時
に
自
已
白
身
で
も
あ
る
」
と
、

へ
ー
ゲ
ル
は
説
い
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
、
フ
ォ
ィ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
が
、
こ
の
否
定
の
否
定
に
よ
る
絶
対
肯
定
な
る
弁
証
法
を
斥
け
て
、
　
「
感
性
的
に
確
実

な
、
向
分
白
身
の
う
え
に
基
礎
を
お
い
た
直
接
的
な
肯
定
を
、
対
置
し
た
」
（
ま
ｐ
○
。
二
９
勺
・
崖
ｐ
三
九
八
頁
）
こ
と
に
つ
い
て
も
、

わ
れ
わ
れ
は
前
述
し
て
き
た
。
要
す
る
に
、
こ
の
へ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
は
、
知
識
白
身
の
勝
手
な
臼
己
肯
定
、
白
己
確
証
に
す
ぎ
ず
、

〔
分
の
外
に
机
実
的
対
象
を
対
立
老
と
し
て
残
し
て
い
る
か
ら
、
　
「
白
分
の
定
有
的
実
在
に
よ
っ
て
、
ｎ
分
白
身
を
証
明
も
し
て
い

な
け
れ
ば
、
保
証
も
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
、
白
己
肯
定
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
知
識
は
、
む
し
ろ
「
白
分
白
身
に
つ
い
て
懐

疑
し
て
い
る
」
（
…
ら
・
・
。
・
；
勺
．
崖
９
三
九
八
頁
）
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
、
彼
は
へ
ー
ゲ
ル
を
批
判
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
へ
ー
ゲ
ル
批
判
の
成
就
さ
れ
え
た
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
の
立
場
に
お
い
て
、
さ
ら
に
、
へ
ー
ゲ
ル
の
否
定
の
否
定
と
い

う
弁
証
法
を
唯
物
諭
化
し
て
継
承
し
た
の
が
、
プ
ル
ク
ス
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
、
わ
れ
わ
れ
の
知
っ
て
い
る
と
こ

　
　
　
賃
働
労
老
の
範
崎
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
二
五
）
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済
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二
六
　
　
（
二
六
）

ろ
で
あ
る
・
す
な
わ
ち
、
こ
れ
も
す
で
に
引
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
彼
は
、
フ
オ
ィ
ェ
ル
バ
ツ
ハ
と
と
も
に
、
主
張
す
る
。

　
　
　
Ｃ
・
　
「
人
間
は
・
直
接
的
に
は
自
然
存
在
で
あ
る
。
自
然
存
在
と
し
て
、
生
命
の
あ
る
自
然
存
在
と
し
て
、
人
問
は
、
一
方

　
に
お
い
て
・
自
然
的
な
諸
力
を
そ
な
え
、
生
命
諸
力
を
そ
な
え
た
一
個
の
活
動
的
な
自
然
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
力
は
、
人

　
問
に
あ
っ
て
は
、
素
質
、
能
力
、
か
瞥
と
し
て
実
在
し
て
い
る
。
人
問
は
、
他
方
に
お
い
て
、
自
然
的
な
、
身
体
的
な
、
感
性
的

　
な
、
対
象
的
な
存
在
と
し
て
、
動
物
や
植
物
と
同
じ
く
、
一
個
の
受
苦
的
な
、
制
約
を
う
け
た
、
制
限
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
。
す

　
な
わ
ち
・
彼
の
か
静
か
静
外
於
は
、
彼
の
外
部
に
、
彼
か
ら
独
立
し
て
い
る
諸
対
象
と
し
て
実
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
諾
対
象
は
・
彼
の
雰
宗
害
あ
っ
て
、
彼
の
宗
歎
を
働
か
菱
証
す
る
の
に
欠
く
：
の
で
き
き
本
質
的
茸
象

　
で
あ
る
・
人
問
が
・
か
か
か
な
、
白
然
力
的
な
、
生
き
た
現
実
的
な
、
感
性
的
な
、
対
象
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
問
が
硯
実
的
な
感
性
的
な
諸
対
象
を
、
彼
の
存
在
の
対
象
と
し
て
、
彼
の
牛
命
発
現
の
対
象
と
し
て
、
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

　
を
・
い
み
す
る
・
…
…
た
と
え
ば
、
飢
え
は
、
身
体
○
外
部
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
、
身
体
の
保
全
と
生
命
の
発
塊
と
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
な
く
て
は
な
ら
な
い
対
象
へ
の
、
身
体
の
対
象
的
欲
望
で
あ
る
。
」
（
量
ら
・
・
。
・
・
。
・
。
；
Ｌ
鶉
、
べ
・
四
〇
九
頁
）
－
－

　
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
言
葉
は
、
人
問
の
主
体
的
な
生
命
力
、
本
能
、
欲
望
な
ど
が
、
ン
、
れ
を
外
か
ら
制
約
す
る
対
象
に
よ
っ
て
、
直

接
的
に
確
証
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
の
主
張
を
い
み
し
て
い
る
。
ン
、
し
て
、
こ
の
主
張
は
、
フ
オ
ィ
ェ
ル
、
い
ツ
ハ
の
「
秩
極
的

に
ｎ
己
向
身
の
う
え
に
基
礎
を
お
い
た
と
こ
ろ
の
、
感
性
的
に
確
実
な
、
直
接
的
な
日
己
肯
定
」
と
い
う
立
場
に
た
つ
た
か
ぎ
り
の

も
ｏ
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
ば
あ
い
に
、
注
音
心
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
立
場
に
た
っ
た
と
き
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

わ
れ
わ
れ
人
問
の
意
識
の
外
的
対
象
へ
の
態
度
な
る
も
の
は
、
も
は
や
、
右
の
引
川
（
Ａ
）
に
述
べ
ら
れ
て
あ
る
と
こ
ろ
の
、
如
識
、

朴
肺
・
臥
俗
か
ピ
か
砂
紛
か
斤
か
で
は
な
く
て
、
そ
れ
以
前
の
、
直
接
的
な
意
識
の
態
度
と
し
て
の
、
生
命
力
発
現
の
た
め
の
素
質
、



、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

能
力
、
本
能
な
ど
に
な
る
身
体
的
行
為
に
、
す
な
わ
ち
欲
望
的
態
度
に
、
間
題
の
焦
点
が
推
移
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

右
の
マ
ル
ク
ス
の
文
章
（
Ｃ
）
を
こ
こ
で
再
び
引
田
川
す
る
の
も
、
読
者
に
１
、
こ
の
点
の
注
意
を
う
な
が
す
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、

こ
の
こ
と
の
理
解
を
確
実
な
も
の
に
し
て
お
く
た
め
に
、
さ
ら
に
、
い
も
ひ
と
つ
、
つ
ぎ
の
言
葉
を
新
た
に
引
用
す
る
こ
と
を
吝
む

べ
き
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
は
、
第
三
手
稿
「
私
有
財
産
と
共
産
主
義
」
の
と
こ
ろ
で
、
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
Ｂ
「
フ
ォ
ィ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
の
主
張
す
る
と
お
り
、
感
性
は
、
す
べ
て
の
科
学
の
基
礎
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
科
学

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
が
、
感
性
的
な
恵
識
と
感
性
的
な
欲
望
と
の
二
重
の
形
態
に
お
い
て
、
出
発
す
る
と
き
に
だ
け
、
　
　
す
な
わ
ち
、
た
だ
科
学
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
白
然
か
ら
出
発
す
る
と
き
に
だ
け
、
　
　
そ
れ
は
、
現
実
的
な
科
学
で
あ
る
。
人
間
が
感
性
的
な
意
識
の
対
象
と
な
り
、
そ
し
て
、

　
人
問
と
し
て
の
人
問
の
欲
望
が
、
　
（
現
実
の
）
欲
望
と
な
る
た
め
に
は
、
い
っ
さ
い
の
歴
史
は
、
ン
、
の
発
展
の
た
め
の
準
傭
の
歴

　
史
で
あ
る
。
歴
史
自
体
が
、
白
然
史
の
、
人
問
へ
の
自
然
の
牛
成
の
、
現
実
的
な
部
分
で
あ
る
。
人
問
に
つ
い
て
の
科
学
が
、
自

　
然
科
学
を
白
ら
の
も
と
に
包
括
す
る
よ
う
に
、
自
然
科
学
は
、
や
が
て
ま
た
、
人
間
に
っ
い
て
の
科
学
を
白
ら
の
も
と
に
包
括
す

　
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
両
老
は
一
つ
と
た
る
で
あ
ろ
う
。
」
　
（
「
私
有
財
産
と
共
産
主
義
」
っ
。
・
Ｈ
・
。
ベ
ニ
・
Ｌ
Ｈ
Ｈ
．
三
五
四
頁
）

　
こ
の
言
菓
に
は
、
マ
ル
ク
ス
が
、
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
の
立
場
に
立
ち
た
が
ら
、
さ
ら
に
、
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
を
超
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

点
、
い
い
か
え
れ
ぱ
後
に
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
Ｈ
然
白
体
の
向
Ｈ
有
的
な
白
己
関
係
と
し
て
、
へ
ー
ゲ
ル
の
否
定
の
否
定
の

介
証
法
を
継
水
し
て
い
る
点
が
、
原
理
と
し
て
前
提
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
彼
の
科
学
論
の
形
態
で
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
　
「
白
然
史
の
人
問
へ
の
牛
成
」
と
い
う
「
物
質
の
規
象
学
」
の
構
和
心
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
、
こ
の
科
学
論
の
軍
要
さ

に
惹
か
れ
る
こ
と
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
当
而
し
て
い
る
間
題
を
解
明
す
る
た
め
の
締
口
が
、
こ
の
言
葉
に
お
い

て
ポ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
ま
ず
注
〔
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
人
閉
の
感
性
に
ー
二
義
の
あ
る
こ
と
、

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
瞬
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
（
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
（
二
八
）

意
識
と
し
て
の
感
性
的
態
度
と
欲
望
と
し
て
の
感
性
的
態
度
と
の
区
別
が
人
問
に
あ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の

規
定
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
意
識
と
し
て
の
感
性
的
態
度
、
あ
る
い
は
「
感
性
的
な
意

識
」
と
は
、
ま
え
に
引
用
し
た
（
Ａ
）
に
お
け
る
「
意
識
の
唯
一
の
対
象
的
態
度
が
知
識
で
あ
る
」
と
い
う
規
定
と
関
連
す
る
、
と

い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
こ
の
規
定
と
同
一
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
ユ
、
し
て
、
欲
望
も
ま
た
意
識
で
あ
る
か
ぎ
り
で
は
、
感
性

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

的
意
識
に
は
、
知
識
と
欲
望
と
の
二
つ
の
区
別
さ
る
べ
き
形
態
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
人
問
の
対
象
的
態
度
に
は
、
感
性
的
知
識
と
感

性
的
欲
望
と
の
二
つ
が
あ
っ
て
、
　
（
Ａ
）
に
お
け
る
ご
と
く
「
知
識
的
態
度
が
唯
一
の
対
象
的
態
度
で
あ
る
」
と
い
う
だ
け
で
は
一

面
的
で
あ
っ
て
、
た
だ
し
く
は
、
こ
の
規
定
は
同
一
の
対
象
的
態
度
の
一
つ
の
契
機
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
引
州
（
Ａ
）
の
み
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
を
玖
解
す
る
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
一
面
的
な
抽
象
性
に
お
ち
い
る
こ
と
に
な
る

わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
、
引
州
（
Ｃ
）
の
言
葉
に
、
あ
え
て
読
者
の
注
意
を
む
け
て
お
か
な
い
わ
け
に
ゆ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
プ
ル
ク
ス
と
し
て
も
、
へ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
批
判
と
し
て
は
、
白
己
意
識
に
つ
い
て
の
へ
ー
ゲ
ル
の
観
念
論
的
把
握
に
た
い
す
る

批
判
と
し
て
は
、
恵
識
の
対
象
的
態
度
な
る
も
の
の
強
調
を
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
い
な
窮
極
的
に
も
、
感
性
的
知
識
に
限
定
す
る
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

か
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
へ
ー
ゲ
ル
の
介
証
法
は
、
た
だ
に
、
論
琳
学
」
に
お
い
て
純
粋
思
惟
の
白
己
展
開
の
論
理

で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
恵
識
の
経
駄
の
学
と
し
て
の
、
粘
神
現
象
学
」
に
お
い
て
も
、
こ
の
純
粋
思
惟
の
立
場
を
予
想
し
、
こ
の

立
場
を
某
礎
づ
け
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
の
弁
証
法
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
『
粘
神
現
象

学
」
な
る
も
の
は
、
入
閉
の
恵
識
が
経
験
す
る
あ
り
ゆ
る
外
的
対
象
と
の
対
立
、
矛
爪
を
、
思
弁
的
に
意
識
の
、
っ
ち
に
止
揚
し
て
克

服
し
て
ゆ
き
、
岐
後
に
到
連
す
る
絶
対
的
ｎ
我
な
い
し
絶
対
知
に
お
い
て
、
こ
れ
り
の
対
立
、
矛
肝
の
す
べ
て
の
形
態
を
柑
対
的
な

る
も
の
、
逃
度
的
、
一
時
的
な
る
も
の
、
た
ん
に
挑
象
的
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
仮
象
で
あ
っ
た
と
、
白
己
認
識
す
る
だ
け
の
、
い



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
か
え
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
感
性
的
知
識
か
ら
絶
対
知
識
に
い
た
る
ま
で
の
　
　
そ
の
か
ぎ
り
で
、
知
識
の
世
界
か
ら
現
実
の
生
き

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

た
感
覚
を
排
除
し
て
ゆ
く
と
い
う
　
　
認
識
論
的
な
自
己
発
展
の
歴
史
を
、
叙
述
し
た
学
間
に
と
ど
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
学
的
体
系
に
お
い
て
は
、
マ
ル
グ
ス
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
外
的
対
象
と
は
、
こ
の
対
象
の
知
識
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
と
意

識
そ
の
も
の
と
の
二
元
論
が
、
外
的
対
象
そ
の
も
の
と
意
識
と
の
二
元
論
に
、
す
り
か
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
へ
ー
ゲ
ル
に
お
い

て
こ
そ
、
　
「
意
識
の
唯
一
の
対
象
的
態
度
が
知
識
で
あ
る
」
と
い
う
規
定
が
、
本
質
的
な
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
、
ル
ク

ス
の
へ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
批
判
に
お
い
て
、
彼
が
秩
極
的
に
自
分
の
立
場
を
主
張
す
る
面
と
し
て
は
、
意
識
の
対
象
的
態
度
を
ば
、
引

用
（
Ａ
）
に
お
い
て
の
よ
う
に
、
知
識
に
限
定
せ
ず
、
欲
望
な
い
し
生
命
こ
そ
が
、
そ
の
直
接
的
な
も
の
で
あ
る
と
、
彼
は
規
定
し

て
い
た
と
い
う
ふ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
「
精
神
現
象
学
」
が
、
対
象
か
ら
ま
っ
た
く
離
れ
た
抽
象
的
な
意
識
だ
け
の
発
展
史
的
叙
述
で
な
く
、
そ
れ
が

同
時
に
、
意
識
の
対
象
の
発
展
　
　
た
と
え
、
そ
れ
が
意
識
内
に
お
け
る
対
象
の
知
識
の
自
已
否
定
的
な
発
展
で
は
あ
る
に
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
の
史
的
叙
述
で
も
あ
る
、
と
い
う
二
重
性
を
も
つ
具
体
的
な
、
現
実
的
な
学
で
あ
る
か
ぎ
り
で
は
、
し
た
が
っ
て
、
す
く
な
く

と
も
、
わ
れ
わ
れ
人
問
意
識
の
経
験
し
う
べ
き
、
外
的
の
み
な
ら
ず
内
的
に
も
経
験
し
う
べ
き
、
い
っ
さ
い
の
諸
対
象
が
知
識
と
し

て
把
握
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
の
著
作
と
し
て
は
、
媒
介
的
に
で
あ
る
に
し
て
も
、
欲
望
的
感
覚
な
い
し
生
命
的
活
動
に
つ
い
て
の
叙

述
が
、
そ
こ
に
欠
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
ろ
う
。
事
実
と
し
て
、
こ
の
『
精
神
現
象
学
」

の
叙
述
は
、
　
「
感
覚
的
確
信
」
か
ら
「
知
覚
」
を
へ
て
「
悟
性
」
に
い
た
る
ま
で
自
已
展
開
し
て
く
る
意
識
の
段
階
で
は
、
外
的
対

象
に
つ
い
て
の
認
識
論
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
「
白
己
意
識
」
の
段
階
に
す
す
む
と
き
、
意
識
の
対
象
は
二
重

化
さ
れ
、
外
的
対
象
の
は
か
に
意
識
自
体
が
意
識
の
対
象
と
し
て
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
意
識
」
の
段
階
に
お
い
て
、

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
曉
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
（
二
九
）
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三
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（
三
〇
）

認
識
主
観
は
、
普
遍
的
な
客
観
性
の
立
場
か
ら
客
体
的
な
対
象
の
自
己
運
動
を
解
明
し
て
ゆ
く
う
ち
に
、
悟
性
が
そ
の
感
性
的
現
象

の
背
後
に
超
感
性
的
な
本
質
を
認
識
す
る
に
お
よ
ん
で
、
こ
の
対
象
の
本
質
が
悟
性
の
働
き
と
一
致
す
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
、

知
覚
と
し
て
経
験
し
た
主
観
と
客
体
と
の
対
立
が
、
本
質
と
悟
性
と
の
同
一
性
に
転
化
す
る
こ
と
を
知
っ
て
、
認
識
す
る
主
観
自
体

を
反
省
し
て
、
自
己
白
卑
を
自
己
の
う
ち
に
対
象
と
し
て
意
識
す
る
こ
と
に
な
り
、
か
く
て
、
個
別
的
な
主
体
性
の
立
場
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
氣
づ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
　
「
自
己
意
識
」
の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
立
場
の
転
換
は
、
た
ん
に
理
論
的
で
あ
っ
た

意
識
が
、
自
ら
主
体
的
に
活
動
す
る
と
い
う
実
践
的
意
識
へ
と
、
自
ら
の
立
場
を
具
体
化
す
る
こ
と
を
、
い
み
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

し
て
、
こ
の
「
白
已
意
識
」
の
段
階
で
、
意
識
の
内
的
対
象
と
な
る
最
初
の
も
の
が
、
ま
さ
に
生
命
的
白
己
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
こ
の
生
命
的
白
已
が
白
已
意
識
の
う
ち
に
対
象
と
し
て
現
れ
て
く
る
論
理
的
過
程
は
、
そ
の
成
果
が
「
自
己
意
識
あ
る
白
己
活

動
的
な
生
命
的
白
我
」
と
し
て
、
「
自
已
意
識
あ
る
白
己
活
動
的
な
商
品
人
間
」
の
本
来
の
姿
　
　
い
ま
だ
疎
外
状
態
に
お
ち
い
ら

な
い
以
前
の
本
来
の
姿
　
　
で
あ
る
わ
け
て
あ
る
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
が
当
然
な
が
ら
批
判
的
分
析
の
対
象
と
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
＊
　
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
こ
の
批
判
的
分
析
を
十
分
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
予
傭
的
な
前
提
と
し
て
、

　
　
へ
ー
ゲ
ル
白
身
に
よ
る
か
の
論
理
的
過
程
の
叙
述
を
た
ど
っ
て
お
く
こ
と
を
必
更
と
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
　
こ
の
こ
と
に
っ
い
て
は
、
　
次
章
の

　
　
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
に
お
い
て
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
省
略
し
て
お
く
。

　
さ
て
、
へ
－
ゲ
ル
は
、
『
精
神
現
象
学
』
の
Ｂ
篇
「
白
己
意
識
」
の
第
四
章
策
二
節
に
お
い
て
、
生
命
概
念
の
論
理
的
な
発
腿
過

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

程
を
、
彼
固
有
の
観
念
淋
的
な
弁
証
法
に
よ
っ
て
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
彼
の
い
う
牛
命
的
無
眼
性
の
即
ｎ
か
つ
向
臼
に
な

っ
た
最
後
の
発
展
段
階
に
お
い
て
は
、
要
す
る
に
、
こ
の
無
限
な
る
生
命
一
般
が
外
に
形
態
化
し
て
個
六
の
生
物
を
存
立
せ
し
め
、



逆
に
、
こ
れ
ら
の
生
物
個
体
は
、
そ
の
有
限
な
る
生
命
活
動
に
お
い
て
自
己
の
内
に
あ
る
本
質
的
実
体
と
し
て
の
単
純
な
る
動
的
無

限
性
に
あ
る
超
個
別
的
な
統
一
老
に
自
己
関
係
し
て
い
る
、
と
い
う
論
理
構
造
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
統
一
的
一

般
老
を
「
種
属
（
－
類
）
」
あ
る
い
は
「
純
粋
な
自
我
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
種
属
的
生
命
の
外
在
化
に
お
い
て
、
個
次

の
生
物
の
存
立
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
生
活
過
程
が
現
象
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
個
体
的
生
命
過
程
そ
の
も
の
は
、
そ
こ

に
お
け
る
諸
契
機
の
止
揚
的
統
一
の
過
程
と
し
て
、
ま
た
内
在
的
な
種
属
的
生
命
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
ば
あ
い
の
個

別
と
普
遍
と
同
一
性
に
、
特
殊
な
個
性
が
成
立
し
、
そ
れ
が
「
自
我
」
の
論
理
構
造
を
も
つ
に
い
た
る
、
と
へ
－
ゲ
ル
は
述
べ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
　
「
純
粋
自
我
」
な
い
し
種
属
的
生
命
な
る
も
の
は
、
具
体
的
一
般
老
の
論
理
構
造
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

り
、
現
実
的
な
生
物
界
の
統
一
原
堆
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
生
物
個
体
の
種
属
的
生
命
へ
の
向
自
的
な
自
己
関
係

は
、
い
か
に
し
て
自
己
意
識
に
転
化
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
す
な
わ
ち
、
右
に
述
べ
た
具
体
的
一
般
者
と
し
て
の
「
統
一
は
、
単
純
な
稜
属
（
－
類
）
で
あ
る
が
、
こ
の
種
属
（
－
類
）

　
は
、
生
命
自
身
の
運
動
に
お
い
て
は
、
白
覚
的
に
、
か
か
る
単
純
な
る
も
の
と
し
て
顕
現
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
結
果
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
お
い
て
は
、
生
命
は
、
自
分
以
外
の
他
の
も
の
、
す
な
わ
ち
生
命
を
、
か
か
る
統
一
ま
た
は
楠
属
（
－
類
）
と
認
め
て
い
る
意
識

　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
を
、
指
．
小
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
稚
属
（
－
類
）
を
椛
属
（
－
類
）
と
し
て
認
め
、
し
か
も
、
そ
れ
白
身
、
白
覚
的
で
あ
る
と

　
こ
ろ
の
こ
の
他
の
坐
命
、
す
な
わ
ち
ｎ
己
意
識
は
、
最
初
に
は
、
白
分
が
こ
の
単
純
な
る
本
質
で
あ
る
こ
と
の
み
を
ｎ
覚
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
し
て
、
純
粋
な
る
ｎ
我
と
し
て
の
臼
分
を
、
対
象
と
し
て
い
る
」
。
　
（
『
精
神
現
象
学
」
○
。
・
Ｈ
苛
一
四
八
頁
）

　
＊
　
コ
一
彗
○
；
；
〇
一
〇
〇
ｑ
ざ
ら
窃
○
ｏ
巨
２
０
０
．
崖
ｍ
．
（
○
○
饒
一
ま
青
ざ
ラ
、
實
ぎ
＜
；
ｇ
○
鼻
コ
ｐ
軍
一
．
Ｎ
．
）
お
よ
び
川
石
波
版
、
「
精
神
現
象
学
’
一
上
巻
、

　
　
一
四
八
頁
の
略
記
で
あ
る
。
な
お
、
　
（
『
資
本
論
」
Ｏ
Ｏ
．
…
…
．
・
…
・
・
…
頁
）
は
、
Ｕ
婁
内
毛
岸
隼
戊
Ｐ
Ｈ
．
（
＞
Ｏ
Ｏ
量
言
ご
」
＞
豪
Ｏ
ｑ
註
０
）
　
お
よ
び

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
時
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
（
ご
二
）

‘
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三
二
　
（
ご
二
一
）

　
長
谷
部
訳
（
青
木
版
）
第
一
巻
の
こ
と
で
あ
る
。
以
下
両
者
と
も
こ
れ
に
し
た
が
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
こ
こ
に
は
、
あ
き
ら
か
に
、
生
命
そ
の
も
の
の
向
自
的
自
已
関
係
が
意
識
の
対
象
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
白
已
意
識
と
し
て
の
向

串
跡
串
ひ
跡
於
い
掛
桝
い
む
か
い
か
証
決
が
、
『
精
神
現
象
学
；
固
有
の
弁
法
的
叙
述
に
よ
っ
て
、
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
わ

れ
わ
れ
は
、
見
さ
だ
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
物
界
の
弁
証
法
的
運
動
は
、
そ
の
種
属
的
生
命
過
程
と

し
て
は
、
個
六
の
生
命
過
程
は
止
揚
さ
れ
て
生
命
一
般
の
流
動
性
が
直
接
的
に
現
出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
統
一
原
理
と

し
て
の
生
命
一
般
の
絶
対
的
否
定
性
は
、
し
か
し
、
個
六
の
生
命
過
程
そ
の
も
の
の
質
的
規
定
性
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
定
有
的
実
在

に
お
い
て
、
な
お
即
自
的
で
あ
る
に
と
ど
ま
っ
て
、
い
ま
だ
、
こ
の
定
有
的
実
在
か
ら
自
己
を
区
別
し
て
向
白
有
的
に
統
一
原
規
と

し
て
定
立
し
て
い
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
個
六
の
生
命
過
程
の
向
自
有
的
な
自
已
関
係
は
、
た
ん
な
る
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、

性
に
あ
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
た
だ
、
こ
の
可
能
性
を
見
ぬ
く
能
力
の
あ
る
哲
学
的
思
惟
、
す
な
わ
ち
哲
学
者
の
「
意
識
を
、
指

か
い
」
む
、
そ
れ
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
、
と
い
う
論
理
的
な
発
展
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ば
あ
い
、
生
物
個
体
が
、
か
か
る
哲
学
老
の
意
識
に
み
ち
び
か
れ
て
、
そ
こ
に
映
し
だ
さ
れ
た
自
分
の
有
る
べ
き

姿
、
す
な
わ
ち
向
白
有
的
自
己
関
係
を
、
白
分
白
身
の
も
の
と
白
ら
認
め
た
と
き
に
、
い
い
か
え
れ
ば
、
生
物
個
体
白
身
が
、
、
１
、
の

定
有
的
実
在
に
即
白
的
な
否
定
性
を
白
己
の
う
ち
に
反
省
し
、
こ
れ
を
定
有
的
実
在
か
ら
引
き
は
な
し
、
向
自
有
と
し
て
区
別
し
て

定
立
し
、
そ
し
て
、
こ
の
向
自
有
的
に
な
っ
た
否
定
性
が
そ
の
定
有
的
実
在
に
た
い
し
他
の
生
命
と
し
て
対
持
す
る
に
い
た
っ
た
と

き
に
、
さ
ら
に
要
約
的
に
言
い
か
え
る
な
ら
ば
、
生
物
個
体
に
潜
在
的
で
あ
っ
た
向
ｎ
有
的
白
己
関
係
の
単
な
る
町
能
性
が
、
顕
現

し
て
現
実
化
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
き
に
、
生
物
個
体
は
、
そ
の
向
自
有
的
な
生
命
的
自
己
関
係
を
「
白
覚
し
た
」
の
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
自
已
意
識
的
に
な
っ
て
い
る
、
と
へ
ー
ゲ
ル
は
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
棟
属
を
枢
属
と
し
て
認
め
、



し
か
も
、
そ
れ
自
身
で
自
覚
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
こ
Ｏ
他
の
化
命
、
す
な
わ
ち
自
己
意
繊
」
と
、
右
の
引
用
文
に
お
い
て
述
べ
ら
れ

て
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。

　
か
く
て
へ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
自
己
意
識
と
は
、
生
命
的
自
己
関
係
の
他
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
か
ら
離
れ
て
自
立
す
る
純

粋
に
意
識
的
な
自
已
関
係
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
生
物
個
体
自
身
に
よ
っ
て
白
己
媒
介
的
に
定
立
さ
れ
た
、
し
た
が
っ
て
生
物
個
体

に
意
識
さ
れ
た
種
属
的
生
命
へ
の
自
已
関
係
な
の
で
あ
る
か
ら
、
生
命
的
自
已
関
係
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
、

無
自
覚
的
な
生
命
的
自
己
関
係
か
ら
自
覚
的
な
生
命
的
自
己
関
係
へ
の
推
移
と
し
て
の
区
別
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
自
覚
的
な
生
命
的
自
己
関
係
は
、
意
識
あ
る
動
物
と
し
て
の
人
問
に
お
い
て
の
み
、
は
じ
め
て
成
立
し
う
る
も
の
と
、
へ
ー

ゲ
ル
自
身
も
考
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
、
以
上
に
述
べ
て
き
た
意
味
の
へ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
的
叙
述
の
成
果
を
、
そ

の
思
弁
的
論
理
の
う
ち
に
指
示
さ
れ
て
い
る
具
体
的
真
理
を
、
継
承
し
な
い
と
す
れ
ば
不
可
思
議
な
こ
と
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ぜ
な
ら
、
へ
ー
ゲ
ル
の
右
の
叙
述
そ
の
も
の
は
、
動
物
的
生
命
か
ら
人
問
的
生
命
へ
の
白
然
史
的
転
化
の
論
理
と
し
て
、
唯
物
論
化

さ
る
べ
く
、
マ
ル
ク
ス
の
哲
学
的
意
識
を
「
指
示
し
て
」
い
た
と
、
た
れ
し
も
容
房
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
彼
は
、
第
一
手
稿
の
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
な
る
体
系
的
な
断
片
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
動
物
は
、
そ
の
生
命
活
動
と
直
接
に
一
致
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
白
己
を
生
命
活
動
か
ら
区
別
し
な
い
。
動
物
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
は
生
命
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
。
人
問
は
、
彼
の
生
命
活
動
そ
の
も
Ｏ
を
、
彼
の
意
慾
お
よ
び
意
識
の
対
線
と
す
る
。
彼
は
、
意

識
的
な
牛
命
活
動
を
も
っ
て
い
て
、
被
規
定
性
と
直
接
に
一
致
し
な
い
。
ゆ
え
に
、
人
問
を
、
直
接
に
動
物
的
生
命
活
動
か
ら
区

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

別
す
る
も
の
は
、
意
識
的
な
生
命
活
動
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
人
問
は
、
一
個
○
種
属
的
実
在
（
－
本

質
）
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ま
さ
に
人
問
が
一
個
の
種
属
的
実
在
（
－
本
質
）
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
彼
は
意
識
的
実
在
（
－
本

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
曉
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
（
三
三
）
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質
）
で
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
彼
自
身
の
生
命
が
彼
に
と
っ
て
対
象
な
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
か
ら
し
て
の
サ
、

彼
の
活
動
は
自
由
な
活
動
で
あ
る
。
」
（
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
Ｑ
．
Ｌ
Ｏ
ト
勺
・
べ
ｍ
・
三
〇
六
－
七
頁
）

す
な
わ
ち
・
人
問
は
、
意
識
的
に
生
命
活
動
を
す
る
が
ゆ
え
に
、
自
己
の
生
命
活
動
を
意
識
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

そ
の
か
ぎ
り
で
・
自
己
白
身
の
個
別
的
生
命
活
動
を
普
遍
的
な
種
属
的
生
命
の
無
限
性
に
ま
で
反
省
的
に
関
係
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
彼
の
意
識
が
こ
の
よ
う
に
白
己
意
識
に
な
る
が
ゆ
え
に
、
彼
の
生
命
活
動
の
向
自
的
な
自
己
関
係

が
成
立
す
る
と
同
時
に
・
ま
た
逆
に
、
こ
の
生
命
活
動
の
向
白
的
関
係
の
ゆ
え
に
、
意
識
も
現
実
に
自
己
意
識
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

「
彼
が
一
個
の
種
属
的
実
在
な
る
が
ゆ
え
に
、
ま
た
意
識
的
実
在
で
あ
る
」
と
い
い
う
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
「
自

己
の
生
命
が
彼
に
と
っ
て
意
識
の
対
象
で
あ
る
」
と
い
う
ば
あ
い
の
、
こ
の
意
識
は
、
「
意
慾
お
よ
び
意
識
」
と
あ
き
ら
か
に
区
別

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
・
そ
れ
を
、
こ
こ
で
も
、
た
ん
に
知
的
意
識
に
限
定
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
　
「
自
已
の
生
命
活
動
を
意
慾
の
対

象
に
す
る
一
と
い
う
ひ
竈
烹
氏
露
数
客
、
看
過
す
る
こ
ピ
に
雲
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
一
ル
ク
ス
は
、
こ
の
契
機

こ
そ
を
墨
視
し
て
－
駅
ピ
払
、
こ
を
白
己
意
識
と
区
別
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
↑
ゲ
ル
的
象
に
知
識
的
少
な
い
し
理
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

的
白
己
恵
識
を
抽
象
的
な
も
の
と
し
て
批
判
し
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
「
白
己
北
、
似
識
あ
る
自
已
活
動
的
な
生
命
」
が
坐
産
的
労

鮒
わ
か
い
か
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
「
対
象
世
界
の
加
工
と
い
う
こ
の
生
産
が
、
彼
の
制
作
的
な
種
属
的
生
活
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
生
産
を
と
お
し
て
、
白
然

　
は
・
彼
の
制
作
物
、
彼
の
現
実
態
と
し
て
現
わ
れ
る
。
だ
か
ら
し
て
、
労
働
の
対
象
は
、
人
閉
の
稚
属
的
生
命
の
対
象
化
で
な
け

　
れ
ば
な
ら
ぬ
・
と
い
う
の
は
、
彼
が
、
息
識
の
ば
あ
い
で
の
よ
う
に
知
的
に
だ
け
で
は
な
く
、
制
作
的
、
軌
実
的
に
も
、
ｎ
分
を

　
二
兎
化
し
・
し
た
が
っ
て
、
彼
に
よ
っ
て
作
り
だ
さ
れ
た
世
界
に
お
い
て
白
己
白
身
を
直
観
す
る
。
」
（
、
げ
己
．
帆
．
Ｈ
○
仰
；
．
葛
．
一
一
一
〇



　
八
頁
）

　
へ
ー
ゲ
ル
的
自
己
意
識
の
よ
う
に
単
に
知
的
な
態
度
に
か
ぎ
ら
れ
る
ば
あ
い
も
、
意
識
は
、
外
的
自
然
の
世
界
を
対
象
と
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

同
時
に
自
己
白
身
を
も
内
的
な
対
象
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
牛
産
的
労
働
の
ば
あ
い
で
は
、
こ
の
意
識
の
二
重
化
は
、
よ
り

具
体
性
を
も
っ
て
現
わ
れ
る
。
生
産
的
労
働
の
外
的
対
象
な
る
も
の
は
、
す
な
わ
ち
、
た
ん
に
認
識
さ
れ
た
か
ぎ
り
の
外
的
自
然
で

あ
る
の
で
な
く
、
種
属
的
生
命
の
対
象
化
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
制
作
さ
れ
た
自
然
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
制
作
さ
れ
た
自
然
に
対

象
化
さ
れ
て
い
る
種
属
的
生
命
こ
そ
が
、
ま
た
同
時
に
、
自
己
反
省
的
に
定
立
さ
る
べ
き
内
的
対
象
で
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
外

的
対
象
と
内
的
対
象
と
は
一
致
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
両
老
が
悟
性
的
に
差
別
さ
れ
た
二
重
性
で
は
な
く
て
、
こ
の
差
別
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

う
ち
に
、
す
で
に
同
一
性
の
現
わ
れ
た
二
重
性
で
あ
り
、
悟
性
の
立
場
を
止
揚
し
た
か
ぎ
り
の
理
性
の
立
場
に
お
け
る
二
重
性
な
の

、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
あ
る
。
へ
ー
ゲ
ル
の
『
精
神
現
象
学
』
に
お
い
て
も
、
感
覚
し
知
覚
し
悟
性
的
に
思
惟
す
る
対
象
的
意
識
と
、
欲
望
の
満
足
に
お

い
て
主
体
的
な
自
由
を
追
求
す
る
自
己
意
識
と
の
、
両
者
の
統
一
を
「
理
性
の
段
階
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
外
的
対
象
の
世

界
の
う
ち
に
自
己
の
向
自
有
的
本
質
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
老
の
こ
の
実
践
的
統
一
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
事

実
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
実
践
的
双
性
も
、
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
超
感
性
的
思
弁
性
に
禍
い
さ
れ
て
、
た
ん
に
知
識
と
し
て
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ほ
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
実
践
的
な
理
性
を
生
産
的
労
働
の
う
ち
に
見
る
マ
ル
ク
ス
か
ら
見
れ
ば
、

や
は
り
抽
象
的
で
あ
る
と
い
う
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
「
対
象
的
世
界
の
実
践
的
産
出
、
非
有
機
的
臼
然
の
加
工
は
、
人
問
が
一
つ
の
音
心
識
あ
る
棟
属
的
実
在
（
－
本
質
）
で
あ
る

　
こ
と
の
、
す
た
わ
ち
、
枢
属
に
た
い
し
て
は
、
彼
Ｈ
身
の
本
貫
と
し
て
、
ｎ
分
に
た
い
し
て
は
、
枢
属
的
本
貫
と
し
て
、
ふ
る
ま

　
う
一
つ
の
実
在
で
あ
る
こ
と
の
確
証
で
あ
る
つ
」
（
ま
・
一
・
○
。
・
Ｈ
Ｏ
戸
勺
・
ヨ
一
一
５
七
頁
）
「
そ
れ
だ
か
ら
、
人
閉
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
対

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
酵
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
（
三
五
）



　
　
　
立
命
嚢
済
学
一
第
十
巻
・
第
一
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
一
三
六
一

　
象
的
世
界
の
加
工
に
お
い
て
、
一
個
の
種
属
的
実
在
（
－
本
質
）
で
あ
る
こ
と
を
、
は
じ
め
て
現
実
的
に
確
証
さ
れ
る
わ
け
で
あ

　
る
。
」
（
享
。
一
・
○
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
ヲ
葛
・
三
〇
八
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
・
理
性
に
よ
る
意
識
の
二
重
性
の
統
一
は
、
た
ん
に
理
論
的
に
証
明
さ
れ
る
だ
け
の
も
の
で
な
く
し
て
、
現
実
的
に

確
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
実
践
的
に
確
証
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
理
性
の
自
由

と
い
う
こ
と
も
・
へ
ー
ゲ
ル
の
そ
れ
が
、
た
ん
に
理
論
的
で
あ
っ
た
に
た
い
し
て
、
現
実
的
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
・
人
問
の
こ
の
理
性
的
自
由
に
つ
い
て
、
プ
ル
ク
ス
は
、
動
物
と
の
比
較
に
劣
い
て
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
動
物
も
ま
た
確
か
に
生
産
す
る
。
し
か
し
動
物
は
、
直
接
的
な
肉
体
に
支
配
さ
れ
て
、
し
た
が
つ
て
一
面
的
に
し
か
生
産

　
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
人
問
は
、
肉
体
的
伽
塾
か
い
い
か
か
の
な
か
で
、
は
じ
め
て
真
に
生
産
す
る
。
す
な
わ
ち
、
普
遍
的
に
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
産
す
る
の
で
あ
る
。
動
物
は
、
白
己
自
身
を
生
産
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
人
問
は
、
全
自
然
を
再
生
産
す
る
。
動
物
の
生
産
物
は
、

　
そ
の
物
質
的
肢
体
に
直
属
す
る
が
、
人
問
は
、
彼
の
生
康
物
に
た
い
し
で
白
由
に
対
立
す
る
。
動
物
は
、
、
１
、
の
属
し
て
い
る
種
の

　
基
準
と
欲
望
と
に
し
た
が
っ
て
形
づ
く
る
だ
け
で
あ
る
が
、
人
問
は
、
あ
ら
ゆ
る
級
の
基
準
に
し
た
が
つ
て
生
産
す
る
こ
と
が
で

　
き
・
ま
た
・
い
か
な
る
ば
あ
い
に
も
、
対
象
に
た
い
し
て
、
そ
れ
固
有
の
某
準
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
人
問
は
、

　
美
と
い
う
法
則
に
し
た
が
っ
て
形
づ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
」
（
重
Ｐ
Ｏ
。
・
Ｈ
婁
、
ｍ
ら
・
畠
、
〇
三
〇
七
頁
）

　
人
閉
の
生
産
が
、
こ
の
よ
う
に
普
遍
的
に
凡
ゆ
る
堪
準
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
生
産
的
労
働
に
お
い
て
、
　
「
肉
体
的
欲

望
か
ら
白
由
に
」
解
放
さ
れ
て
、
向
白
的
に
権
属
的
生
命
の
無
限
性
の
立
場
に
た
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
、
１
、
し
て
ま
た
、
”
！
、
の
か

ぎ
り
で
の
み
「
全
白
然
を
再
生
産
す
る
」
と
い
う
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
逆
に
、
全
人
類
を
白
己
の
本
質
と
し
て

白
己
意
識
す
る
自
己
活
動
的
な
人
間
の
生
活
の
典
実
性
は
、
全
臼
然
が
生
産
的
労
働
に
よ
つ
て
再
生
産
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
歴
史



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

的
事
実
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
て
い
る
、
と
い
い
う
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
こ
そ
、
実
践
的
に
確
証
さ
れ
て

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
る
理
性
的
白
由
な
る
も
の
の
現
実
的
な
姿
を
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
見
る
こ
と
が
で
き
た
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
以
上
の
ご
と
き
主
張
は
、
人
問
の
生
産
的
労
働
が
、
　
「
自
己
意
識
あ
る
泊
己
活
動
的
な
」
生
命
的

自
己
関
係
を
確
立
し
た
か
ぎ
り
で
、
そ
の
本
来
的
な
姿
を
描
い
た
だ
け
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
現
実
の
生
産
的
労
働
は
、
資
本
制
杜

会
に
お
け
る
賃
労
働
者
の
そ
れ
と
し
て
、
こ
の
本
来
的
な
姿
は
喪
失
し
て
、
白
己
疎
外
の
状
態
に
あ
る
。
こ
の
本
来
的
な
生
産
的
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

働
ひ
論
理
構
造
が
、
い
か
に
し
て
疎
外
さ
れ
る
に
い
た
る
か
の
論
理
過
程
を
た
ど
る
こ
と
は
、
別
稿
の
研
究
内
容
を
な
す
も
の
で
あ

っ
て
、
賃
労
働
者
が
労
働
市
場
で
「
琳
な
る
商
品
人
問
」
と
し
て
疎
外
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
の
、
そ
の
白
己
意
識
の
論
理
構
造
の
分

析
だ
け
が
、
本
稿
の
目
標
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
と
し
て
の
賃
労
働
老
の
自
已
意
識
は
、
法
律
的
に
白
由

で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
白
由
は
、
も
ち
ろ
ん
、
い
ま
し
が
た
論
述
し
て
き
た
よ
う
な
本
来
的
な
姿
に
お
け
る
生
産
的
労
働
に
見
ら

れ
る
珊
性
的
な
白
由
で
は
あ
り
え
な
い
が
、
へ
－
ゲ
ル
的
な
「
白
已
意
識
」
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
う
る
か
ぎ
り
で
は
、

な
お
へ
－
ゲ
ル
的
な
理
性
的
白
由
を
、
た
だ
理
論
的
に
の
み
、
し
た
が
っ
て
観
念
論
的
に
も
つ
こ
と
が
で
き
る
、
と
前
節
で
述
べ
ら

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
＊
　
拙
稿
「
四
四
年
手
稿
断
片
く
疎
外
さ
れ
た
労
働
Ｖ
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
哲
学
思
想
」
（
一
．
立
命
館
経
済
学
Ｌ
第
三
巻
の
第
四
号
お
よ
び
第
七
号
、

　
　
第
四
巻
の
第
一
号
、
第
二
号
に
連
載
）
を
参
照
。

　
と
こ
７
・
で
、
槻
実
の
貨
労
働
者
の
自
己
意
識
は
、
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
ン
、
れ
と
し
て
も
、
感
性
的
欲
望
か
ら
の
向
白
有
的
臼

己
閉
係
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
へ
－
ゲ
ル
の
ご
と
く
感
性
的
知
識
か
ら
の
解
放
と
し
て
の
ｎ
己
意
識
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
、

あ
く
ま
で
、
感
性
的
欲
箏
か
ら
対
象
的
に
ｎ
由
に
な
る
牛
命
的
自
己
関
係
と
し
て
間
趣
に
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
、
し
か
る
に
、

　
　
　
貫
労
働
寿
の
範
跨
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
（
三
七
）



　
　
　
立
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「
単
な
る
商
品
人
問
」
は
、
法
律
的
に
、
観
念
的
に
白
由
で
あ
つ
て
も
、
対
象
的
に
は
、
す
な
わ
ち
経
済
的
に
は
、
不
白
由
で
あ
つ

た
。
そ
し
て
・
こ
こ
に
お
い
て
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
「
商
品
人
問
」
が
疎
外
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
事
実
を
、
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
・
こ
の
疎
外
は
、
た
ん
に
へ
ー
ゲ
ル
的
な
自
己
意
識
の
疎
外
で
な
く
て
、
「
自
己
意
識
あ
る
白
己
活
動
」
的
な

生
命
的
白
己
関
係
の
疎
外
と
し
て
、
間
題
に
さ
れ
ね
ば
、
マ
ル
ク
ス
的
で
あ
り
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
単
な
る
商
品

人
問
」
は
疎
外
さ
れ
て
い
て
も
、
た
ん
に
意
識
的
な
抽
象
的
人
問
に
な
つ
て
し
ま
つ
て
い
る
の
で
な
く
て
、
や
は
り
、
感
性
的
欲
望

を
も
っ
た
ｎ
己
活
動
的
人
間
で
あ
る
・
こ
の
よ
う
に
現
実
的
に
生
活
し
て
い
る
感
性
的
人
問
の
白
己
意
識
が
疎
外
さ
れ
て
い
る
ば
あ

い
に
・
そ
れ
は
如
何
な
る
論
理
構
造
に
あ
る
か
の
吟
味
が
、
わ
れ
わ
れ
の
当
面
の
間
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

五
、
欲
望
的
人
間
の
生
産
的
労
働
者
と
し
て
の
種
属
的
白
覚
に
お
け
る
論
理
構
造

　
く
り
か
え
し
て
言
う
こ
と
に
な
る
が
、
マ
ル
ク
ス
は
、
そ
の
『
経
哲
手
稿
」
の
「
哲
学
的
断
片
」
に
お
い
て
、
へ
ー
ゲ
ル
の
白
己

恵
識
の
論
理
構
造
を
唯
物
論
的
に
改
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
白
己
意
識
が
人
問
に
固
有
の
も
の
と
し
て
成
止
す
る
に
い
た
る
た
め
の

実
体
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
動
物
の
、
し
た
が
っ
て
動
物
と
し
て
の
人
問
の
、
生
命
的
ｎ
己
閑
係
の
契
機
を
、
と
く
に
重
要
し
、
し
か

も
・
こ
れ
を
人
閉
と
し
て
の
人
閉
の
ｎ
己
恵
識
の
実
践
的
契
機
と
し
て
把
握
し
、
し
た
が
つ
て
ま
た
、
化
産
的
労
働
者
の
白
己
意
識

が
成
り
た
つ
た
め
の
実
体
と
し
て
概
念
す
る
、
と
い
う
方
向
に
彼
の
方
法
論
的
恵
識
を
は
た
ら
か
せ
た
と
い
う
の
が
、
前
節
の
所
論

で
あ
っ
た
・
そ
し
て
・
か
か
る
化
命
的
白
己
閑
係
を
実
体
と
す
る
人
閉
的
ｎ
己
恵
識
を
も
つ
と
こ
ろ
の
、
す
な
わ
ち
「
臼
己
意
識
あ

る
ｎ
己
活
醐
」
的
な
化
産
的
労
働
者
が
、
資
本
制
祉
会
に
固
有
な
労
働
市
場
に
お
い
て
、
現
実
に
「
商
品
人
閉
」
と
し
て
疎
外
さ
れ

て
い
る
ば
あ
い
に
・
こ
の
「
堺
な
る
商
品
人
問
」
の
白
己
活
動
的
な
臼
己
意
識
が
、
ン
、
の
本
来
の
諭
埋
構
遣
を
如
何
に
質
的
に
興
っ



た
も
の
に
転
化
せ
し
め
て
い
る
か
、
を
解
明
す
る
と
い
う
課
題
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
い
ま
当
而
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
課
題
の
解
明
の
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
人
問
と
し
て
の
人
問
の
実
践
的
臼
己
意

識
の
諭
理
構
造
を
、
そ
の
本
来
の
姿
に
お
い
て
明
確
に
規
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
た
め
に
は
、
さ

ら
に
、
生
命
的
自
已
関
係
に
つ
い
て
の
へ
ー
ゲ
ル
の
叙
述
を
、
わ
れ
わ
れ
は
分
析
的
に
吟
味
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
前

節
の
と
こ
ろ
か
ら
、
す
で
に
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
生
命
的
白
己
意
識
に
つ
い
て
の
へ
ー
ゲ
ル
の
思
想
な
く
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

マ
ル
ク
ス
に
よ
る
批
判
的
継
承
も
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
人
間
に
固
有
の
理
性
的
な
実
践

、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

的
白
己
意
識
の
論
理
構
造
を
、
同
じ
く
『
精
神
現
象
学
』
の
叙
述
を
批
判
的
に
媒
介
し
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
的
に
規
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
の
疎
外
の
状
態
と
し
て
の
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
ｎ
己
意
識
の
諭
理
構
造
を
論
述
す
る
た
め
の
前
提
を
、
な
お
準

備
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
ま
え
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
個
六
の
生
命
が
種
属
的
生
命
を
自
己
の
本
質
と
し
て
向
白
的
に
反
省
し
自
覚
し
た
と
き
、
生
命
の
こ

の
意
識
的
自
己
関
係
が
、
へ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
、
ま
さ
に
自
己
意
識
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
が
白
己
意

識
と
し
て
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
生
命
的
自
己
関
係
を
他
の
も
の
と
し
て
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ｎ
身
一
つ

の
生
命
的
自
己
関
係
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
意
識
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
か
ぎ
り
の
、
す
な
わ
ち
白
覚
的
な
、
牛
命
的
ｎ
己
閑
係
の

こ
と
で
あ
る
。
さ
き
に
引
用
し
た
へ
ー
ゲ
ル
の
「
純
粋
の
自
我
」
か
ら
白
己
音
仙
識
へ
自
已
展
開
す
る
弁
証
法
に
つ
い
て
の
叙
述
に
お

い
て
も
、
　
　
「
稜
属
が
種
属
と
し
て
認
め
、
し
か
も
、
そ
れ
向
身
、
白
覚
的
な
種
属
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
こ
の
他
の
生
命
、
す
な

わ
ち
白
己
意
識
」
（
『
精
神
現
象
学
』
Ｏ
。
．
崖
ｍ
二
四
八
頁
）
　
　
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
純
粋
な
白
我
」
か
ら
自
己
意

識
へ
の
自
己
展
開
と
い
う
こ
と
も
、
自
己
意
識
の
な
い
生
命
的
白
已
関
係
か
ら
、
自
己
意
識
あ
る
生
命
的
臼
己
関
係
へ
の
論
理
的
自

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
曉
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
（
三
九
）



　
　
　
立
命
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済
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十
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一
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
（
四
〇
）

己
運
動
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
『
精
神
現
象
学
』
に
お
け
る
、
こ
の
論
理
的
段
階
か
ら
の
へ
ー
ゲ
ル
の
叙
述
に
お
け
る
論
理
的
運
動
は
、
か
か
る
自
己
意

識
が
「
精
神
」
に
ま
で
自
己
展
開
し
て
ゆ
く
弁
証
法
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
こ
の
弁
証
法
は
、
単
純
な
る
自
我
と
し
て
の
種
属
的
生

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

命
が
、
個
六
の
生
命
に
よ
っ
て
、
内
的
対
象
と
し
て
意
識
的
に
定
立
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
個
六
の
白
已
意
識
の
本
質
と
し
て
自
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

さ
れ
る
と
い
う
、
自
己
意
識
そ
の
も
の
の
経
験
の
論
理
な
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
、
自
己
意
識
と
し
て
の
こ
の
最
初
の
「
経
験
の
進

む
に
つ
れ
て
、
こ
の
抽
象
的
な
る
対
象
が
豊
富
に
さ
れ
、
そ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
生
命
の
ば
あ
い
に
見
た
よ
う
な
展
開
を
う
る
」

（
童
ｑ
・
○
。
・
崖
ｍ
二
四
九
頁
）
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
へ
ー
ゲ
ル
の
叙
述
を
マ
ル
ク
ス
が
如
何
に
批
判
的
に
継
承

し
た
か
、
と
い
う
こ
と
の
分
析
的
吟
味
が
、
わ
れ
わ
れ
の
本
節
に
お
い
て
前
提
的
に
間
題
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
へ
ー
ゲ
ル
の
叙
述
か
ら
た
ど
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
な
ら
ば
、

　
　
　
「
自
已
意
識
の
概
念
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
契
機
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
全
き
を
う
る
。
ａ
、
純
粋
な
る
区
別
な
き
白
我
が
、

　
白
己
惹
識
に
と
っ
て
の
最
初
の
無
媒
介
の
対
象
で
あ
る
。
で
あ
る
が
、
ｂ
、
こ
の
無
媒
介
態
は
、
そ
れ
白
身
、
絶
対
の
媒
介
態
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
あ
り
、
そ
れ
は
自
立
的
対
象
の
廃
棄
と
し
て
の
み
存
在
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
無
媒
介
態
は
、
欲
望
で
あ
る
。
欲
望
の
満

　
、　
足
は
、
も
と
よ
り
白
己
意
識
の
白
己
白
身
の
う
ち
へ
の
反
省
で
あ
り
、
ま
た
は
真
双
と
な
れ
る
確
信
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

　
Ｃ
、
こ
の
確
信
の
真
理
は
、
む
し
ろ
二
重
の
反
省
昌
Ｏ
｛
◎
君
９
８
内
巴
異
｛
９
で
あ
り
、
ｎ
己
恋
識
を
二
重
に
す
る
こ
と
で
あ

　
る
。
」
（
亭
巨
Ｏ
Ｏ
．
崖
甲
べ
二
五
〇
頁
）

ｎ
己
怠
熾
ｏ
概
へ
、
お
こ
れ
ら
の
三
つ
の
契
機
は
、
ま
た
同
時
に
、
そ
の
概
念
的
運
動
の
た
め
の
三
つ
の
契
機
で
あ
る
か
ぎ
り
で
、

こ
の
迦
鋤
の
三
つ
の
発
峻
段
階
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
貫
を
な
す
も
の
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
ａ
）
は
、
ｎ
己
な
識
の
運
動
の
出
発
点



で
あ
る
。
へ
ー
ゲ
ル
も
「
白
己
意
識
は
、
最
初
に
は
、
自
分
が
種
属
と
し
て
の
単
純
な
る
本
質
で
あ
る
こ
と
の
み
を
自
覚
し
、
そ
し

て
純
粋
な
自
我
と
し
て
の
自
分
を
対
象
と
し
て
い
る
」
（
ま
Ｏ
』
・
崖
閉
・
一
四
八
－
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
純
粋

な
自
我
が
、
こ
の
種
属
、
ま
た
は
、
区
別
を
区
別
と
み
な
い
単
純
な
る
一
般
老
で
あ
る
の
は
、
こ
の
自
我
が
形
成
さ
れ
た
自
立
的
な

る
諸
契
機
を
否
定
す
る
本
質
で
あ
る
こ
と
に
、
ひ
た
す
ら
基
い
て
い
る
」
（
童
ｑ
』
・
崖
蜆
・
一
四
九
頁
）
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
白
立

的
な
生
命
形
態
の
媒
介
的
な
自
己
関
係
た
る
自
已
意
識
に
お
い
て
も
、
そ
の
直
接
的
な
生
命
的
自
已
関
係
を
否
定
的
に
止
揚
す
る
一

般
者
と
し
て
の
自
我
、
す
な
わ
ち
、
自
己
意
識
あ
る
自
我
、
し
た
が
っ
て
自
覚
的
な
種
属
的
生
命
と
し
て
の
自
我
は
、
こ
の
直
接
的

自
己
関
係
に
あ
る
自
ら
の
定
有
的
生
命
形
態
を
、
他
の
も
の
と
し
て
自
己
の
う
ち
に
定
立
し
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
廃
棄
せ
ん
と
す
る

向
自
有
的
な
無
限
性
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
「
自
己
意
識
は
、
自
分
に
と
っ
て
自
立
的
な
る
生
命
と
し
て
現
れ
る
こ
の

他
の
も
の
を
、
廃
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
自
已
自
身
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
欲
望
思
ｏ
ｑ
げ
＆
ｏ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
」
（
重
Ｐ
ｃ
．
Ｌ
畠
－
９
一
四
九
頁
）
と
へ
ー
ゲ
ル
は
い
う
。
か
く
て
欲
望
は
、
自
已
意
識
な
る
も
の
の
最
初
の
形
態
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
す
な
わ
ち
、
欲
望
と
は
、
生
命
形
態
の
直
接
的
な
自
己
関
係
と
し
て
の
、
し
た
が
っ
て
、
白
己
関
係
の
い
ま
だ
定
立
さ
れ
て
い
な

い
定
有
と
し
て
の
個
Ａ
の
生
物
が
、
即
自
的
に
無
限
の
種
属
的
生
命
を
白
己
の
う
ち
に
潜
在
せ
し
め
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
右
の
引
川
句
に
お
い
て
、
へ
ー
ゲ
ル
も
、
欲
望
を
「
そ
れ
自
身
、
絶
対
の
媒
介
態
で
あ
る
無
媒
介
態
」
と
規
定
し
た
所
以
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
欲
望
を
も
つ
個
六
の
生
物
は
、
自
已
の
定
有
的
実
在
性
に
お
い
て
、
そ
の
実
在
性
の
契
機
、
す
な

わ
ち
、
外
的
対
象
を
も
、
つ
ね
に
廃
棄
せ
ん
と
し
、
そ
し
て
、
廃
棄
し
う
る
確
信
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
欲
望

と
し
て
の
〔
己
恵
識
は
、
つ
ね
に
外
的
対
象
を
、
無
力
な
る
他
の
も
の
と
し
て
直
接
的
に
所
有
し
て
い
る
　
　
た
だ
し
く
は
、
占
有

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
時
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
（
四
一
）
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し
て
い
る
　
　
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
き
て
姶
め
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
へ
ー
ゲ
ル
の
つ
ぎ
の
言
葉
も
、
容
場
に
理
解
し
う

る
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
「
こ
の
他
の
も
の
が
無
力
で
あ
る
こ
と
を
確
信
せ
る
自
己
意
識
（
す
な
わ
ち
欲
望
）
は
、
こ
の
無
力
を
、
他
の
も
の
の
真
理

　
と
し
て
自
己
に
た
い
し
て
定
立
し
、
自
立
的
な
る
対
象
を
減
却
し
、
そ
う
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
白
己
白
身
で
あ
る
と
い
う
確

　
信
を
、
真
の
確
信
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
自
己
意
識
白
身
に
と
っ
て
対
象
的
な
様
相
に
お
い
て
生
じ
た
確
信
と
し
て
、
獲
得
し
て

　
い
る
。
」
（
３
亭
○
○
・
崖
ｐ
　
一
四
九
頁
）

　
す
な
わ
ち
、
欲
望
と
し
て
の
自
己
意
識
が
、
自
己
自
身
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
、
そ
の
確
信
の
ま
ま
に
実
行
す
る
こ
と
に
お
い
て
、

い
い
か
え
れ
ば
、
欲
望
を
満
足
さ
す
と
い
う
経
験
に
お
い
て
、
こ
の
自
已
意
識
は
、
す
で
に
自
己
展
開
の
運
動
を
姶
め
て
い
た
の
で

あ
る
・
し
た
が
っ
て
、
右
の
引
用
句
と
し
て
は
、
へ
ー
ゲ
ル
の
自
已
意
識
の
概
念
的
自
已
運
動
も
、
す
で
に
箪
二
段
階
（
ｂ
）
に
発
展

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
生
命
的
白
己
関
係
が
自
已
意
識
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
か
ぎ
り
で
、
そ

れ
は
人
問
の
生
命
的
白
己
関
係
で
あ
り
、
も
は
や
動
物
の
そ
れ
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
欲
望
と
し
て
の
白
己
意
識
と
い
う
こ
と

も
、
白
己
意
識
的
欲
望
、
す
な
わ
ち
人
問
の
欲
望
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
人
閉
的
欲
望
の
ｎ
己
展
開
の
諭
理
は
、
前
節
に
見
て

き
た
よ
う
な
生
命
一
般
の
、
な
い
し
、
動
物
的
生
命
の
弁
証
法
的
運
動
と
、
出
然
な
が
ら
原
双
的
に
同
一
の
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
え

な
、
な
普
な
ら
ば
、
白
己
意
識
の
白
己
運
動
は
、
生
命
的
白
己
運
動
の
白
覚
さ
れ
た
形
態
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
こ
に
へ
ー
ゲ
ル
の
叙
述
を
、
そ
の
ま
ま
に
引
用
し
て
お
い
て
も
、
理
解
は
困
難
で
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
「
欲
望
と
、
こ
れ
が
満
足
に
お
い
て
達
成
さ
れ
る
白
己
白
身
で
あ
る
と
い
う
確
信
と
は
、
　
（
外
的
）
対
象
を
条
件
と
し
て
い

　
る
・
な
ぜ
か
と
い
う
に
、
こ
の
確
信
は
対
象
た
る
こ
の
他
の
も
の
の
廃
棄
に
よ
っ
て
存
在
す
る
が
、
こ
の
廃
棄
が
存
在
す
る
た
め



　
に
は
、
対
象
た
る
こ
○
他
の
も
の
が
存
在
し
た
く
て
は
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」
つ
　
す
な
わ
ち
「
こ
Ｏ
満
足
に
お
い
て
、
自
己
意

　
識
は
自
分
の
対
象
の
自
立
性
を
体
験
す
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
し
て
、
自
己
意
識
は
、
否
定
す
る
と
い
う
関
係
に
よ
っ
て
対
象
を

　
廃
棄
す
る
わ
け
に
ゆ
か
な
い
。
む
し
ろ
自
己
意
識
は
、
こ
の
関
係
の
ゆ
え
に
、
か
え
っ
て
対
象
を
、
そ
う
し
て
同
様
に
欲
望
を
、

　
再
び
生
産
す
る
。
」
（
童
Ｐ
○
。
・
ご
Ｐ
四
九
頁
）

　
か
か
る
経
験
に
よ
っ
て
、
白
己
意
識
ｎ
身
の
う
ち
に
、
　
「
欲
望
の
本
賃
が
、
白
立
的
対
象
と
し
て
の
他
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

真
理
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
意
識
な
い
し
欲
望
の
対
象
と
し
て
の
他
の
も
の
と
は
、
白
己
意
識
の
も
つ
二
重

性
の
構
造
の
ゆ
え
に
、
た
ん
に
外
的
対
象
だ
け
で
な
く
て
、
同
時
に
内
的
対
象
と
し
て
の
白
己
口
身
の
本
質
、
す
な
わ
ち
生
命
的
無

限
性
と
し
て
の
極
属
的
全
体
を
も
、
い
み
す
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
前
者
に
限
定
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の

理
解
を
す
す
め
て
ゆ
く
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
、
外
的
対
象
の
無
力
を
確
信
し
て
、
こ
の
確
信
の
ま
ま
の
実
行
に
お
い
て
、
か

え
っ
て
外
的
対
象
の
白
立
性
を
、
ｎ
己
の
同
一
の
確
信
の
真
理
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
ｎ
己
矛
盾
に
あ
る
こ
と
を
、
欲
望
的
人

閉
は
、
体
駁
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
と
同
時
に
、
ｎ
己
意
識
は
絶
対
に
白
分
だ
け
で
も
存
在
し
、
そ
し
て
、
こ
の
向
分
だ
け
で
の
存
在

　
は
、
ひ
た
す
ら
対
象
の
廃
棄
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ｎ
己
意
識
が
其
理
で
あ
る
か
ら
、
ｎ
己
恵
識
は
、
丑
、
の
満
足
を
獲

　
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
対
象
が
ｎ
立
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ｎ
己
恋
識
は
、
対
象
ｎ
身
が
ｎ
己
に
お
い
て
否
定
を
実

　
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
満
足
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
対
象
が
、
か
く
ｎ
己
、
円
身
の
否
定
を
ｎ

　
己
に
お
い
て
実
行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
所
以
は
、
対
象
は
、
白
己
に
お
い
て
否
定
的
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
対
象
は
、

　
他
の
も
の
に
た
い
し
て
の
み
対
象
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
董
Ｐ
・
。
・
崖
９
一
四
九
ｉ
五
〇
頁
）

　
　
　
賃
労
働
者
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範
醇
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把
握
（
中
）
　
（
梯
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こ
の
言
葉
に
お
い
て
、
外
的
対
象
が
自
己
意
識
に
た
い
し
て
無
力
で
あ
り
空
無
で
あ
る
こ
と
を
、
い
い
か
え
れ
ば
外
的
対
象
の
自

立
性
と
い
う
こ
と
が
、
自
己
意
識
の
自
立
性
の
ま
え
に
お
い
て
、
た
ん
な
る
仮
象
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
き
ら
か
に

へ
ー
ゲ
ル
は
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
主
張
に
た
い
し
て
、
マ
ル
ク
ス
が
「
第
三
手
稿
」
の
「
哲
学
的
断
片
」

に
お
い
て
、
鋭
く
分
析
的
に
批
判
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
本
稿
の
第
二
節
に
お
い
て
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
詳
細
な
吟
味
は
、
そ
こ
か
ら
の
類
推
に
ま
つ
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
、
欲
望
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
規
定
を
述
べ
て

お
き
た
い
。

　
へ
ー
ゲ
ル
が
右
に
規
定
し
た
ご
と
き
も
の
と
し
て
は
、
欲
望
充
足
に
お
け
る
白
己
意
識
の
白
己
矛
盾
と
い
う
こ
と
も
、
ま
た
、
こ

の
白
己
矛
盾
が
原
理
と
な
っ
て
第
二
の
論
理
的
発
展
段
階
に
お
い
て
成
立
す
る
は
ず
の
、
精
神
的
自
己
意
識
の
欲
望
的
自
己
意
識
へ

の
〔
己
疎
外
と
い
う
こ
と
も
、
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
は
、
真
実
の
矛
盾
な
い
し
疎
外
で
は
あ
り
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

へ
ー
ゲ
ル
の
白
己
意
識
が
、
現
実
の
人
問
の
自
己
意
識
で
な
く
、
絶
対
糖
神
な
い
し
神
の
白
己
意
識
で
あ
っ
た
た
め
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
実
的
人
問
に
お
い
て
は
、
な
る
ほ
ど
へ
ー
ゲ
ル
の
い
う
と
お
り
、
白
己
意
識
も
臼
立
的
で
あ
る
が
、
外
的
対
象
の
主
体

性
の
ま
え
に
は
、
そ
れ
は
逆
に
ｎ
己
．
否
定
的
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
へ
－
ゲ
ル
的
白
己
意
識
の
方
が
無
力
で
あ
り
空
無
で
あ
る

こ
と
を
、
そ
の
本
賃
的
閑
係
と
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
右
の
祢
学
的
乎
稿
に
お
い
て
、
　
「
他
の
も
の
の
も
と

に
お
い
て
決
し
て
ｎ
己
ｎ
身
て
あ
る
こ
と
を
喪
欠
し
て
い
な
い
」
と
す
る
へ
ー
ゲ
ル
的
ｎ
己
疎
外
の
不
徹
底
を
、
桁
摘
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
外
的
対
象
の
も
と
に
お
い
て
向
己
肯
定
的
で
あ
る
」
ｎ
己
意
識
、
す
な
わ
ち
、

ｎ
己
の
欲
望
的
定
有
そ
の
も
の
を
、
へ
ー
ゲ
ル
と
と
も
に
白
己
疎
外
と
呼
ぶ
と
し
て
も
、
こ
の
疎
外
か
ら
同
復
せ
ん
と
す
る
向
自
的

な
ｎ
己
閑
係
Ｏ
方
向
は
、
へ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
は
、
外
的
対
象
か
ら
’
遠
ざ
か
る
と
い
、
つ
か
ぎ
り
Ｏ
ｎ
己
な
識
の
白
止
性
に
あ
る
に
反



し
て
、
マ
ル
ク
ス
と
し
て
は
、
逆
に
、
外
的
対
象
そ
の
も
の
の
本
質
と
し
て
の
実
体
的
根
拠
へ
と
い
う
方
向
に
お
い
て
、
欲
望
を
止

揚
せ
ん
と
す
る
自
已
関
係
的
な
生
産
的
労
働
を
、
自
己
意
識
と
呼
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
　
「
対
象
は
自
己
に

お
い
て
否
定
的
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
へ
ー
ゲ
ル
の
言
葉
も
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
的
白
己
意
識
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
逆
の

意
味
で
、
不
可
欠
な
規
定
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
へ
ー
ゲ
ル
の
次
の
一
句
も
、
対
象
に
即
自
的
に
潜
在

す
る
こ
の
否
定
的
な
も
の
の
向
自
的
に
反
省
し
て
ゆ
く
方
向
が
、
意
識
の
内
で
あ
る
か
外
で
あ
る
か
の
差
異
を
別
と
す
れ
ば
、
マ
ル

ク
ス
が
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
こ
と
の
で
き
た
も
の
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
理
解
し
う
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
「
対
象
は
、
か
く
白
己
白
身
に
お
い
て
否
定
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
立
的
で
も
あ
る
が
た
め
に
、
対
象
は
意
識
で
あ
り
、
（
し

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
た
が
っ
て
白
己
意
識
で
あ
る
）
。
」
（
童
Ｐ
○
。
Ｌ
員
一
五
〇
頁
）

　
外
的
対
象
へ
疎
外
さ
れ
た
か
ぎ
り
の
外
在
化
せ
る
人
問
意
識
と
し
て
の
欲
望
は
、
こ
の
外
的
対
象
の
も
と
に
お
い
て
白
己
否
定
的

で
な
い
か
ぎ
り
、
つ
ね
に
対
象
に
誘
因
さ
れ
て
、
そ
の
満
足
か
ら
新
た
な
欲
望
へ
と
、
悪
し
き
無
限
に
囚
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
外
的
対
象
の
も
と
に
お
い
て
白
己
を
断
念
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
こ
の
欲
望
の
白
己
止
揚
と
し
て

の
向
…
有
的
な
牛
命
的
白
己
関
係
は
、
外
的
対
象
ン
、
の
も
の
の
本
質
的
普
遍
を
認
識
す
る
意
識
を
ば
媒
介
に
し
た
生
産
的
活
動
と
同

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

一
で
あ
っ
て
、
対
象
ｎ
体
の
ｎ
己
否
定
の
方
向
に
阜
、
う
て
反
省
す
る
ｎ
己
意
識
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ば
あ
い
、
欲
望
の
ｎ

己
閑
係
し
て
ゆ
く
内
的
対
象
と
し
て
の
牛
命
的
無
眼
性
は
、
人
閉
の
非
有
機
的
身
体
と
し
て
の
外
的
ｎ
然
対
象
全
体
の
絶
対
盃
定
態

と
な
り
、
ン
、
し
て
、
こ
の
絶
対
否
定
態
が
同
時
に
主
体
的
に
は
、
人
閉
種
属
の
存
立
根
拠
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

棟
属
と
し
て
の
人
問
的
生
活
が
白
覚
さ
れ
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
外
的
対
象
白
体
の
向
白
有
的
ｎ
己
閑
係
と
し
て
の
ｎ

己
意
識
的
反
省
で
あ
り
、
「
対
象
が
意
識
で
あ
り
白
己
意
識
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
の
唯
物
論
的
に
改
作
さ
れ
た
典
実
の
意
味
で
あ

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
醇
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
（
四
五
）
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、
る
。

　
　
こ
れ
に
反
し
て
、
へ
ー
ゲ
ル
に
あ
っ
て
は
、
欲
望
充
足
の
自
己
意
識
は
、
白
己
肯
定
的
で
あ
る
か
ぎ
り
で
、
そ
の
「
白
立
的
対
象

　
の
廃
棄
」
の
反
覆
は
、
悪
し
き
無
限
で
あ
る
ほ
か
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
悪
し
き
無
限
の
姿
の
ま
ま
の
、
　
「
絶
対
の
媒
介
態
で
あ
る

　
無
媒
介
態
」
が
白
己
意
識
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
こ
こ
に
、
い
ま
ひ
と
つ
の
　
　
す
な
わ
ち
、
す
な
わ
ち
、
た
ん
に
場
所
的

　
な
論
理
構
造
に
あ
る
　
　
種
属
的
生
命
の
白
覚
は
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
へ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
も
、
い
な
、
お
い
て
こ
そ
、

　
「
対
象
は
意
識
で
あ
る
」
と
い
い
う
る
で
は
か
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
へ
ー
ゲ
ル
の
種
属
的
生
命
の
無
限
性
は
、
外
的

　
白
然
そ
の
も
の
の
白
己
展
開
と
い
う
白
然
史
的
過
程
の
統
一
原
理
と
し
て
の
其
実
の
無
限
性
に
な
く
、
た
だ
外
的
自
然
の
個
六
の
対

　
象
を
、
否
定
的
に
媒
介
す
る
だ
け
の
主
観
的
な
　
　
非
過
程
的
な
場
所
と
し
て
の
　
　
流
動
的
生
命
一
般
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
、
こ

　
こ
に
お
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
へ
ー
ゲ
ル
的
な
意
味
に
お
い
て
で
な
く
、
マ
ル
ク
ス

　
的
な
意
味
に
お
い
て
、
へ
－
ゲ
ル
自
身
の
つ
ぎ
の
言
葉
が
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
言
葉
は
、
い
っ
そ
う
の
具
体
性
と
其
実
性
と

　
を
加
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
「
欲
望
の
（
内
的
）
対
象
た
る
化
命
に
お
い
て
は
、
否
定
は
、
他
の
も
の
、
す
な
わ
ち
欲
望
（
的
定
方
）
に
お
い
て
存
す
る

　
　
か
、
そ
れ
と
も
没
交
渉
な
形
態
に
た
い
す
る
限
定
と
し
て
存
す
る
か
、
そ
れ
と
も
化
命
の
非
有
機
的
－
然
と
し
て
存
す
る
か
で
あ

　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
る
。
絶
対
的
否
定
と
い
う
意
味
で
の
否
定
が
緒
合
せ
る
こ
の
一
般
的
な
る
ｎ
立
的
向
然
は
、
板
属
と
し
て
の
柵
属
、
ま
た
は
ｎ
己

　
　
意
識
と
し
て
の
稚
属
で
あ
る
。
　
白
己
意
識
は
、
　
そ
の
満
足
を
他
の
白
己
恵
識
に
お
い
て
の
み
連
成
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
蔓
ら
．
９

　
　
崖
９
　
一
五
〇
頁
）

　
　
欲
果
を
満
足
せ
ん
と
す
る
生
命
的
確
信
に
お
け
る
絶
対
的
否
定
性
な
い
し
具
体
的
杵
遍
性
は
、
人
…
Ｏ
個
六
〇
欲
皇
的
実
在
性
に



お
い
て
即
白
的
に
潜
在
し
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
、
種
六
雑
多
な
生
活
諸
形
態
の
質
的
規
定
性
と
し
て
現
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
、

人
問
の
種
属
的
生
活
の
非
有
機
的
地
盤
と
し
て
存
す
る
か
、
そ
の
何
れ
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
第
三
の
存
在
の
仕
方
と
し
て
の
、

す
な
わ
ち
「
絶
対
的
否
定
と
い
う
意
味
で
の
否
定
が
結
合
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
こ
の
一
般
的
な
る
自
立
的
白
然
」
の
こ
と
に
つ
い

て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
右
の
言
葉
に
つ
づ
け
て
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
人
問
の
普
遍
性
は
、
実
践
的
に
は
、
ま
さ
に
、
直
接
的
生
活
手
段
で
あ
る
自
然
に
つ
い
て
も
、
ま
た
彼
の
生
活
活
動
の
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

　
料
、
対
象
、
道
具
で
あ
る
白
然
に
つ
い
て
も
、
全
白
然
を
彼
の
非
有
機
的
体
魑
と
す
る
と
い
う
普
遍
性
の
な
か
に
、
現
れ
る
。
白

　
然
、
要
す
る
に
、
そ
れ
白
身
が
人
問
の
体
糎
で
は
な
い
か
ぎ
り
で
の
自
然
は
、
人
問
の
非
有
機
体
艘
で
あ
る
。
」
（
「
疎
外
さ
れ
た
労

　
働
」
○
○
・
一
富
一
宇
邊
二
二
〇
五
－
六
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
全
自
然
を
自
己
の
非
有
機
的
体
躯
と
考
え
る
こ
と
は
、
個
友
の
人
問
は
、
そ
の
欲
望
的
実
存
に
お
い
て
人
類
的
普
遍

性
の
白
覚
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
覚
な
い
し
白
己
意
識
は
、
欲
望
的
人
問
の
生
命
的

白
己
閑
係
で
あ
り
、
こ
の
臼
己
関
係
へ
の
意
識
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
欲
望
的
人
問
が
、
白
己
の
内
に
種
属
的
生
命
を
対
象
と
し
て
も

つ
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
生
命
的
無
限
性
を
自
己
意
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
マ
ル
ク
ス
の
言
葉
も
、
こ
の
よ
う
な
論
理
的
意
味

に
お
い
て
双
解
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
「
人
問
が
向
然
に
よ
っ
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
ｎ
然
が
人
問
の
体
郷
で
あ
り
、
人
閉
は
死
ぬ
ま
い
と

　
す
れ
ば
臼
然
に
よ
っ
て
絶
え
問
な
い
前
進
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
問
の
肉
体
的
お
よ
び
精
神
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
生
活
が
自
然
と
関
連
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
が
白
己
白
身
と
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
以
外
に
、
な
ん
ら
の
意
味
も
も
っ
て
い

　
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
人
閉
は
ｎ
然
の
一
部
分
で
あ
る
か
ら
。
」
（
巨
Ｐ
○
。
二
〇
・
。
ら
・
ミ
三
〇
六
頁
）

　
　
　
貨
労
働
者
の
範
時
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
（
四
七
）
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八
　
　
（
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こ
こ
に
マ
ル
ク
ス
の
い
う
こ
の
「
自
然
が
自
己
臼
身
と
関
係
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
白
体
の
向
臼
有
的
な
白
已
閑
係
の
こ

と
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
欲
望
的
人
間
の
生
命
的
自
己
関
係
と
し
て
の
生
産
的
労
働
が
、
そ
の
実
践
的
生
活
に
よ
っ

て
現
実
的
な
具
体
性
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
自
己
の
定
有
的
欲
望
を
、
そ
の
人
類
的
普
遍
性
に
止
揚
す
る

方
向
に
お
い
て
満
足
せ
し
め
ん
と
す
る
自
已
意
識
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
い
っ
さ
い
の
緒
神
的
生
活
が
豊
富
に
展
開
さ
れ
う
る
と

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
精
神
的
生
活
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
物
質
的
生
活
の
人
類
的
意
義
が
、
つ
れ
に
間
題
に

さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
有
限
な
る
欲
望
的
人
問
が
そ
の
無
限
な
る
種
属
的
生
命
に
ま
で
自
己
止
揚
し
て
ゆ
く
と
こ

ろ
の
・
こ
の
向
自
有
的
な
白
己
関
係
が
、
わ
れ
わ
れ
の
意
識
の
内
的
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
緕
神
的
生

活
に
お
け
る
自
己
意
識
の
満
足
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
白
立
的
な
内
的
対
象
と
し
て
の
種
属
的
生
命
が
、
わ
れ
わ
れ
の
意
識
的
の
世

界
へ
の
白
己
実
現
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
一
個
の
人
問
の
自
已
意
識
だ
け
の
満
足
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
彼
の
ほ
か
に
存
在
す
る

他
の
多
く
の
、
否
、
す
べ
て
の
人
問
の
自
己
意
識
の
満
足
に
お
い
て
、
達
成
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
い
ま
し
が
た
引
用
し
て
お
い
た
へ
ー
ゲ
ル
の
言
葉
に
た
い
す
る
プ
ル
ク
ス
的
解
釈
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
自
身
も
、
こ

の
言
茱
を
同
様
に
紐
釈
し
て
理
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
想
定
す
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
再
び
引
用
し
た
マ
ル
ク
ス
白

身
の
言
葉
か
ら
も
、
き
わ
め
て
白
然
で
あ
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
今
や
単
純
な
自
我
（
ａ
）
と
、
欲
望
的
実
存
（
ｂ
）
と
の
、
両

契
機
の
統
一
か
ら
な
る
欲
望
的
人
間
の
自
己
意
識
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
へ
ー
ゲ
ル
の
論
述
を
た
ど
る
ま
ま
に
、
す
で
に
自
己
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
概
念
の
た
め
の
、
第
三
の
契
機
な
い
し
第
三
の
論
理
的
段
階
（
Ｃ
）
と
し
て
の
「
精
神
」
の
領
域
に
、
は
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
種
属
的
生
命
の
意
識
的
自
己
実
現
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
「
或
る
自
己
意
識
が
他
の
自
已
意
識
に
対
立
し
て
存
在
し

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
現
わ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
へ
－
ゲ
ル
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
「
自
己
意
識
の
内
的
対
象
と
し
て
現
わ
れ
る



ば
あ
い
に
は
、
自
我
と
対
象
と
の
一
致
と
し
て
、
す
で
に
、
精
仰
Ｏ
概
念
が
、
わ
れ
わ
れ
に
た
い
し
て
現
れ
て
い
る
」
　
（
「
精
神
現
象

学
』
ｏ
。
．
崖
べ
．
一
五
一
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
『
精
神
現
象
学
』
に
お
け
る
「
白
己
意
識
」
の
概
念
的
運
動
の
第
三
の
発
展
段
階
は
、
つ
ぎ
の

発
展
段
階
と
し
て
の
「
精
神
」
の
、
さ
ら
に
「
理
性
」
に
ま
で
発
展
す
る
た
め
の
、
主
体
的
な
契
機
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、

し
た
が
っ
て
ま
た
、
こ
の
概
念
的
運
動
を
批
判
的
に
継
承
し
た
マ
ル
ク
ス
の
立
場
に
お
い
て
も
、
生
産
的
労
働
者
の
精
神
的
生
活
な

い
し
理
性
的
態
度
な
る
も
の
が
、
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
間
題
を
唯
物
論
的
に
解
明
す
る
た
め
に
、
こ
の
箪
三
の
発
展
段
階
に
つ
い

て
の
へ
ー
ゲ
ル
の
叙
述
の
分
析
的
吟
味
を
、
さ
ら
に
続
け
て
進
め
て
お
く
べ
き
で
あ
る
か
に
思
え
る
の
で
あ
る
が
、
　
　
し
か
し
な

が
ら
、
本
節
の
テ
ー
マ
は
、
さ
い
し
よ
に
述
べ
て
お
い
た
と
お
り
、
生
産
的
労
働
者
の
、
ま
た
彼
が
資
本
制
的
疎
外
の
状
態
に
あ
る

と
き
の
「
商
品
人
問
」
の
、
自
己
活
動
的
な
自
己
意
識
の
論
理
構
造
だ
け
を
、
と
り
あ
え
ず
、
間
題
に
す
る
こ
と
に
限
定
し
て
あ

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
へ
－
ゲ
ル
の
「
自
己
意
識
」
に
つ
い
て
の
叙
述
も
、
そ
の
概
念
的
運
動
の
第
二
の
発
展
段
階
ま
で
の
分
析
的

吟
味
で
、
さ
し
あ
た
り
、
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
い
う
「
商
品
人
間
」
に
疎
外
さ
れ
ざ
る
以

前
の
生
産
的
労
働
者
が
、
そ
の
本
来
の
実
践
的
な
白
己
意
識
を
、
そ
れ
が
精
神
の
領
域
に
お
い
て
理
性
的
で
も
あ
る
発
展
段
階
を
捨

象
し
て
、
そ
の
自
己
活
動
的
な
実
体
と
し
て
の
牛
命
的
白
己
関
係
の
契
機
だ
け
に
お
い
て
、
そ
の
論
理
構
造
を
、
本
節
の
以
上
の
と

こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
マ
ル
ク
ス
的
に
理
解
し
て
き
た
わ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
残
る
間
魎
は
、
こ
の
白
己
活
動
な
生
命
的
自
己
閑

係
を
、
い
い
か
え
れ
ぱ
、
欲
望
的
人
閉
と
し
て
の
「
商
品
人
問
」
が
、
向
白
有
的
に
循
属
的
生
命
に
向
己
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
を
、

そ
の
疎
外
さ
れ
た
姿
に
お
い
て
、
概
念
的
に
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
と
に
か
く
、
感
性
的
に
欲
望
的
な
人
間
は
、
そ
の
種
属
的
生
命
へ
の
自
己
関
係
に
お
い
て
、
こ
の
実
体
的
な
生
命
世
界
に
あ
っ
て
、

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
樽
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
（
四
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
一
，
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
（
五
〇
）

自
分
が
そ
の
単
な
る
一
要
素
に
な
る
こ
と
を
知
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
生
命
世
界
に
お
い
て
相
互
に
区
別
さ
れ
た
定
有
諸

形
態
を
、
ま
た
相
互
に
各
自
の
意
識
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
欲
望
的
定
有
か
ら
人
類
的
生
命
へ
の
各

自
の
こ
の
否
定
的
自
己
関
係
が
、
最
初
の
無
自
覚
的
な
生
命
的
向
自
有
か
ら
、
そ
の
自
覚
さ
れ
た
る
自
己
意
識
的
向
自
有
へ
と
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
意
識
相
互
問
の
関
連
と
い
う
精
神
の
世
界
が
開
か
れ
る
、
と
い
う
の
が
、
　
『
精
神
現
象
学
」
に
お
け
る

概
念
的
運
動
と
し
て
の
、
　
「
自
己
意
識
」
の
第
三
発
展
段
階
以
下
の
論
述
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
、
念
頭
に

お
い
た
う
え
で
、
生
命
的
白
已
閑
係
が
、
そ
の
無
自
覚
的
形
態
か
ら
そ
の
白
覚
的
形
態
へ
発
展
す
る
と
い
う
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
運
動

の
第
二
発
展
段
階
を
上
述
の
ご
と
く
理
解
し
て
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
そ
れ
だ
け
と
し
て
、
い
ま
こ
こ
で
、
賃
労
働
老
の
自
己
恵
識
の

論
理
構
造
を
い
っ
そ
う
其
体
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
　
「
単
な

る
商
品
人
問
」
の
観
念
的
臼
己
意
識
が
対
象
と
し
て
定
立
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
直
接
的
に
は
、
そ
の
無
自
覚
的
な
自
己
意
識
そ

の
も
の
と
し
て
の
生
命
的
口
己
に
す
ぎ
な
い
の
で
か
っ
て
、
こ
の
生
命
的
自
己
の
向
自
有
的
無
限
性
ま
で
の
白
己
関
係
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
じ
め
て
、
賃
労
働
者
の
定
有
的
実
在
と
し
て
の
労
働
力
な
い
し
貨
幣
が
、
否
定
的
に
所
有
さ
れ
う
る
に
い
た
る
と
、
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
、
労
働
力
な
い
し
貨
幣
は
、
賃
労
働
者
に
と
っ
て
判
断
の
対
象
に
な
る
以
前
に
お
い
て
、
す
で
に
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

望
の
外
的
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
身
体
的
に
所
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
欲
望
の
内
的
対
象
と
し
て
の
生
命

的
白
已
へ
の
白
己
関
係
は
、
そ
の
普
遍
的
な
枢
属
的
生
命
の
臼
覚
で
は
な
く
し
て
、
た
だ
単
に
直
接
的
な
個
別
的
生
命
へ
の
ｎ
己
恵

識
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
白
己
閑
係
的
遮
動
も
、
ま
た
単
に
欲
望
を
満
足
せ
し
め
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
衝
動
的
な
も

○
に
と
ど
ま
る
ほ
か
な
い
も
の
で
あ
る
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
個
別
的
生
命
へ
の
向
白
有
的
白
己
関
係
を
恋
誠
が
白
己
の
う
ち
に



定
立
し
た
と
き
、
一
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
白
己
意
識
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
力
な
い
し
貨
幣
を
感
性
的
な
外
的
対
象

と
し
て
所
有
す
る
こ
と
は
、
か
か
る
反
省
を
す
る
だ
け
の
抽
象
的
ｎ
已
意
識
に
と
っ
て
は
、
た
だ
抽
象
的
に
の
み
、
し
た
が
っ
て
、

た
だ
占
有
と
し
て
の
み
、
可
能
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
抽
象
的
自
已
意
識
の
反
省
の
対
象
と
な
る
と
こ
ろ
の
、
か
の
直
接
的
な
個
別
的
生
命
の
自
已
意
識
に
お
け
る
対

象
所
有
の
具
体
性
に
つ
い
て
は
、
へ
ー
ゲ
ル
『
論
理
学
』
の
向
臼
有
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
た
だ
そ
の
論
理
形
式
が
間
題
で

あ
る
か
ぎ
り
で
、
当
然
な
が
ら
捨
象
さ
れ
る
ほ
か
な
く
、
た
だ
観
念
的
に
推
定
さ
れ
う
る
だ
け
の
抽
象
性
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
の
「
哲
学
的
手
稿
断
片
」
に
お
い
て
も
、
現
実
的
人
問
の
白
己
意
識
そ
の
も
の
の
同
じ
く
論
理
形
式
と
し

て
の
向
自
有
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
を
、
唯
物
論
化
す
る
こ
と
が
、
へ
ー
ゲ
ル
的
自
已
意
識
批
判
の
目
的
で
あ
っ
た
か
ぎ
り
で
、
外
的
対
象

に
た
い
す
る
生
命
的
所
有
と
い
う
具
体
的
た
現
実
形
態
も
、
当
然
な
が
ら
捨
象
さ
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
と
い
よ
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ

は
致
解
す
る
ほ
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
と
し
て
は
、
ま
た
当
然
な
が
ら
、
そ
の
具
体
的
な
塊
実
形
態
と
し
て
の
身
体
的
所

有
、
す
な
わ
ち
欲
望
に
つ
い
て
は
、
賃
労
働
者
の
向
白
有
的
白
己
意
識
を
展
開
せ
ん
と
す
る
意
図
の
も
と
に
、
別
に
分
析
的
に
論
述

す
べ
き
こ
と
を
、
向
時
に
念
顕
に
浮
べ
て
い
た
は
ず
の
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
の
実
現
さ
れ
た
も
の
が
、
「
第

三
千
稿
」
に
お
け
る
第
三
断
片
「
欲
卑
、
小
産
お
よ
び
分
業
」
な
る
断
片
の
前
半
、
お
よ
び
篤
四
断
片
「
貨
幣
」
で
あ
ケ
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
断
片
に
お
い
て
は
、
人
閉
的
欲
睾
の
疎
外
状
態
の
叙
述
が
主
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
の
ｎ
己
同
復
の

方
法
論
契
機
は
、
秋
樋
的
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
堆
由
に
も
と
づ
く
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
欲
望
的
人
問
が
伍
属
的
生
命
の
無
限
性
に
ま
で
白
己
否
定
的
に
反
省
す
る
、
と
い
う
向
ｎ
有
的
諭
理
構
造
を
も
っ
た
か

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
時
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
（
五
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
（
五
二
）

ぎ
り
で
は
、
生
産
的
労
働
者
は
、
そ
の
本
来
の
自
己
意
識
の
姿
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
し
て
、
一
！
、
の
疎
外
さ
れ
た
自
己
意
識
の
姿
を
、

ま
ず
間
題
に
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
か
か
る
向
自
有
的
反
省
の
た
め
の
否
定
性
が
、
実
在
性
か
ら
、
い
ま
だ
自
立
的
に
対
抗
的
な
も
の

に
な
る
に
い
た
ら
な
い
と
こ
ろ
の
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
欲
望
的
実
在
性
に
直
接
し
て
即
自
的
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
商
品
人
問
」

の
欲
望
の
質
的
規
定
性
を
決
め
る
原
理
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
態
だ
け
が
、
右
の
諸
断
片
に
お
い
て
間
題
に
１
さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
、

当
然
な
が
ら
論
理
的
に
推
定
さ
れ
う
る
わ
け
で
あ
る
。
ン
、
し
て
、
マ
ル
ク
ス
自
身
も
、
第
三
断
片
の
「
欲
望
」
の
部
分
、
な
ら
び
に

第
四
断
片
「
貨
幣
」
に
お
い
て
は
、
賃
労
働
者
Ｏ
労
働
市
場
で
の
疎
外
さ
れ
た
状
態
を
、
じ
じ
つ
、
か
か
る
も
の
と
し
て
描
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

六
、
労
働
市
場
に
お
げ
る
賃
労
働
者
の
貨
幣
に
よ
る
欲
望
的
自
己
陳
外

　
現
実
的
賃
労
働
者
の
労
働
市
場
で
の
疎
外
さ
れ
た
る
状
態
と
し
て
の
、
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
臼
己
意
識
を
、
い
よ
い
よ
論
述

す
べ
き
順
序
に
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
マ
ル
ク
ス
の
「
経
哲
子
稿
一
全
体
の
内
容
的
な
構
成
に
つ
い
て
、
要
約
的
に
触
れ
て

お
く
こ
と
は
、
以
下
の
論
述
の
た
め
の
便
宜
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
『
経
哲
手
稿
」
は
、
そ
の
「
第
一
手
稿
」
の
箪
四
断
片
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
に
お
い
て
、
私
有
財
産
一
般
が
、

そ
の
本
質
的
内
容
に
お
い
て
、
外
在
化
ぎ
れ
た
労
働
、
疎
外
さ
れ
た
人
問
的
生
活
ン
、
の
も
の
と
相
い
奉
異
し
て
一
致
す
る
と
い
う
こ

と
が
、
体
系
的
に
論
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
統
い
て
「
箪
二
手
稿
」
の
「
私
有
財
産
の
閑
係
」
お
よ
び
「
第
三
乎
稿
」

の
猟
一
断
片
「
私
有
財
産
と
労
働
」
に
お
い
て
は
、
資
本
制
的
私
有
財
産
す
な
わ
ち
資
本
制
的
な
因
民
の
富
の
制
度
の
も
と
に
お
い

て
、
．
右
の
「
箪
四
断
片
」
に
す
で
に
論
及
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
、
な
お
、
ン
、
れ
を
補
足
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
も



の
が
、
す
な
わ
ち
、
資
本
制
的
に
外
在
化
さ
れ
疎
外
さ
れ
た
人
問
的
生
活
お
よ
び
生
産
的
労
働
の
対
象
化
さ
れ
た
領
域
に
お
い
て
成

立
す
る
と
こ
ろ
の
現
実
的
な
経
済
的
諸
関
係
が
、
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次
に
、
　
「
第
三
手
稿
」
の
第
二

断
片
「
私
有
財
産
と
共
産
主
義
」
に
お
い
て
は
、
種
属
的
自
己
意
識
を
も
つ
本
来
的
な
人
問
生
活
に
お
け
る
杜
会
的
生
命
の
発
現
が
、

過
去
お
よ
び
将
来
の
共
産
主
義
に
よ
っ
て
の
み
確
証
さ
れ
、
ま
た
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
私
有
財
産
制
度

の
も
と
で
は
、
さ
ら
に
、
そ
の
特
殊
化
さ
れ
た
資
本
制
杜
会
の
も
と
で
は
、
こ
以
本
来
的
な
人
問
的
生
活
お
よ
び
生
産
的
労
働
が
、

白
已
疎
外
的
に
顛
倒
し
た
姿
を
と
る
に
い
た
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
こ
と
の
論
理
的
関
連
を
、
歴
史
的
展
望
の

も
と
に
展
開
す
べ
く
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
、
こ
の
意
図
の
も
と
に
、
資
本
制
的
私
有
財
産
制
度
と
し
て
の
現
在

の
発
展
段
階
に
お
け
る
右
の
疎
外
的
顛
倒
の
姿
を
、
た
ん
な
る
欲
望
的
人
問
と
し
て
間
題
に
し
た
の
が
、
箪
三
断
片
の
前
半
の
「
欲

望
」
で
あ
り
、
そ
の
後
半
と
し
て
の
「
生
産
お
よ
び
分
業
」
は
、
こ
の
疎
外
的
顛
倒
に
い
た
る
ま
で
の
生
産
的
労
働
の
疎
外
的
外
在

化
の
過
程
を
論
理
的
に
分
析
し
た
も
の
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
弗
一
手
稿
」
の
第
一
、
第
二
、
策
三
の
諸
断
片
、
す
な
わ
ち
、
「
労
賃
」
、
「
資
本
利
潤
」
、
「
地
代
」
と
題
さ
れ
た
諸

千
稿
は
、
そ
の
糖
四
の
丁
柵
断
片
に
お
い
て
分
析
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
化
産
過
稚
に
お
け
る
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
に
ま
で
下
向
す
る
た

め
の
出
発
点
と
し
て
の
、
旧
民
経
済
学
的
喉
実
が
、
箏
実
と
し
て
記
述
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ン
、
こ
に
閉
趣
が
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
し
て
、
　
「
梅
二
丁
稿
」
か
ら
の
「
第
三
手
稿
」
の
諸
断
片
へ
の
配
列
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
息
味
に
お
い
て
、
労
働
の

ｎ
己
疎
外
を
、
そ
の
根
拠
に
お
い
て
把
握
し
た
と
こ
ろ
の
、
こ
の
第
四
断
片
に
出
発
し
て
、
ン
、
こ
に
分
析
さ
れ
抽
象
さ
れ
て
あ
る
と

こ
ろ
Ｏ
こ
Ｏ
秋
拠
か
心
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
諦
閑
係
を
上
向
的
に
具
体
化
し
税
実
化
し
て
い
っ
て
、
批
初
の
下
向
の
出
発
点
で
あ
っ

た
旧
民
緑
済
学
的
箏
実
を
、
否
定
的
に
把
握
す
る
に
到
る
と
い
う
方
法
論
に
よ
っ
て
、
　
一
経
哲
丁
稿
－
一
〇
企
体
は
構
成
さ
れ
て
い
る
、

　
　
　
貨
労
働
者
の
範
瞬
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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五
三
）
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と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
　
「
第
三
手
稿
」
の
最
後
に
配
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
哲
学
的
断
片
」
こ
そ
は
、
こ
の

方
法
諭
の
原
埋
を
確
立
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
『
手
稿
』
全
体
に
お
け
る
マ
ル
ク
ソ
の
方
法
論
的
構
想
は
、
す
で
に
十

分
に
体
系
的
で
あ
り
、
後
年
の
『
資
本
論
」
の
学
的
体
系
性
を
、
そ
の
形
式
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
、
準

傭
し
約
束
し
て
い
る
も
の
と
、
わ
れ
わ
れ
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
『
資
本
論
』
が
成
立
し
う
る
た
め
の
体
系
的

思
想
は
、
こ
の
四
四
年
の
「
経
哲
手
稿
』
に
お
い
て
、
す
で
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
、
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
わ
れ
わ
れ
は
本
稿
に
は
じ
ま
る
三
篇
の
労
作
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
見
と
お
し
の
も
と
に
、
こ
の
『
経
哲
手
稿
」
の
思
想
内
容

を
諭
理
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
、
一
貫
し
た
意
図
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
さ
て
、
い
ま
本
稿
の
本
節
以
降
に
お
い
て
、
資
本
制

的
労
働
市
場
に
疎
外
さ
れ
て
い
る
「
商
品
人
問
」
の
、
そ
の
欲
望
の
質
的
規
定
性
を
、
さ
し
あ
た
り
、
マ
ル
ク
ス
の
「
第
三
手
稿
」

の
箪
三
断
片
の
叙
述
の
う
ち
に
見
て
ゆ
こ
う
と
す
る
さ
い
に
、
こ
の
第
三
断
片
が
、
第
一
、
第
二
の
両
断
片
お
よ
び
「
第
二
手
稿
」

と
も
内
容
的
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
の
事
実
を
、
念
頭
に
お
い
て
お
く
こ
と
が
、
や
が
て
、
『
経
哲
手
稿
」
全
体
の
体
系
的
関
連
の

う
ち
に
位
置
づ
け
て
考
え
る
ま
え
に
、
ぜ
ひ
必
要
な
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
理
解
の
た
め
に
便
宜
な
こ
と
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
箪
三
断
片
の
叙
述
の
冒
頭
の
バ
ラ
グ
ラ
フ
か
ら
の
引
用
か
ら
姶
め
て
ゆ
く
と
す
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
く

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
＊
　
こ
こ
に
三
篇
の
労
作
と
は
、
　
「
琳
な
る
商
品
人
問
」
の
向
白
有
的
自
己
意
識
の
論
理
構
遣
を
分
析
的
に
解
閉
し
つ
つ
あ
る
本
稿
と
、
　
「
単
な
る

　
　
労
働
人
問
」
の
そ
れ
を
既
に
解
明
し
た
は
ず
の
別
稿
、
　
「
四
四
年
手
稿
く
疎
外
さ
れ
た
労
働
Ｖ
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
哲
学
思
想
」
と
、
右
の
両

　
　
者
の
統
一
的
な
内
答
の
一
労
作
と
を
桁
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
三
の
労
作
は
、
本
稿
に
連
続
せ
し
め
て
、
策
八
節
以
下
の
三
節
と
し
て
、
次
号

　
　
に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

！
－
「
わ
れ
わ
れ
は
、
杜
会
主
義
の
前
提
の
も
と
で
、
人
問
の
欲
望
の
豊
富
さ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
生
産
の
新
ら
し
い
様
式
な

ら
び
に
対
象
が
・
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
か
を
見
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
人
問
の
生
活
力
の
新
ら
，
し
い
沽
動
と
、
人
問
の
存
在

　
の
新
ら
し
い
充
実
と
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
と
こ
ろ
が
、
私
有
財
産
の
内
部
で
は
、
そ
れ
は
、
反
対
の
意
義
を
も
つ
。
あ
ら
ゆ
る
人
問
は
、
他
人
に
新
た
な
欲
望
を
お
こ
さ

　
せ
よ
う
と
し
て
投
機
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
他
人
に
新
た
な
犠
牲
を
強
要
し
、
他
人
を
新
た
な
隷
属
関
係
の
も
と
に
お

き
、
そ
し
て
他
人
を
新
た
な
享
楽
様
式
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
新
た
な
経
済
的
破
減
・
へ
誘
惑
す
る
。
ど
の
人
問
も
、
他
人
に
た
い

　
し
て
、
ひ
と
つ
の
外
的
な
生
活
力
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
つ
と
め
、
そ
こ
に
、
彼
白
身
の
利
己
的
な
欲
望
の
充
足
を
み
い
だ
そ
う
と

す
る
。
そ
れ
だ
か
ら
、
対
象
の
量
が
増
す
に
つ
れ
て
、
人
問
を
囲
従
さ
せ
て
い
ゐ
外
的
存
在
の
王
国
が
、
巨
大
と
な
る
。
そ
し
て
、

新
た
な
生
産
物
は
、
す
べ
て
、
相
互
的
な
詐
欺
と
掠
奪
と
の
新
た
な
産
出
力
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
人
問
は
、
人
間
と
し
て
ま
す

　
ま
す
貧
し
く
な
る
。
彼
は
、
敵
対
的
な
（
外
的
）
存
在
を
奪
い
と
る
た
め
に
、
ま
す
ま
す
多
く
の
貨
幣
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て

彼
の
貨
幣
の
権
力
は
、
生
産
の
量
と
は
、
ま
さ
に
逆
比
例
す
る
。
す
な
わ
ち
、
貨
幣
の
権
力
が
坤
加
す
る
に
つ
れ
て
、
彼
の
窮
迫

　
が
増
大
す
る
・
そ
れ
だ
か
ら
、
釣
粋
伽
は
、
国
民
経
済
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
真
実
の
欲
望
で
あ
り
、
ま
た
、
国
民
経
済
が
作
り
だ

　
す
唯
一
の
欲
望
で
あ
る
。
」
　
（
「
欲
望
、
生
産
お
よ
び
分
業
」
ｏ
。
・
崖
ｏ
；
Ｌ
Ｈ
閉
・
三
五
九
頁
）
１
１

　
こ
の
引
刑
文
に
お
い
て
は
、
資
本
制
的
私
有
財
産
制
度
に
お
け
る
人
問
的
欲
望
の
自
已
疎
外
の
状
態
が
、
杜
会
主
義
な
い
し
共
産

主
義
の
も
と
に
お
け
る
本
来
の
人
間
的
欲
望
と
の
比
較
に
お
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
現
実
の
人
閉
的
欲
望
が
向
自
的

に
種
属
的
生
命
の
無
限
性
の
う
ち
に
止
揚
さ
れ
、
そ
の
か
ぎ
り
で
逆
に
、
こ
の
無
限
性
の
個
性
的
表
現
と
し
て
の
人
問
的
欲
望
、
い

い
か
え
れ
ば
、
人
類
的
使
命
を
自
覚
し
た
か
ぎ
り
で
、
物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
創
意
に
満
ち
、
限
り
な
く
豊
富
に
し
て
充
実
し
た

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
曉
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
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五
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五
）
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と
こ
ろ
の
、
生
産
的
労
働
と
杜
会
的
生
活
と
に
お
け
る
本
来
的
な
人
問
的
欲
望
が
、
そ
の
商
品
生
産
と
貨
幣
を
媒
介
に
し
た
そ
の
商

品
交
換
と
に
よ
っ
て
、
顛
倒
的
に
疎
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
総
括
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
総

拝
的
に
記
述
さ
れ
た
人
問
的
欲
望
の
疎
外
状
態
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
の
市
民
た
る
か
ぎ
り
の
す
べ
て
の
人
問
に
共
通
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
市
民
杜
会
に
お
け
る
階
級
的
対
立
が
、
こ
の
共
通
の
疎
外
状
態
に
お
い
て
、
い
か
な
る
区
別
と
差
異
と
を
生
み
だ
す
か

の
原
因
が
問
題
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
　
「
第
一
手
稿
」
の
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
な
る
断
片
に
お
い
て
、
マ

ル
ク
ス
は
、
す
で
に
解
明
し
た
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
こ
の
「
第
三
手
稿
」
第
三
断
片
に
あ
っ
て
は
、
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に

お
い
て
も
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
原
因
の
結
果
と
し
て
の
疎
外
状
態
の
階
級
的
差
異
の
叙
述
だ
け
が
、
つ
ぎ
の
間
題
と
な
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
彼
は
、
右
の
引
用
文
に
続
け
て
述
べ
て
．
い
る
。

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
「
人
問
的
欲
望
の
こ
の
疎
外
は
、
一
方
に
お
け
る
欲
望
と
そ
の
手
段
の
精
巧
化
、
他
方
に
お
け
る
欲
望
の
動
物
的
な
野
蛮
化
、

　
徹
底
的
な
白
然
の
ま
ま
の
抽
象
的
単
純
性
を
つ
く
り
だ
す
。
」
（
ま
」
・
・
。
二
芦
？
Ｈ
声
三
六
〇
頁
）

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
に
、
資
本
家
的
支
配
階
級
と
賃
労
働
者
階
級
と
へ
の
人
問
的
欲
望
の
分
裂
と
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
歪
曲
さ
れ

た
形
態
化
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
「
商
品
人
問
」
の
欲
望
的
疎
外
を
主
と
し
て
間
趣
に
し
て
い
る
本
稿
の
視
角

か
ら
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
描
写
を
次
か
ら
次
へ
と
拾
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
　
「
単
な
る
商
品

人
問
」
の
疎
外
の
状
態
を
、
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
コ
戸
外
の
光
り
、
ゆ
六
刈
な
ど
に
た
い
す
る
欲
望
、
な
い
し
、
も
っ
と
も
簡
単
な
動
物
的
な
清
潔
さ
え
、
労
働
老
に
あ
っ
て
は

　
欲
叩
て
あ
る
こ
と
を
止
め
、
人
問
は
穴
帷
小
活
に
か
え
る
。
汚
械
、
人
…
の
こ
の
堕
落
、
腐
敗
、
文
閉
の
下
水
溝
　
　
こ
れ
は
文

　
字
と
お
ｏ
に
珊
解
す
べ
き
だ
　
　
が
、
完
全
な
、
し
か
も
不
白
然
な
放
任
主
義
、
腐
敗
し
た
〕
然
が
、
彼
の
生
活
環
境
と
な
る
し



　
彼
の
感
覚
は
、
し
た
が
っ
て
彼
の
人
問
的
な
形
式
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
非
人
問
的
な
、
確
か
に
動
物
的
な
形
式
に
お

　
い
て
さ
え
、
も
は
や
全
く
あ
り
え
な
い
。
と
す
れ
ば
、
人
間
は
、
も
は
や
単
に
人
問
的
な
欲
求
を
も
た
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
動

　
物
的
欲
望
で
さ
え
喪
失
し
て
い
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
（
ま
ｐ
ｏ
。
崖
Ｎ
ら
．
■
べ
．
三
六
〇
１
一
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
、
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
に
お
い
て
は
、
　
「
労
働
老
の
欲
望
は
、
物
質
的
生
活
の
ぎ
り
ぎ
り
最
低
の
維
持
に
ま
で
、

ま
た
彼
の
活
動
を
も
っ
と
も
抽
象
的
な
機
械
的
運
動
に
ま
で
還
元
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
「
ま
ず
第
一
に
活
動
に
つ
い
て
も
享

楽
に
つ
い
て
も
、
機
械
的
運
動
な
り
最
底
水
準
な
り
の
欲
望
以
上
の
欲
望
を
抱
か
な
い
生
活
も
ま
た
、
一
つ
の
人
問
的
生
活
な
り
生

存
で
あ
る
と
い
う
常
識
が
、
．
支
配
者
の
側
に
成
立
す
る
」
。
そ
し
て
「
つ
ぎ
に
第
二
に
、
窮
迫
こ
の
う
え
な
い
生
活
な
い
し
生
存
を

標
準
と
し
て
、
し
か
も
、
こ
れ
を
一
般
的
な
標
準
と
し
て
算
出
す
る
」
学
説
が
生
れ
る
。
け
だ
し
、
窮
迫
し
た
最
低
生
活
は
大
多
数

の
国
民
に
妥
当
し
、
し
か
も
、
こ
の
大
多
数
の
国
民
た
る
「
個
友
の
賃
労
働
者
は
、
一
つ
の
無
感
覚
、
無
欲
望
な
存
在
と
さ
れ
、
彼

ら
の
活
動
も
、
　
す
べ
て
の
具
体
的
活
動
か
ら
抽
象
さ
れ
た
純
粋
活
動
に
転
化
さ
れ
て
い
る
か
．
ら
で
あ
る
」
（
曇
｛
．
○
。
．
Ｈ
鼻
や
Ｈ
鼻

三
六
二
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
労
働
老
の
人
問
的
欲
望
は
、
抽
象
的
に
純
粋
な
無
感
覚
な
機
械
的
運
動
に
固
定
化
さ
れ
て
い
く
の

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
あ
る
が
、
こ
の
人
問
的
欲
望
の
自
己
喪
失
は
、
し
か
し
、
他
方
に
お
け
る
、
外
在
化
さ
れ
た
利
己
的
欲
望
と
そ
の
充
足
千
段
の
増

加
な
い
し
精
巧
化
と
の
緒
果
で
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
私
有
財
産
の
支
配
す
る
市
民
杜
会
で
は
、
　
「
人
問
性
か
ら
奪
は
れ
た
も

の
は
、
貨
幣
と
寓
と
で
、
す
べ
て
が
補
填
さ
れ
て
い
る
」
（
童
Ｐ
Ｏ
．
Ｌ
岸
ヲ
Ｈ
一
り
・
三
一
ハ
三
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
、
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

働
者
と
い
え
ど
も
、
そ
の
人
問
的
欲
望
の
喪
失
に
か
か
わ
ら
ず
貨
幣
欲
と
所
右
欲
と
は
、
観
念
的
に
で
は
あ
る
が
、
け
っ
し
て
、
喪

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

失
す
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
～
市
嬰
は
勿
論
、
貨
幣
を
所
有
し
て
い
な
い
も
の
に
も
実
存
す
る
。
し
か
し
、
貨
幣
を
も
た
な
い
も
の
の
｝
要
は
、
私
に
た

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
畦
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
（
五
七
）
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五
八
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五
八
）

　
い
し
て
・
第
三
者
に
た
い
し
て
、
　
（
す
な
わ
ち
、
そ
れ
白
体
と
し
て
）
何
ら
の
作
用
、
何
ら
の
実
存
も
も
た
ず
、
し
た
が
っ
て
、

　
そ
れ
白
体
と
し
て
も
、
非
現
実
的
、
無
対
象
的
な
ま
ま
に
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
の
、
単
な
る
表
象
上
の
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
貨
幣
に

　
基
礎
づ
け
ら
れ
た
有
効
な
需
要
と
、
私
の
欲
望
、
私
の
情
熱
、
私
の
願
望
、
等
六
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
無
効
な
需
要
と
の
相
違
は
、

　
存
在
と
思
惟
と
の
相
違
、
現
実
的
対
象
と
し
て
私
の
そ
と
に
私
に
た
い
し
て
存
在
す
る
よ
う
な
観
念
と
、
私
の
う
ち
に
実
存
し
て

　
い
る
単
な
る
観
念
と
の
問
の
相
違
で
あ
る
。
」
（
「
貨
幣
」
○
Ｏ
・
Ｈ
軍
や
崖
Ｏ
・
三
九
一
頁
）

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
無
効
な
需
要
は
、
人
問
が
本
来
的
に
生
命
的
無
限
性
を
自
己
の
う
ち
に
即
白
的
に
も
っ
て
い
る
か
ぎ
り
で
、

絶
減
す
る
こ
と
も
論
埋
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
生
命
的
自
己
が
、
た
だ
外
在
化
さ
れ
て
単
な
る
欲
望
的
ｎ
己
と
し
て

の
み
実
存
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
そ
し
て
、
こ
の
利
己
的
欲
望
を
資
本
制
的
な
詐
欺
と
臓
斉
と
投
機
と
に
よ
っ
て
誘
発
す
る
富
が
、
た

だ
彼
方
に
の
み
巨
大
に
蓄
稜
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
で
は
、
さ
ら
に
緊
迫
し
た
こ
と
と
し
て
、
労
働
者
大
衆
の
日
常
の
生
活
手
段
が
、

資
本
家
の
私
有
財
産
と
し
て
、
敵
対
的
に
自
分
た
ち
の
窮
迫
し
た
最
低
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
労
働
者
は
誰

し
も
・
白
分
の
最
低
生
活
に
不
可
欠
な
生
活
物
資
に
た
い
す
る
健
全
な
所
有
欲
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
さ
ら
に
、
資
本
制
的
に
誘

発
さ
れ
る
ま
ま
に
、
歪
曲
さ
れ
た
不
自
然
な
所
有
欲
を
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
追
求
し
て
ゆ
く
ほ
か
な
い
必
然
性
に
お
か
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
・
そ
し
て
、
こ
の
所
有
欲
が
実
現
さ
れ
満
足
さ
れ
る
た
め
に
は
、
無
効
の
需
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
有
効
需
要
へ
の
転
化
の
た
め
、

所
有
欲
も
ま
た
貨
幣
欲
　
　
困
民
経
済
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
其
実
の
唯
一
の
欲
望
　
　
に
転
化
す
る
ほ
か
な
い
必
然
性
に
あ
る
わ
け

で
あ
る
・
こ
の
ば
あ
い
、
市
民
杜
会
に
お
け
る
一
市
民
と
し
て
は
、
労
働
者
も
ま
た
、
本
来
の
人
閉
的
欲
望
は
衷
失
し
て
お
り
、
た

だ
外
在
化
さ
れ
疎
外
さ
れ
た
方
向
に
の
み
欲
望
の
ｎ
己
意
識
が
動
い
て
い
る
こ
と
に
、
間
趣
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
も
い

う
ご
と
く
・
「
す
べ
て
の
情
熱
と
、
す
べ
て
の
活
動
と
は
、
所
有
欲
の
も
と
に
消
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者
は
、
彼
が
生
き
よ



う
と
す
る
程
度
だ
け
を
所
有
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
ン
．
し
て
所
有
す
る
た
め
に
乍
き
よ
う
と
す
る
こ
と
だ
け
を
許
さ
れ
る
」
（
「
欲
望
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

生
産
お
よ
び
分
業
」
○
・
」
拝
勺
．
Ｈ
曇
三
六
四
頁
）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
・
こ
の
所
有
欲
の
転
化
形
態
と
し
て
の
貨
幣
欲
の
疎
外
状
態
を
、

さ
ら
に
一
歩
す
す
め
て
理
解
す
る
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
　
「
節
三
手
稿
」
の
次
の
箪
四
断
片
「
貨
幣
」
に
お
い
て
分
析
す
る
。

　
　
　
「
貨
幣
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
買
う
と
い
う
属
性
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
を
千
に
入
れ
る
と
い
う
属

　
性
を
も
っ
て
い
る
点
で
、
す
ぐ
れ
た
財
産
と
し
て
の
対
象
で
あ
る
。
貨
幣
の
属
性
の
普
遍
性
は
、
そ
れ
の
本
質
が
全
能
だ
と
い
う

　
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
全
能
の
存
在
と
し
て
通
用
す
る
。
貨
幣
は
、
欲
望
と
対
象
と
の
あ
い
だ
の
、
人
問
の
生
活

　
と
生
活
手
段
と
の
あ
い
だ
の
仲
介
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
の
た
め
に
私
の
生
活
を
媒
介
し
て
く
れ
る
も
の
は
、
ま
た
私
に
た

　
い
す
る
他
人
の
定
有
を
も
私
の
た
め
に
媒
介
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
貨
幣
は
私
に
と
っ
て
は
、
い
ま
一
人
の
人
間
で
あ
る
。
」

　
（
「
貨
幣
」
○
ｏ
・
畠
ピ
や
Ｈ
ｏ
◎
べ
・
三
八
六
頁
）

　
貨
幣
の
媒
介
性
と
、
こ
の
媒
介
の
普
遍
性
に
つ
い
て
、
プ
ル
ク
ス
は
さ
ら
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
「
貨
幣
は
、
私
の
願
望
を
観
念

か
ら
存
在
へ
転
化
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
私
の
願
望
を
、
そ
の
思
惟
さ
れ
観
念
さ
れ
意
欲
さ
れ
た
定
有
か
ら
、
そ
の
感
性
的
な
現
実
的

な
定
有
へ
、
観
念
か
ら
生
活
へ
、
観
念
さ
れ
た
存
在
か
ら
現
実
的
存
在
へ
翻
訳
す
る
。
ン
、
れ
は
、
こ
う
し
た
媒
介
を
な
す
も
の
と
し

て
、
典
に
創
遣
的
な
力
な
の
で
あ
る
」
（
重
Ｐ
○
。
し
軍
や
崖
９
三
九
一
頁
）
。
　
「
人
閉
と
し
て
私
の
で
き
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
私
の
個

人
的
牛
活
力
を
も
っ
て
し
て
は
不
可
能
な
こ
と
を
、
私
は
貨
幣
に
よ
っ
て
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
貨
幣
は
、
こ
れ
ら
の
企
活

力
の
お
の
お
の
を
、
そ
れ
ガ
そ
れ
ｎ
体
で
そ
う
で
な
い
よ
う
な
も
の
に
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
反
対
物
に
伝
化
す
る
わ
け
で
あ
る
。
」

か
く
し
て
、
　
「
貨
幣
に
よ
っ
て
私
の
た
め
に
あ
る
よ
う
に
な
る
も
の
、
私
が
支
払
い
う
る
も
の
、
す
な
わ
ち
貨
幣
が
貫
う
こ
と
の
で

き
る
も
の
、
そ
れ
は
、
貨
幣
そ
の
も
の
の
所
有
者
と
し
て
の
こ
の
私
で
あ
る
。
貨
幣
の
力
が
大
き
け
れ
ば
、
一
！
、
れ
だ
け
私
の
功
も
大

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
瞬
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
（
五
九
）

■
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六
〇
　
　
（
六
〇
）

き
い
・
貨
幣
の
属
性
は
、
貨
幣
所
有
者
と
し
て
の
私
の
属
性
で
あ
り
生
活
力
で
あ
る
」
（
、
げ
一
ｑ
Ｏ
。
・
Ｈ
員
勺
冨
・
。
．
三
八
九
頁
）
。
　
す

な
わ
ち
貨
幣
は
・
市
民
杜
会
に
生
活
す
る
人
問
に
た
い
し
て
、
欲
求
－
的
主
体
に
た
い
し
て
、
内
な
る
も
の
を
外
に
媒
介
す
る
。
観
念

を
実
在
に
・
無
効
需
要
を
右
効
需
要
に
転
化
し
、
人
問
的
生
活
力
を
杜
会
的
実
勢
力
に
転
化
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
に
実
在
化

さ
れ
た
一
切
の
杜
会
的
実
勢
力
は
、
ひ
た
す
ら
、
そ
の
仲
介
者
た
る
貨
幣
の
量
に
の
み
依
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
内
な
る
人
問
的
生

活
力
を
必
ず
し
も
反
映
し
な
い
。
否
む
し
ろ
、
外
と
内
と
は
、
相
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
顛
倒
さ
れ
て
反
映
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
・
外
な
る
も
の
を
内
に
媒
介
す
る
と
き
に
も
、
貨
幣
の
役
割
は
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
も
、
こ
れ
を
指
摘

し
て
■
つ
。

　
　
　
「
私
が
研
究
に
た
い
す
る
天
職
を
も
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
貨
幣
を
も
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
私
は
、
現
実

　
に
何
ら
研
究
の
天
職
、
す
な
わ
ち
効
果
あ
る
真
の
天
職
を
も
た
荏
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
私
は
、
実
際
に
何
ら
研
究

　
に
た
い
す
る
天
職
を
も
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
意
志
と
さ
ら
に
貨
幣
と
を
も
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
私
は
、
研
究
の
た
め
の
効
果

　
あ
る
天
職
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
人
閉
と
し
て
の
人
問
、
お
よ
び
祉
会
と
し
て
の
人
閉
的
祉
会
か
ら
由
来
す
る
の
で
な
い

　
と
こ
ろ
の
・
概
念
を
現
実
へ
、
現
実
を
単
な
る
一
個
の
観
念
へ
変
え
て
し
ま
う
た
め
の
、
外
的
な
一
般
的
手
段
お
よ
び
能
力
と
し

　
て
の
貨
幣
は
、
現
実
の
人
…
的
お
よ
び
ｎ
然
的
な
生
活
諾
力
を
全
く
抽
象
的
観
念
へ
、
し
た
が
っ
て
不
完
全
性
へ
、
苦
悩
に
み
ち

　
た
妄
想
へ
と
払
化
さ
せ
、
こ
れ
と
と
も
に
他
方
で
は
、
現
実
的
な
不
完
全
性
と
妄
想
と
を
、
実
際
上
で
は
無
力
な
個
人
の
空
想
の

　
う
ち
に
実
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
生
活
力
を
、
現
実
的
な
生
活
力
と
能
力
と
へ
転
化
さ
せ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
規
定
か
ら
い
っ

　
て
も
・
貨
幣
は
・
個
的
特
性
を
そ
の
反
対
物
に
逆
転
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
諸
属
性
に
矛
盾
し
た
諸
属
性
を
付
与
す
る
個
的
特
性
の
一

　
般
的
転
倒
た
Ｏ
で
あ
る
、
」
ら
・
己
・
Ｑ
○
・
ま
』
－
－
ｍ
二
一
Ｌ
ら
Ｃ
∴
二
九
二
頁
）
、
、
１



　
こ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
欲
栗
的
ｎ
己
意
識
に
お
い
て
、
内
と
外
と
が
、
相
互
に
貨
幣
に
よ
っ
て
転
倒
的
に
媒
介
さ
れ
る
と
こ

ろ
に
、
近
代
な
い
し
現
代
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
に
生
活
す
る
個
Ａ
の
市
民
が
自
己
疎
外
に
お
ち
い
る
桿
秤
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

○
貨
幣
が
、
普
遍
的
な
要
素
と
し
て
の
諸
商
品
の
結
晶
で
あ
り
、
諸
商
品
交
換
○
唯
一
の
媒
介
物
で
あ
る
か
ぎ
り
、
か
か
る
白
己
疎

外
の
た
め
の
桿
秤
も
、
唯
一
の
普
遍
老
と
し
て
、
す
な
わ
ち
具
体
的
一
般
者
と
し
て
、
市
民
杜
会
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
、
そ
の
威
力

を
発
揮
す
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
「
も
し
も
貨
幣
が
、
私
を
人
問
生
活
に
、
杜
会
を
私
に
、
私
を
自
然
と
人
間
と
に
結
び
つ
け
る
紐
帯
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
貨

　
幣
は
、
す
べ
て
の
諸
紐
帯
の
紐
帯
で
は
な
い
か
！
　
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
紐
帯
を
ほ
ど
い
た
り
緒
ん
だ
り
で
き
は
し
な
い
か
！

　
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
ま
た
普
遍
的
な
縁
切
り
手
段
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
！
　
そ
れ
は
、
ま
こ
と
に
、
杜
会
の
電
気
化
学

　
的
な
力
で
あ
る
。
」
（
ま
・
一
．
っ
。
Ｌ
員
勺
．
お
Ｏ
・
ゴ
一
九
〇
頁
）

　
か
く
て
、
欲
求
の
体
系
と
し
て
の
市
民
杜
会
に
お
い
て
、
貨
幣
が
、
そ
の
具
体
的
一
般
者
と
し
て
君
臨
し
、
諸
部
分
を
緒
合
し
た

り
分
離
し
た
り
、
人
閉
的
生
活
の
内
と
外
と
を
転
倒
的
に
翻
訳
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
個
六
の
市
民
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
市
民

礼
会
が
全
体
と
し
て
ｎ
己
疎
外
に
お
ち
こ
ん
で
い
る
こ
と
を
、
も
の
が
た
っ
て
い
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ

槻
実
的
な
市
民
が
、
そ
の
外
在
化
し
た
欲
望
的
定
有
か
ら
白
己
反
省
し
て
、
は
じ
め
て
口
己
の
う
ち
に
対
象
的
に
見
る
こ
と
の
で
き

る
と
こ
ろ
の
、
向
臼
有
的
な
生
命
的
臼
己
、
人
閉
的
乍
命
の
人
類
と
し
て
の
無
限
性
、
す
な
わ
ち
人
問
の
種
属
的
本
質
は
、
市
民
礼

会
に
お
い
て
、
否
、
市
民
杜
会
そ
の
も
の
と
し
て
、
完
全
に
白
己
喪
失
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
普
遍
的
な
向
己
疎
外
に

た
い
す
る
貨
幣
の
媒
介
的
役
割
の
普
遍
性
に
つ
い
て
も
、
マ
ル
ク
ス
は
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
貨
幣
に
よ
る
す
べ
て
の
人
間
的
お
よ
び
自
然
的
な
諸
性
質
の
転
倒
と
混
清
、
不
可
能
事
の
融
合
化
　
　
貨
幣
の
神
秘
的
な

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
曉
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
（
六
一
）
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六
二
　
　
（
六
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
力
　
　
は
、
人
問
の
種
属
的
本
質
が
、
疎
外
さ
れ
外
在
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
自
分
を
譲
渡
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
し
て
の
、
貨
幣
の

　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
本
質
の
な
か
に
横
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
類
の
外
在
化
さ
れ
た
能
力
で
あ
る
。
」
（
董
Ｐ
Ｏ
。
．
ま
・
◎
ら
」
・
。
〇
二
二
九
〇
頁
）

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
市
民
杜
会
そ
の
も
の
が
、
人
類
種
属
の
歴
史
的
自
己
疎
外
の
頂
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

市
民
杜
会
を
支
配
す
る
資
本
家
階
級
の
一
切
の
事
柄
が
、
こ
の
疎
外
の
状
態
そ
の
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
外
在
化
す
る
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

っ
て
、
臼
己
喪
失
に
お
ち
い
っ
て
い
る
賃
労
働
老
階
級
こ
そ
は
、
ま
さ
に
疎
外
さ
れ
た
人
類
そ
の
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
歴

史
的
に
白
己
疎
外
に
お
ち
い
っ
た
か
ぎ
り
の
種
属
的
生
命
の
、
近
代
的
な
い
し
塊
代
的
な
表
現
形
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
も
、
こ
の
質
労
働
老
階
級
は
、
か
く
疎
外
さ
れ
て
い
る
人
類
と
し
て
は
、
向
白
的
に
白
已
の
内
に
生
命
的
無
限
性
を
自
覚
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
論
理
的
に
可
能
で
あ
る
に
し
て
も
、
し
か
し
塊
実
的
に
は
不
可
能
に
ち
か
い
。
な
ぜ
な
ら
、
市
民
杜
会
と
し
て

の
疎
外
の
状
態
の
ま
ま
に
、
個
六
の
賃
労
働
者
は
、
資
本
制
的
機
構
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
具
体
的
普
遍
と
し
て
君
臨
す
る
貨
幣
の
威

力
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
欲
望
的
定
有
は
奔
弁
さ
れ
る
ほ
か
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
疎
外
さ
れ
た
「
外
在
性

の
巨
大
な
王
因
」
の
経
済
機
構
は
、
さ
ら
に
、
そ
の
理
論
的
表
現
に
よ
っ
て
精
神
的
に
防
衛
さ
れ
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
要
す
る
に
労
働
者
は
、
た
ん
な
る
一
市
民
と
し
て
は
、
無
眼
の
無
効
俗
要
を
ｎ
己
の
う
ち
に
実
存
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
を

有
効
｝
要
に
転
化
さ
す
た
め
の
貨
幣
を
、
あ
る
い
は
、
こ
の
貨
幣
を
獲
得
す
る
た
め
の
財
産
の
何
ほ
ど
も
所
有
し
て
い
な
い
か
ざ
り

で
は
、
こ
の
有
効
俗
要
も
、
窮
辿
し
た
最
低
水
準
の
生
活
に
不
可
欠
な
、
粒
野
な
派
純
な
、
欲
理
の
実
塊
た
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か

も
、
こ
の
籾
野
な
単
純
な
欲
望
を
充
足
す
る
た
め
に
は
、
絶
対
の
無
所
有
寿
で
あ
る
か
ぎ
り
で
は
、
ｎ
分
の
小
け
る
労
働
能
力
を
商

品
と
し
て
資
本
家
に
譲
渡
し
、
そ
し
て
貨
幣
の
少
景
を
、
こ
の
「
万
能
の
化
学
薬
品
」
の
一
粒
を
、
入
手
す
る
た
め
に
、
労
働
市
場

に
つ
ね
に
悦
れ
い
で
て
実
存
し
て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
Ｏ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
賃
労
働
考
と
し
て
は
、
か
れ
ら
Ｏ
所
有
欲
も
貨
幣



欲
も
、
国
民
経
済
学
的
教
説
に
よ
っ
て
説
教
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
現
実
に
つ
つ
ま
し
く
「
道
徳
的
」
で
あ
る
。
か
れ
ら
が
、
所
有

す
る
た
め
に
生
き
て
い
る
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
　
「
た
だ
生
き
よ
う
と
す
る
程
度
だ
け
を
所
有
し
よ
う
」
と
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
投
機
的
な
誘
発
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
の
無
限
の
　
　
悪
し
き
無
限
の
　
　
疎
外
さ
れ
た
欲
望
が
、
つ
ね
に

唆
か
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
　
「
外
在
性
の
巨
大
な
王
国
」
と
し
て
の
杜
会
的
環
境
に
あ
っ
て
、
こ
の
あ
ま
り
に
も
「
節
欲
的
な
、

禁
欲
的
な
」
賃
労
働
考
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ま
っ
た
く
の
経
済
的
な
不
白
由
に
あ
る
、
と
い
う
ほ
か
な
い
わ
け
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
経
済
的
不
ｎ
由
に
あ
る
欲
望
的
人
問
と
し
て
の
賃
労
働
者
が
、
向
臼
的
に
白
己
反
省
し
て
自
由
な
る
白
己
を
、

か
れ
ら
が
ｎ
ら
の
心
の
内
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
か
れ
ら
の
心
は
、
い
か
な
る
白
己
意
識
の
構
造
に
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
前

節
の
最
初
に
掲
げ
て
お
い
た
間
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
や
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
労
働
市
場
に
お
け
る
「
単
な
る
商
品
人
問
」
と

し
て
の
賃
労
働
者
の
向
白
有
的
論
理
構
造
の
間
題
に
か
え
っ
て
、
こ
の
間
題
の
解
決
に
む
か
っ
て
す
す
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
「
単
な
る
商
品
人
問
」
は
、
上
述
来
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
ご
と
く
、
欲
望
的
人
問
で
あ
り
、
し
か
も
疎
外
さ
れ
た
欲
望
的

人
閉
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
単
な
る
商
品
人
閉
」
の
白
己
意
識
も
、
こ
の
疎
外
さ
れ
た
欲
望
か
ら
の
何
ら
か
の
白
己
同
復
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
に
か
く
、
そ
れ
は
、
欲
望
的
ｎ
己
を
－
己
の
う
ち
に
対
象
と
し
て
定
立
し
て
、
こ
れ
を
音
一
識
す
る
白
己
音
心
識

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
確
定
し
、
さ
ら
に
解
則
す
る
た
め
に
、
　
『
資
本
諭
』
第
四
革
第
三
節
の
叙
述
を
読
む
と
、

　
　
　
「
労
働
能
力
が
売
れ
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
労
働
者
に
と
っ
て
何
の
役
に
も
た
た
な
い
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
、
む
し
ろ
白
分

　
の
労
働
能
力
が
そ
の
生
産
の
た
め
に
一
定
分
材
の
生
活
維
持
手
段
を
必
要
と
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
再
生
産
の
た
め
に
絶
え

　
ず
新
た
に
こ
れ
ら
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
、
残
忍
な
自
然
的
必
然
だ
と
感
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
シ
ス
モ
ソ
デ
ィ
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
も
発
見
に
す
る
。
　
〈
労
働
能
力
は
、
も
し
そ
れ
が
売
れ
な
い
た
ら
ば
、
無
で
あ
る
〉
と
。
」
　
（
『
資
本
論
』
・
。
Ｌ
・
。
■
三
二
四
頁
）

　
　
　
貨
労
働
老
の
範
時
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
（
六
三
）
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す
な
わ
ち
、
へ
ー
ゲ
ル
的
白
己
意
識
と
同
じ
よ
う
に
、
自
己
の
疎
外
さ
れ
た
状
態
と
し
て
の
商
品
的
実
在
性
の
空
無
性
を
、
そ
の

否
定
性
を
、
最
初
か
ら
知
っ
て
い
る
か
ぎ
り
の
自
已
意
識
を
抱
き
う
る
可
能
性
を
、
　
「
単
な
る
商
品
人
間
」
は
、
確
か
に
も
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、
こ
の
自
己
の
商
品
と
し
て
の
労
働
力
が
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
非
右
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
他
方
に
お
い
て
、
生
活
予
段
か
ら
現
実
に
労
働
者
が
疎
外
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の

こ
と
は
、
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
杜
会
的
生
存
の
否
定
で
あ
り
、
彼
ら
の
死
を
い
み
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
賃
労
働
者
が

も
ち
う
る
と
こ
ろ
の
、
「
単
な
る
商
品
人
間
」
と
し
て
の
自
己
意
識
な
る
も
の
は
、
じ
っ
さ
い
は
、
こ
１
の
よ
う
に
彼
の
経
済
的
生
活

に
お
い
て
現
実
的
に
限
界
ず
け
ら
れ
制
限
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
向
白
有
固
有
の
白
由
な
る
無
限
性
を
欠
い
て
い
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
す
く
な
く
と
も
、
欲
望
的
人
問
の
否
定
的
自
己
関
係
に
お
い
て
到
達
さ
る
べ
き
は
ず
の
生
命
的
無
限
性
を
、
自
覚

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
ル
ク
ス
は
、
賃
労
働
老
を
「
単
な
る
商
品
人
問
」
と
し
て
限
定
し
た
う
え
で
、

こ
れ
を
白
由
な
る
人
格
者
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
プ
ル
ク
ス
も
あ
き
ら
か
に
、
自
由
な
る
人
格
的
自
已
を
自
己
の

う
ち
に
お
い
て
見
る
白
己
意
識
的
向
自
有
の
可
能
性
を
、
労
働
市
場
に
お
け
る
「
単
な
る
商
品
人
間
」
に
現
実
的
な
も
の
と
し
て
承

認
し
て
い
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
つ
ぎ
の
、
こ
と
く
表
現
し
て
い
る
。

　
　
　
「
こ
こ
に
白
由
と
は
、
労
働
煮
の
白
由
な
人
格
と
し
て
自
分
の
労
働
力
む
白
分
の
商
品
と
し
て
処
分
す
る
と
い
う
、
ま
た
他

　
方
で
は
、
彼
の
売
る
べ
き
他
の
商
品
を
も
た
ず
、
自
分
の
労
働
力
の
実
現
に
必
要
な
い
っ
さ
い
の
物
象
か
ら
引
き
は
な
さ
れ
て
い

　
る
自
由
で
あ
る
と
い
う
、
二
重
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
」
（
童
ｐ
ｏ
。
・
ミ
９
ご
二
七
－
八
頁
）

　
前
の
自
由
は
、
形
式
的
に
法
律
的
な
自
由
を
確
保
す
る
た
め
の
経
済
的
自
由
で
あ
る
が
、
こ
の
労
働
市
場
に
お
け
る
経
済
的
自
由

は
、
後
の
ｎ
由
と
し
て
の
日
常
化
活
に
お
け
る
現
実
的
な
経
済
的
不
ｎ
由
に
よ
っ
て
直
接
的
に
褒
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に



つ
い
て
は
、
前
の
節
で
触
れ
て
お
い
た
と
お
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
自
由
と
不
自
由
と
の
相
い
表
裏
す
る
経
済
的
矛
盾
が
、

い
ま
だ
顕
わ
に
定
立
さ
れ
る
に
い
た
ら
な
い
か
ぎ
り
で
の
み
、
す
な
わ
ち
、
労
働
力
商
品
の
所
有
者
と
し
て
資
本
家
と
相
互
に
平
等

に
対
立
し
て
い
る
関
係
に
現
実
に
あ
る
と
い
う
一
面
だ
け
に
お
い
て
の
み
、
わ
れ
わ
れ
も
当
然
な
が
ら
マ
ル
ク
ス
と
と
も
に
、
賃
労

働
者
に
法
律
的
に
白
由
な
る
人
格
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
ば
あ
い
の
賃
労
働
者
の
自
己
意
識
に
お
い
て
は
、
自
已
の
う
ち
に
お
い
て
表
象
と
し
て
対
象
化
さ
れ
る
本
質
的
な

自
已
な
る
も
の
も
、
た
だ
法
律
的
に
の
み
自
由
な
商
品
所
有
者
と
し
て
の
人
格
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
か
か
る
自
已
意
識
に
お
い
て
、

こ
の
法
的
人
格
が
自
已
の
う
ち
に
お
い
て
見
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
、
ン
、
れ
は
、
具
体
的
に
内
部
知
覚
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
た

だ
抽
象
的
に
単
に
表
象
と
し
て
定
立
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
も
の
と
し
て
は
、
観
念
的
な
権
限
と
し
て
「
商
品
人
問
」
の
意
識
の
う
ち

に
理
念
的
に
描
か
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
「
商
品
人
間
」
に
唯
一
の
現
実
的
で
あ
り
う
る
自
己
意
識
な
る

も
の
は
、
た
ん
な
る
観
念
的
な
白
由
で
あ
る
ほ
か
な
い
。
欲
望
の
外
的
対
象
と
し
て
何
物
も
所
有
せ
ず
、
た
だ
労
働
力
を
商
品
と
し

て
所
有
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
そ
の
法
律
的
権
限
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ど
も
、
こ
の
労
働
力
白
体
が
経
済
的
に
保
証
さ
れ

て
い
な
い
不
白
由
な
最
低
生
活
に
と
っ
て
は
、
か
か
る
法
律
的
自
由
は
、
た
ん
に
形
式
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
単

な
る
商
品
人
問
」
は
、
自
己
の
欲
望
的
定
有
を
ば
、
対
象
的
商
品
と
し
て
は
勿
論
の
こ
と
、
主
体
的
商
品
す
な
わ
ち
労
働
力
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
お
い
て
も
、
そ
の
法
律
的
白
由
の
保
証
す
る
観
念
的
無
限
性
に
お
い
て
は
、
実
質
的
に
所
有
し
て
い
る
と
は
、
い
え
な
い
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
白
由
の
法
律
的
表
象
を
観
念
的
に
所
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
、
「
単
な
る
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

品
人
問
」
の
労
働
市
場
に
お
け
る
向
白
有
的
自
己
意
識
な
る
も
の
は
、
ま
さ
に
、
た
ん
な
る
観
念
的
無
限
性
に
お
け
る
観
念
的
所
有

、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
自
由
で
あ
っ
て
、
そ
の
か
ぎ
り
で
、
へ
ー
ゲ
ル
的
向
自
有
の
論
理
が
そ
の
ま
ま
で
、
な
お
適
用
し
う
る
領
域
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
曉
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
（
六
五
）
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ら
な
い
・
こ
れ
が
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
論
理
構
造
で
あ
る
。
　
　
た
だ
、
こ
の
「
商
品
人
間
」
の
向
自
有
は
、
そ
の
自
己
意
識

性
に
お
い
て
・
へ
ー
ゲ
ル
の
ご
と
く
実
在
的
労
働
市
場
か
ら
自
由
に
疎
遠
に
な
り
う
る
観
念
性
に
な
く
、
不
自
由
に
接
近
し
て
い
る

ほ
か
な
い
観
念
性
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
忘
る
べ
き
で
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
に
不
自
由
に
接
近
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
労
働
市
場
に
外
在
化
し
て
い
る
「
商
品
人
問
」
の
直
接
的
在
定
有
と
し
て
の
欲

望
的
実
存
の
近
接
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
伽
塾
断
か
捺
が
、
い
ま
だ
実
現
さ
れ
な
い
商
品
と
し
て
の
白
己
の
労
働
力
を
身
体
的
に
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

有
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
資
本
家
に
譲
渡
さ
れ
た
の
ち
、
貨
幣
を
身
体
的
に
所
有
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ

こ
に
・
こ
の
実
在
的
対
象
と
の
感
覚
的
な
関
係
を
現
実
に
結
ん
で
い
て
も
、
こ
の
実
在
的
な
交
換
過
程
そ
の
も
の
が
、
賃
労
働
老
の

経
済
的
生
活
の
疎
外
さ
れ
た
不
自
由
さ
○
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
労
働
市
場
と
い
う
実
在
的
な
対
象
関
係
の
も
と
に
あ

り
な
ガ
ら
・
こ
の
関
係
の
な
か
に
１
あ
る
白
分
○
定
有
的
実
在
性
が
、
白
己
自
身
に
疎
遠
で
あ
る
と
い
う
白
己
疎
外
の
事
実
、
１
、
の
，
こ
と

を
・
そ
れ
は
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
・
す
な
わ
ち
入
手
し
た
貨
幣
そ
の
も
の
も
、
欲
望
的
人
問
が
白
己
の
う
ち
に
人
問
的
生
命
の
無

根
性
を
見
て
・
か
か
る
生
命
的
白
己
を
内
部
知
覚
の
対
象
と
し
て
打
ち
立
て
る
白
己
意
識
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
た
だ
も
っ
ぱ
ら
、

欲
望
的
人
問
の
自
己
満
足
が
、
そ
の
外
在
化
の
方
向
に
無
限
に
誘
い
出
さ
れ
る
だ
け
の
可
能
性
し
か
、
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
白

己
意
識
に
書
え
き
構
造
を
、
そ
れ
は
、
い
字
る
。
す
奪
ち
「
単
奮
商
。
ｍ
人
問
一
に
現
実
的
に
可
能
亀
一
の
白
己
意
識

に
お
い
て
は
・
い
差
臥
漱
茶
綜
－
黙
か
牡
に
宗
宗
－
か
い
。
こ
の
空
の
否
定
÷
う
白
己
反
省
は
、

た
ん
な
る
可
能
性
と
し
て
は
欲
望
的
人
問
に
潜
在
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
の
未
だ
顕
塊
す
る
段
階
に
き
て
い
な
い
自
己
意
識
で

あ
る
に
す
ぎ
な
い
・
欲
望
な
る
も
の
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
自
己
意
識
の
最
初
に
現
れ
る
形
態
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

　
一
ピ
粘
神
現
象
学
レ
の
へ
ー
ゲ
ル
の
叙
述
に
よ
っ
て
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。



　
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
欲
望
的
定
有
を
自
己
の
外
在
化
と
す
る
生
命
的
自
己
を
、
反
省
的
に
白
己
の
う
ち
に
対
象
化
す
る

自
己
意
識
が
、
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
に
な
い
わ
け
で
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
白
己
意
識
は
、
自
己
の
う
ち
に
対
象
化
さ
れ
た
白
己

自
身
を
、
そ
の
欲
望
的
定
有
か
ら
生
命
的
無
限
性
に
向
白
的
に
展
開
せ
し
め
る
た
め
の
否
定
的
自
已
関
係
そ
の
も
の
の
、
自
己
意
識

で
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
生
命
的
自
己
の
か
か
る
否
定
的
自
己
関
係
そ
の
も
の
を
、
自
覚
し
な
い
か
ぎ
り
の
白
己
意

識
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
経
済
的
に
疎
外
さ
れ
た
ま
ま
に
外
在
化
し
て
い
る
欲
望
的
自
己
を
、
た
だ

そ
れ
だ
け
と
し
て
肯
定
的
に
反
省
す
る
自
己
意
識
で
あ
り
、
疎
外
の
ゆ
え
に
空
虚
で
あ
り
経
済
的
に
不
口
由
で
あ
る
欲
望
的
人
問
の
、

こ
の
直
接
的
な
否
定
的
自
己
関
係
、
す
な
わ
ち
、
い
ま
だ
向
自
有
で
な
い
自
己
関
係
か
ら
見
て
は
、
自
己
の
本
質
に
疎
遠
な
自
已
意

識
、
観
念
的
な
向
向
有
と
し
て
の
向
白
有
で
あ
る
。
本
質
的
内
容
を
表
現
し
な
い
外
面
的
な
抽
象
的
形
式
と
し
て
の
観
念
論
的
な
自

己
意
識
で
あ
る
。
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
に
現
実
的
に
可
能
な
唯
一
の
、
こ
の
よ
う
な
観
念
論
的
に
し
て
形
式
的
な
向
白
有
的
自
己

意
識
は
、
さ
き
に
批
判
的
に
分
析
さ
れ
た
い
み
に
お
け
る
へ
ー
ゲ
ル
的
白
已
意
識
の
観
念
性
そ
の
ま
ま
で
は
、
な
い
で
あ
う
か
。
　
　
．

　
要
す
る
に
、
　
「
商
品
人
問
」
は
、
そ
の
外
在
化
し
た
定
有
に
お
け
る
欲
望
的
人
問
と
し
て
、
生
命
的
向
己
関
係
の
直
接
性
に
あ
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
向
白
有
的
な
白
己
意
識
と
し
て
は
、
こ
の
生
命
的
ｎ
己
の
本
質
と
関
係
の
な
い
観
念
性
に
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
、
さ
ら
に
言
い
か
え
れ
ば
、
経
済
的
に
不
臼
由
な
る
が
ゆ
え
に
欲
望
的
人
問
と
し
て
疎
外
さ
れ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
法

律
的
に
白
｛
を
碓
保
す
る
自
己
意
識
は
、
こ
の
疎
外
か
ら
の
生
命
的
無
限
性
へ
の
白
己
同
復
と
い
う
こ
と
に
、
無
閑
心
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
的
に
不
白
由
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
法
律
的
に
白
山
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
逆
に
、
法
律
的
に

ｎ
由
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
白
己
の
経
済
的
不
白
由
に
無
関
心
で
あ
り
う
る
。
こ
の
こ
と
を
、
さ
ら
に
詮
じ
つ
め
れ
ば
、
「
琳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

な
る
商
品
人
問
」
と
い
う
一
個
同
一
の
も
の
に
お
い
て
、
経
済
的
不
自
由
と
法
律
的
白
由
と
が
弁
証
法
的
に
統
一
さ
れ
ず
、
た
だ
差

　
　
　
賃
労
働
老
の
範
曉
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
（
六
七
）

』
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六
八
　
（
六
八
）

別
さ
れ
る
両
面
と
し
て
存
在
し
、
一
方
か
ら
見
れ
ば
、
経
済
的
不
自
由
で
あ
り
、
他
方
か
ら
見
な
お
せ
ば
、
法
律
的
に
自
由
で
あ
る
、

と
い
う
論
理
構
造
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
、
い
み
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
法
律
的
自
由
を
自
覚
す
る
場
面
が
、
経
済

的
不
自
由
を
自
覚
す
る
場
面
と
、
一
個
同
一
の
賃
労
働
者
に
お
い
て
異
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
自
已
意
識
の
論
理
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

造
に
も
と
づ
い
て
言
い
か
え
る
な
ら
ば
、
法
律
的
自
由
を
自
覚
す
る
一
方
の
自
己
意
識
は
、
　
「
単
な
る
商
品
人
間
」
が
、
自
己
に
お

、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
て
自
由
な
る
人
格
的
自
已
を
見
る
こ
と
で
あ
り
、
経
済
的
不
自
由
を
自
覚
す
る
他
方
の
白
己
意
識
も
、
自
己
に
お
い
て
自
由
な
る

生
命
的
無
限
性
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
か
く
見
ら
れ
る
も
の
が
相
互
に
差
異
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ら
れ
る
場
所
と
し
て
の
自
己
に
お
い
て
が
異
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
、
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
に
現

実
的
に
可
能
な
、
し
た
が
っ
て
必
然
的
な
唯
一
の
自
己
意
識
形
態
と
し
て
は
、
法
律
的
無
限
性
の
形
式
的
自
由
を
、
す
な
わ
ち
単
な

る
観
念
的
白
己
を
お
い
て
有
ら
し
む
る
場
所
が
、
単
な
る
意
識
、
生
命
的
自
已
に
無
関
心
な
自
己
意
識
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
上

述
来
の
要
旨
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
抽
象
的
自
己
意
識
を
も
っ
て
現
実
的
人
問
の
本
質
的
実
体
で
あ
る
と
す
る
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
立
場

を
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

七
、
賃
労
働
者
の

「
単
な
る
商
品
人
間
」
と
し
て
の
へ
ー
ゲ
ル
的
自
己
意
識

　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
と
し
て
限
定
さ
れ
た
現
実
的
賃
労
働
者
は
、
こ
の
限
定
の
も
と
に
お
い
て
、
そ
の
外
在
化
し
た
定
有
的
実

在
性
は
欲
望
的
人
問
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
否
定
性
の
向
白
有
的
な
白
己
関
係
は
、
へ
ー
ゲ
ル
的
な
白
己
意
識

に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
う
る
論
理
構
造
に
あ
る
、
と
す
る
の
が
今
ま
で
の
分
析
的
吟
味
の
全
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
へ
ー
ゲ
ル
に
お

い
て
も
、
マ
ル
ク
ス
あ
る
い
は
フ
ォ
ィ
ェ
ル
バ
ヅ
ハ
か
ら
批
判
的
に
見
る
か
ぎ
り
で
抽
象
的
な
亡
冶
一
皿
に
す
ぎ
な
か
っ
た
臼
己
意
識
は
、



具
体
的
に
現
実
的
人
問
に
結
び
つ
き
、
そ
の
生
き
た
魂
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
単
な
る
商
品
人
間
」
の
自
由
な
る

法
的
人
格
へ
の
白
己
意
識
が
、
へ
ー
ゲ
ル
的
観
念
性
に
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
感
性
的
な
欲
望
的
人
問
と
の
あ
い
だ
に
、

い
か
な
る
必
然
的
結
合
が
あ
る
か
の
分
析
な
く
し
て
は
、
吟
味
は
な
お
不
十
分
さ
を
残
し
て
い
る
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
欲
望
的
な
感
覚
的
な
定
有
と
か
の
思
惟
的
な
観
念
的
な
向
自
有
と
の
両
項
の
契
機
が
、
相
互
に
如
何
に
内
的
に
統

一
さ
れ
て
い
る
か
の
間
題
に
入
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
両
項
の
結
合
さ
る
べ
き
外
的
条
件
か
ら
解
明
し
て
ゆ
く
と
す
れ

ば
、
客
観
的
に
実
在
す
る
労
働
市
場
そ
の
も
の
に
か
か
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
労
働
市
場
に
お
け
る

現
実
の
労
働
力
売
買
の
関
係
に
お
い
て
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
賃
労
働
者
は
、
白
己
の
労
働
力
が
売
れ
て
い
る
か
ぎ
り
で
は
、
さ
き

に
述
べ
た
と
こ
ろ
の
「
生
活
手
段
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
と
い
う
自
由
」
を
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
経
済
的
不
白
由
を
忘
れ
が
ち
で
あ

り
、
あ
る
い
は
全
く
忘
れ
て
い
る
事
実
を
、
わ
れ
わ
れ
は
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。
労
働
老
の
み
で
な
く
資
本
家
も
ま
た
、
こ
の
こ
と

を
忘
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
労
働
能
力
が
無
で
あ
る
」
と
き
に
、
労
働
者
に
た
い
し
て
の
み
死
が
直
面
す
る
だ
け
で
な
く
、
資
本

家
も
資
本
家
と
し
て
存
在
し
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
資
本
家
は
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
実
に
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
な
る
事
態
に
由
来
す
る
班
柄
で
あ
る
ｏ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
労
働
市
場
が
客
観
的
事
実
と
し
て
与
え
ら
れ
、
そ
し
て
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

事
実
が
、
　
「
外
在
性
の
王
国
」
・
の
恒
久
的
な
白
然
事
実
と
見
え
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
労
働
市
場
の
永

続
性
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
労
働
力
０
）
所
有
肯
は
死
を
免
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
市
場
に
お
け
る
彼
の
出
現
が
、
　
　
こ
れ
は
貨
幣
の
資
本
へ
の
継
続
的

　
転
化
が
前
挑
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
て
あ
る
が
、
　
　
継
続
的
槻
象
て
あ
り
う
る
た
め
に
は
、
　
〈
各
戊
の
生
き
た
個
体
が
白
ら
を
不

　
減
な
ら
し
め
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
生
確
に
よ
っ
て
（
ペ
テ
ィ
）
〉
労
働
力
の
販
売
者
が
ｎ
ら
を
不
減
な
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
消

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
曉
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
（
六
九
）
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七
〇
　
　
（
七
〇
）

耗
と
死
亡
と
に
よ
っ
て
市
場
か
け
奪
い
さ
ら
れ
た
労
働
力
は
、
す
く
な
く
と
も
、
同
数
の
新
た
な
労
働
力
に
よ
っ
て
、
た
え
ず
新

　
た
に
補
充
さ
れ
ね
ば
匁
ら
ぬ
。
だ
か
ら
、
労
働
力
の
生
産
に
必
要
な
生
活
千
段
の
総
額
は
、
補
充
員
す
な
わ
ち
労
働
者
の
子
供
た

　
ち
の
、
生
活
手
段
を
含
む
の
で
あ
っ
て
、
か
よ
う
に
し
て
、
こ
の
独
白
の
商
品
所
有
者
の
椛
属
が
、
商
品
市
場
に
お
い
て
自
ら
を

　
不
減
な
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
童
、
一
・
・
。
・
ミ
り
・
…
二
頁
）

　
労
働
老
が
、
賃
労
働
老
と
し
て
資
本
制
杜
会
に
牛
活
す
る
こ
と
を
不
動
の
前
提
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
彼
は
、
労
働
市
場
か
ら
、

し
た
が
っ
て
生
活
子
段
か
ら
、
疎
外
さ
れ
る
と
い
う
経
済
的
不
白
由
を
、
す
な
わ
ち
失
業
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
偶
然
的
な
私
事
と

し
て
諦
め
る
に
い
た
る
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
力
商
品
と
し
て
の
、
賃
銀
貨
幣
と
し
て
の
、
白
己
の
欲
望
的
定

有
そ
の
も
の
か
ら
の
自
己
否
定
を
、
「
外
在
性
の
工
上
国
」
の
必
然
性
と
し
て
の
価
値
法
則
の
ま
え
に
は
、
意
識
は
す
る
が
、
し
か
し
、

そ
れ
を
運
命
的
な
こ
と
と
し
て
諦
め
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
労
働
市
場
に
集
ま
る
「
人
問
商
品
」
は
自
分
の
ほ
か
に

無
数
に
あ
り
、
労
働
市
場
そ
○
も
の
に
何
ら
の
変
化
を
み
ず
、
資
本
制
的
再
生
産
は
続
行
さ
れ
て
い
る
し
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
は
依

然
と
し
て
「
外
在
性
の
王
国
」
と
し
て
堅
固
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ン
、
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
○
「
商
品
人
問

」
が
・
そ
の
欲
望
的
定
有
を
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ン
、
れ
ｎ
体
で
、
向
ｎ
有
的
な
白
己
土
日
心
識
○
論

理
構
造
に
あ
る
の
で
な
い
か
。
一
人
の
労
働
考
の
失
職
は
、
ン
、
Ｏ
家
侠
の
飢
え
を
い
み
す
る
。
こ
の
こ
と
の
主
体
的
反
省
は
、
労
働

市
場
に
お
け
る
か
ぎ
り
の
利
己
的
な
欲
悟
か
ら
〔
己
否
定
的
に
、
家
炊
企
体
ｏ
小
命
的
存
在
に
白
己
関
係
す
る
こ
と
で
な
い
か
。

　
資
本
制
的
化
産
は
、
機
械
を
工
場
に
採
州
し
た
当
初
か
ら
、
　
「
家
族
の
全
貝
や
一
労
働
市
場
に
投
げ
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
子
の

労
働
力
の
価
値
を
、
彼
の
家
族
の
全
員
の
あ
い
だ
に
分
割
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
「
資
本
宋
と
労
働
省
と
Ｏ
あ
い
だ
の
契
約
を
、
恨

本
的
に
変
革
し
た
」
（
三
一
一
．
・
・
．
誉
仁
ｍ
．
六
四
四
－
五
頁
）
の
で
あ
る
。
ま
た
他
方
に
お
い
て
、
婦
人
労
働
、
児
黄
労
働
に
た
い
す
る
工



場
立
法
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
労
働
の
自
由
は
窪
さ
れ
、
労
働
者
の
震
生
活
に
葦
を
う
奈
す
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
・
掃
人
お
よ
び
児
童
の
家
庭
か
ら
解
放
に
よ
つ
て
、
男
子
お
よ
び
両
親
の
権
力
は
、
そ
の
経
済
的
基
礎
を
う
し
な
う
傾
向

を
生
じ
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
掃
人
お
よ
び
児
童
を
労
働
の
自
由
と
い
う
こ
と
と
、
家
庭
か
ら
の
解
放
と
い
う
こ

と
は
・
法
律
的
奮
と
が
ら
で
三
て
、
経
済
的
に
は
、
労
働
力
の
価
値
が
低
下
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
麦
と
こ
ろ
の
、
家
族
全

体
の
生
命
維
持
の
た
め
の
已
む
を
え
ざ
る
処
置
に
す
ぎ
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
ン
、
れ
白
体
「
商
品
人
問
」
の
向
自
有
的
な
生
命
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

白
己
関
係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
賃
労
働
老
が
、
自
己
の
家
庭
生
活
を
実
体
的
根
拠
と
し
て
反
省
す
る
と
い
う
臼
己
意
識
を
も
つ
こ

と
の
た
め
に
は
、
か
な
ら
ず
し
も
彼
が
失
業
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
彼
が
失
業
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
役
労
働
老
軍
か
ら
そ
の
予
傭
軍
に
編
入
さ
れ
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
こ
の
産
業
予
備
軍
全
体
の
人
問
的
生
命
を
、
白
分
の
意
識

の
う
ち
に
対
象
化
す
る
た
め
の
、
実
在
的
可
能
性
に
お
か
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
い
み
す
る
で
あ
ろ
う
。
資
本
の
有
機
的
構
成
だ
。
同

ま
る
過
程
に
お
い
て
「
労
働
者
は
、
問
断
な
く
吸
引
さ
れ
て
は
反
擬
さ
れ
、
投
げ
だ
さ
れ
て
は
坂
り
い
れ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
、
！
、
の

つ
ど
被
傭
労
働
者
の
性
、
年
齢
、
お
よ
び
熟
練
の
う
え
に
変
化
が
起
り
」
（
、
巨
Ｐ
・
。
・
ミ
ベ
・
七
三
〇
頁
）
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て

の
変
化
の
緒
果
と
し
て
・
過
剰
労
働
人
口
、
産
業
予
傭
軍
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
　
『
資
本
論
』
の
叙
述
に
よ
る

ま
で
も
な
く
．
・
周
如
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
労
働
者
階
級
ン
、
の
も
の
の
籔
本
制
杜
会
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
運
命
を
、
個
六
の
労
働

妻
・
失
業
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
妄
、
そ
れ
ぞ
れ
の
白
己
意
識
の
内
的
対
象
と
す
る
に
い
た
る
と
す
注
、
こ
の
杜
会
連
帯
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

奮
己
意
灌
・
自
分
た
ち
の
欺
黙
客
か
器
讐
仁
む
、
向
分
た
ち
の
欲
望
的
定
有
の
昌
否
定
か
ら
向
晶
に
邑

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

関
係
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
賃
労
働
者
の
こ
の
よ
う
な
階
級
的
な
自
己
意
識
の
実
体
と
し
て
の
、
化
命
的
な
自
己
関
係
の
事
実
は
、
資
本
家
の
立

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
講
把
握
一
中
）
一
梯
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
一
七
一
一



　
　
　
立
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七
二
　
（
七
二
）

場
か
ら
す
れ
ば
、
ま
さ
に
正
反
対
の
階
級
的
自
已
意
識
の
対
象
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
同
一
の
事
実
は
、
労
働
市
場
の
恒
久
的

永
続
性
と
し
て
、
資
本
の
価
値
増
確
を
、
し
た
が
っ
て
、
資
本
家
た
ち
の
利
潤
追
求
欲
を
、
恒
常
的
に
保
証
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
産
業
予
備
軍
な
る
も
の
は
資
本
蓄
積
の
結
果
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
条
件
で
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
す
な
わ
ち
、
そ
の

再
生
産
過
程
に
お
け
る
景
気
循
環
に
お
い
て
、
恐
慌
期
お
よ
び
沈
滞
期
に
は
大
量
的
に
吐
き
だ
し
、
昂
揚
期
に
は
大
量
的
に
吸
引
し

う
る
と
こ
ろ
の
伸
縮
自
在
の
労
働
人
口
で
あ
る
か
ぎ
り
の
も
の
と
し
て
は
、
資
本
家
階
級
は
、
資
本
蓄
積
の
目
的
の
た
め
の
不
可
欠

な
手
段
に
た
い
し
て
、
目
的
意
識
的
に
合
理
的
な
対
策
を
講
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
　
「
資
本
家
の
側
に
お

け
る
、
外
在
化
さ
れ
た
人
問
的
な
欲
望
と
そ
の
充
足
手
段
の
増
加
な
い
し
精
巧
化
と
が
、
賃
労
働
老
の
側
に
お
い
て
、
無
欲
望
と
無

手
段
と
を
強
力
的
に
産
出
し
て
ゆ
く
」
と
い
う
さ
き
に
述
べ
て
お
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
疎
外
の
事
実
が
、
国
民
経

済
学
者
な
い
し
経
験
的
事
業
家
に
、
如
何
に
反
映
し
如
何
に
瑛
論
化
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
　
「
第
三
手
稿
」
の

箪
三
断
片
に
お
い
て
、
詳
細
に
論
述
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
「
人
問
的
欲
望
の
喪
失
に
よ
る
無
感
覚
と
、
純
粋
に
抽
象
的
な
機
械
的
運
動
と
を
、
生
活
内
容
と
す
る
窮
迫
こ
の
上
な
い
最

　
低
水
準
が
、
国
民
経
済
学
的
算
出
の
一
般
的
水
準
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
国
民
経
済
学
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
抽
象
的
な
欲
望
か

　
ら
超
え
出
る
も
の
は
、
た
と
い
、
そ
れ
が
受
動
的
精
神
と
し
て
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
活
動
的
発
現
と
し
て
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て

　
は
賛
沢
に
見
え
る
。
労
働
者
の
賛
沢
は
、
如
何
な
る
も
の
で
も
排
斥
す
べ
き
も
の
と
し
か
見
え
な
い
」
。
　
か
く
て
、
　
「
富
の
科
学

　
で
あ
る
こ
ｏ
旧
民
経
済
学
は
、
だ
か
ら
同
時
に
、
禁
欲
の
、
困
窮
の
、
節
約
の
科
学
で
あ
り
、
ま
た
実
際
に
、
人
間
の
清
潔
な
生

　
気
と
か
身
体
の
連
動
と
か
に
た
い
す
る
欲
望
を
さ
え
、
節
約
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
驚
く
べ
き
勤
勉
の
科
学
は
、
同
時
に

禁
欲
の
科
学
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
典
実
の
理
想
は
、
禁
欲
的
な
、
し
か
し
利
槻
に
汲
六
た
る
守
銭
奴
と
、
禁
欲
的
な
、
し
か



　
し
生
産
的
な
奴
隷
と
で
あ
る
。
そ
の
道
徳
的
理
想
は
、
貯
金
箱
に
給
料
の
一
部
を
も
っ
て
く
る
労
働
者
で
あ
る
。
」
（
「
欲
望
、
生
産

　
お
よ
び
分
業
」
（
○
○
Ｌ
店
一
勺
・
Ｈ
Ｈ
Ｏ
◎
．
三
六
二
－
三
頁
）

　
さ
ら
に
、
こ
の
節
欲
の
、
禁
欲
の
道
徳
的
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
は
、
種
六
な
る
学
説
の
形
態
に
固
定
化
さ
れ
る
に
い
た
る
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
の
一
つ
の
学
説
に
お
い
て
は
、
資
本
家
階
級
な
い
し
国
民
経
済
学
者
の
．
、
人
類
の
生
命
的
無
限
性
に
た
い
す
る
厚
顔
無
恥
を

曝
け
出
す
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
「
国
民
経
済
学
の
原
理
と
し
て
の
無
欲
望
は
、
そ
の
人
口
論
に
最
も
輝
か
し
く
示
さ
れ
て
い
る
。
人
問
が
あ
ま
り
に
も
多
す

　
ぎ
る
。
人
問
の
存
在
さ
え
全
く
の
賛
沢
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
も
労
働
老
が
〈
道
徳
的
〉
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
は
生
殖
に
つ
い

　
て
も
節
約
的
な
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
、
・
・
ル
は
性
的
関
係
に
お
い
て
控
え
目
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
人
六
に
た
い
し
て
、
公
然
の
称

　
讃
を
、
結
婚
と
い
う
無
生
産
的
な
こ
と
を
敢
て
し
た
人
六
に
た
い
し
て
、
公
然
の
叱
責
を
、
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
禁
欲
の

　
道
徳
諭
で
な
い
か
。
か
く
て
は
、
人
閉
の
生
産
は
、
公
然
た
る
窮
乏
と
し
て
現
れ
る
ほ
か
は
な
い
」
（
重
Ｐ
Ｏ
・
Ｌ
貞
宇
旨
Ｈ
．
三

　
六
七
頁
）
。
と
い
う
の
も
、
「
生
産
が
富
者
に
た
い
し
て
も
つ
意
味
は
、
そ
れ
が
貧
者
に
た
い
し
て
も
つ
意
味
に
お
い
て
、
判
然
と

　
現
れ
る
」
か
ら
だ
け
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
　
「
上
に
向
っ
て
は
、
ユ
、
の
発
現
は
、
つ
ね
に
微
妙
で
内
密
で
暖
昧
で
あ
り
外
観
で
あ

　
る
が
、
下
に
向
っ
て
は
、
粗
野
で
露
骨
で
卒
直
で
あ
り
、
本
質
で
あ
る
」
（
巨
Ｐ
Ｏ
．
Ｌ
歩
Ｐ
旨
ド
三
六
七
頁
）
か
ら
で
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
現
実
の
関
係
に
お
い
て
は
、
「
労
働
老
の
下
等
な
欲
望
こ
そ
が
、
富
者
の
高
尚
な
欲
望
よ
り
も
、
蓬
か
に
大
き
な

資
本
家
的
利
得
の
源
泉
な
の
で
あ
る
」
（
三
ら
・
Ｃ
．
Ｌ
歩
ラ
旨
ド
三
六
八
頁
）
。
か
く
て
「
ま
た
工
業
は
、
欲
望
の
洗
練
化
に
た
い
し

　
て
投
機
す
る
よ
う
に
、
粗
野
な
欲
望
に
た
い
し
て
も
、
ま
た
欲
望
の
人
為
的
に
つ
く
ら
れ
た
粗
野
に
た
い
し
て
も
、
投
機
す
る
。

だ
か
ら
工
業
の
其
実
の
精
神
は
、
ｎ
己
麻
酔
で
あ
り
、
欲
望
の
こ
の
外
見
的
な
充
足
、
こ
の
文
明
は
、
欲
望
の
粗
野
な
野
蛮
状
態

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
時
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
七
三
　
　
（
七
三
）
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の
内
部
に
あ
る
・
だ
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
居
酒
屋
は
私
有
財
産
の
象
徴
的
な
表
現
で
あ
る
。
居
酒
屋
の
賛
沢
は
、
人
問
に
た
い
す

　
る
工
業
上
の
著
修
お
よ
び
富
の
真
実
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
」
（
童
ｐ
○
。
」
き
勺
」
竃
．
三
六
八
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
労
働
老
だ
け
で
な
く
資
本
家
に
あ
っ
て
も
、
彼
ら
の
人
問
的
欲
望
は
疎
外
さ
れ
て
、
そ
の
充
足
の
た
め
の
自
已
意
識

は
・
相
互
に
対
立
し
て
背
馳
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ブ
ル
ク
ス
も
い
つ
て
い
る
よ
う
に
、
　
　
労
働
市
場
に
お
い
て
、

資
本
家
と
労
働
者
と
を
・
そ
れ
ぞ
れ
商
品
所
有
者
と
し
て
、
そ
れ
グ
、
れ
白
由
な
人
格
者
と
し
て
、
平
等
な
関
係
に
お
い
て
結
合
し
て

い
る
・
そ
し
て
の
こ
の
よ
う
に
「
結
び
つ
け
る
唯
一
の
力
は
、
彼
等
の
白
利
、
彼
ら
の
特
殊
便
益
、
彼
等
の
私
的
利
益
の
力
で
あ
る
。

そ
し
て
・
か
よ
う
に
各
人
が
白
分
の
こ
と
だ
け
を
構
っ
て
誰
も
他
人
の
こ
と
を
構
わ
な
い
が
ゆ
え
に
こ
そ
、
す
べ
て
の
人
が
、
事
物

の
予
定
調
和
の
藁
と
し
て
、
ま
た
は
企
葉
叢
の
素
げ
二
つ
て
、
零
の
相
互
の
便
益
、
共
同
の
利
益
、
全
体
の
利
益
と

な
る
こ
と
の
み
を
行
う
の
で
あ
る
。
」
　
（
『
資
本
諭
－
一
〇
・
」
・
。
卜
三
二
八
頁
）
１
－
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
ベ
ソ
タ
ム
的
な
功
利
主
義
に

よ
っ
て
・
資
本
家
と
賃
労
働
者
と
は
、
彼
ら
の
個
別
的
意
志
の
椙
互
承
認
の
う
え
で
の
一
つ
○
共
通
の
意
志
を
設
定
し
、
こ
れ
の
法
．

的
表
現
を
契
約
と
い
う
行
為
に
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
・
こ
の
ば
あ
い
・
賃
労
働
者
の
感
覚
的
な
欲
望
は
、
白
己
の
生
命
的
無
限
性
の
疎
外
さ
れ
外
在
化
さ
れ
た
近
代
ブ
ル
ジ

一
ア
杜
会
の
堰
的
箪
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
賃
労
働
者
と
い
え
ど
も
、
資
本
家
と
ま
つ
た
く
同
じ
く
、
そ
し
て
栗

家
と
と
た
・
そ
の
個
人
義
的
な
私
的
然
む
装
ぶ
瓜
隻
い
て
、
ン
、
れ
が
杜
会
全
体
の
利
益
に
奮
と
い
う
予
定
調
和

を
信
ず
る
か
言
で
・
ｎ
由
を
近
代
的
な
法
的
人
格
を
、
観
念
的
旨
己
の
人
鰐
本
質
と
考
を
ほ
か
は
き
。
か
か
る
予
定

調
和
と
い
う
場
所
に
お
い
て
限
定
せ
ら
れ
る
人
問
的
本
質
は
、
要
す
る
に
、
市
民
的
－
己
の
ほ
か
の
何
も
の
で
も
あ
り
え
な
か
つ
た

は
ず
で
あ
る
・
こ
こ
に
・
「
葉
る
商
品
人
間
一
に
お
い
て
、
か
れ
が
一
市
民
に
す
芙
か
つ
た
か
ぎ
り
で
、
か
れ
の
感
覚
的
蒸



、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

望
的
定
有
と
、
か
れ
の
へ
ー
ゲ
ル
的
に
観
念
的
な
向
自
有
的
自
己
意
識
と
が
、
結
合
せ
ね
ば
な
ら
な
い
外
的
必
然
性
が
あ
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
現
実
的
な
外
的
結
合
に
お
け
る
内
的
な
統
一
原
理
は
、
論
理
的
に
如
何
に
抽
き
だ
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
当
然
な
が
ら
、
賃
労
働
者
も
ま
た
、
資
本
家
と
平
等
の
立
場
に
あ
っ
て
私
利
を
追
求
し
て
い
る
自
由
な
る
一
市
民
と
し
て
、

労
働
市
場
に
お
い
て
行
為
し
て
い
る
と
い
う
事
柄
か
ら
、
こ
の
事
柄
に
お
い
て
、
分
析
的
に
抽
き
だ
す
ほ
か
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
賃
労
働
者
は
、
「
単
な
る
商
品
人
問
」
と
し
て
、
た
だ
単
に
労
働
市
場
に
欲
望
的
定
有
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
欲
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

的
定
有
に
お
い
て
、
白
ら
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
個
人
主
義
的
自
由
を
追
求
す
る
と
こ
ろ
の
行
為
的
人
問
と
し
て
実
存
し
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。
た
ん
に
欲
望
的
人
問
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
感
性
的
対
象
に
対
象
的
に
関
係
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
な
く
て
、
行
為
的
人
問

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
し
て
、
そ
の
欲
望
的
行
為
に
よ
っ
て
感
性
的
に
実
在
的
な
外
的
対
象
に
関
係
し
、
そ
し
て
白
己
の
私
利
を
追
求
せ
ん
と
す
る
欲
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

を
も
っ
て
い
る
欲
望
的
人
問
で
あ
る
。
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
現
実
的
な
定
有
的
実
在
性
は
、
肉
体
的
に
所
有
さ
れ
た
商
品
と
し

て
の
労
働
力
で
あ
り
、
賃
銀
と
し
て
の
貨
幣
で
あ
る
。
し
か
も
、
労
働
力
と
貨
幣
と
の
交
換
と
い
う
定
有
形
態
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー

ゼ
は
、
客
観
的
な
対
象
的
に
存
在
す
る
閑
係
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
「
単
な
る
商
品
人
問
」
と
い
う
抽
象
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
賃
労
働

未
が
、
交
換
と
い
う
現
実
的
行
為
に
お
い
て
、
白
己
の
感
性
的
存
在
を
、
白
己
の
欲
哩
的
意
識
を
、
直
接
的
に
確
証
す
る
と
こ
ろ
の

行
為
的
臼
己
で
あ
る
こ
と
に
は
、
間
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
行
為
的
人
問
は
、
つ
ね
に
自
己
の
本
質
的
内

答
を
行
為
的
に
実
現
す
る
こ
と
に
お
い
て
の
み
、
典
実
に
行
為
的
で
あ
る
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
リ
！
、
こ
で
、
今
こ
こ
に
、
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

う
に
向
ｎ
有
的
な
本
質
的
内
容
を
外
に
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
を
限
定
と
い
う
た
ら
ば
、
行
為
的
臼
己
は
、
行
為
的
に
白
己
限
定
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
単
な
る
商
品
人
問
」
が
、
ｎ
己
の
か
か
る
行
為
に
お
い
て
、
白
己
の
本
質
的

ｎ
己
を
法
的
人
格
と
し
て
だ
け
し
か
反
省
し
え
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
典
実
の
行
為
的
白
己
限
定
で
あ
る
と
一
一
一
口
い
う
る
で
あ
ろ
う

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
酵
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
　
（
七
五
）
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か
。
こ
の
こ
と
の
吟
味
の
た
め
に
、
西
田
哲
学
に
お
け
る
こ
の
「
行
為
的
白
己
限
定
」
な
る
概
念
を
、
こ
こ
に
試
み
に
手
段
的
に
借

用
し
て
見
る
な
ら
ば
、

　
　
　
「
行
為
的
白
己
と
い
う
も
の
は
、
な
お
見
ら
れ
た
自
己
の
意
味
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。
絶
対
無
の
自
覚
に
お
い
て
は
、
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
為
的
自
己
と
い
う
ご
と
き
も
の
も
失
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ン
、
こ
で
は
、
た
だ
事
実
が
事
実
自
身
を
限
定
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ

　
る
。
行
為
的
限
定
は
、
そ
こ
で
は
、
た
だ
感
官
的
限
定
と
い
う
ご
と
き
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て

　
は
、
わ
れ
わ
れ
の
自
覚
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
絶
対
に
非
合
理
的
な
る
も
の
の
合
理
化
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
己
の
底
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
は
絶
対
に
非
合
理
的
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
事
実
が
事
実
白
身
を
限
定
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
感
官

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
的
な
る
と
こ
ろ
に
真
の
自
己
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
か
く
考
え
ざ
る
を
え
ざ
る
べ
く
、
そ
の
ノ
ェ
ッ
ス
的
方
向
に
行
為
と
い
う
も
の

　
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
ノ
ェ
マ
的
方
向
に
表
現
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」

　
す
な
わ
ち
、
労
働
市
場
に
お
け
る
賃
労
働
者
が
、
白
己
の
労
働
力
を
資
本
家
に
販
売
す
る
と
い
う
行
為
に
お
い
て
、
た
と
え
、
そ

れ
が
ｎ
主
的
な
、
白
由
に
し
て
主
体
的
な
行
為
で
あ
る
と
し
て
も
、
自
己
の
定
有
的
実
在
性
と
し
て
は
、
客
観
的
な
価
値
法
則
に
貫

徹
さ
れ
た
寧
実
的
限
定
に
お
け
る
単
に
外
而
的
な
感
官
的
限
定
た
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
感
官
的
限
定
を
す
る
自
己
の
底
に
あ
る
と

こ
ろ
の
、
実
在
的
な
労
働
市
場
そ
の
も
の
は
、
絶
対
に
非
合
致
的
な
も
の
と
し
て
し
か
「
単
な
る
商
品
人
問
」
に
は
反
映
せ
ず
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
非
合
理
的
な
も
の
を
合
理
化
す
る
と
い
う
行
為
は
、
否
、
そ
の
意
志
さ
え
も
彼
は
抱
い
て
い
な
い
は
ず
で
あ

る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
彼
は
市
場
的
事
実
の
白
己
限
定
を
つ
ら
ぬ
く
客
観
的
法
則
を
、
い
ま
だ
臼
己
の
反
省
内
容
と
す
る
だ
け
の
向

ｎ
有
的
な
ｎ
己
閑
係
を
、
ｎ
己
の
忠
識
の
う
ち
に
さ
え
規
定
的
に
定
立
し
う
る
ま
で
に
は
、
と
う
て
い
、
な
り
え
な
い
か
ぎ
り
の
も

の
で
あ
る
。
自
己
の
労
働
力
を
販
売
す
る
と
い
う
感
性
的
行
為
は
、
た
し
か
に
意
志
的
白
己
の
働
き
で
あ
る
に
相
違
な
い
と
し
て
も
、



こ
の
市
場
的
事
実
の
自
己
限
定
を
ば
、
自
ら
の
意
志
内
容
と
し
て
受
容
す
る
客
観
性
を
、
こ
れ
ま
た
、
と
う
て
い
、
も
ち
え
な
い
と

こ
ろ
の
主
観
性
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
市
場
的
変
動
の
皮
相
的
現
象
に
た
い
し
て
、
外
か
ら
単
に
欲
望
的
に

接
触
し
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
客
観
的
事
実
に
外
在
化
し
た
偶
然
的
な
欲
望
的
自
己
の
定
有
的
実
在
を
、

た
ん
に
自
己
の
意
識
に
対
立
す
る
外
的
対
象
と
し
て
、
感
性
的
直
観
の
対
象
と
し
て
、
所
右
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
、
い
ま

だ
客
観
的
な
行
為
的
な
場
所
に
お
い
て
で
は
な
く
、
た
ん
に
主
観
的
な
抽
象
的
意
識
と
し
て
の
場
所
に
お
い
て
、
所
有
し
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
か
ぎ
り
で
、
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
向
自
有
的
な
否
定
的
自
已
関
係
は
、
自
己
の
感
性
的
定
有
か
ら
の
、
た
ん
に
意
識
的

で
あ
る
だ
け
の
人
問
的
本
質
の
回
復
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
に
は
、
こ
の
自
已
意
識
の
実
体
と
し
て
の
生
命
的
白
己
関
係
に
た
い
す
る
向

自
有
的
把
握
は
、
ま
っ
た
く
棄
て
去
ら
れ
て
関
心
の
外
に
あ
る
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
感
性
的
に
欲
望
的
な
人
問
と

し
て
は
、
対
象
的
に
外
在
化
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
抽
象
的
な
自
己
意
識
の
う
ち
に
お
い
て
の
み
、
た
だ
観
念
的
な
自
由
を
確
保
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
こ
そ
が
、
労
働
市
場
に
お
け
る
賃
労
働
者
の
法
律
的
人
格
の
形
式
的
白
由
で
あ
っ

た
し
、
ま
た
、
こ
こ
に
、
へ
ー
ゲ
ル
的
自
覚
の
論
理
的
規
定
が
、
そ
の
ま
ま
に
適
用
し
う
る
理
由
の
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
前
述
し
て
お
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
否
定
的
自
己
関
係
は
、
け
っ
し
て
行
為
的
白
已
の
行
為
的
な
白
己

限
定
で
は
な
く
て
、
へ
ー
ゲ
ル
的
に
抽
象
的
な
単
な
る
意
識
的
自
己
の
自
己
限
定
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
異
な
る
と
こ

ろ
は
、
こ
の
意
識
的
自
己
の
外
在
化
に
お
け
る
定
有
的
実
在
性
が
、
へ
ー
ゲ
ル
に
あ
っ
て
は
、
た
ん
に
思
惟
さ
れ
た
感
性
、
す
な
わ

ち
感
党
の
表
象
で
あ
っ
た
に
た
い
し
、
「
単
な
る
商
品
人
問
」
に
お
い
て
は
、
現
実
的
な
感
官
に
よ
っ
て
対
象
的
に
確
証
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
の
、
生
き
た
欲
求
的
感
覚
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
そ
の
外
在
化
に
お
い
て
は
行
為
的
で
あ
り
う

　
　
　
賃
労
働
老
の
範
瞬
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
　
（
七
七
）
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る
が
、
し
か
し
、
向
自
有
的
自
己
と
し
て
は
単
に
意
識
的
で
し
か
な
い
ゆ
え
に
、
行
為
的
自
己
の
行
為
的
限
定
は
、
そ
こ
に
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
マ
ル
ク
ス
は
、
へ
－
ゲ
ル
の
哲
学
そ
の
も
の
を
行
為
的
と
し
、
そ
の
理
由
を
、
定
有
的
実
在
か
ら
の
向
自
有
的
な
止
揚

の
論
現
的
な
働
き
そ
の
も
の
に
お
き
、
こ
の
論
理
の
重
要
性
を
指
摘
し
自
ら
も
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
て
お
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
へ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
的
行
為
な
る
も
の
は
、
そ
の
感
性
的
契
機
の
仮
象
的
空
無
性
の
ゆ
え
に
、

マ
ル
ク
ス
は
、
こ
れ
を
抽
象
的
で
あ
る
と
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
観
念
的
な
向
自
有

的
自
己
意
識
の
・
動
き
も
、
抽
象
的
に
は
行
為
的
で
あ
る
と
、
彼
も
規
定
し
た
は
ず
で
あ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
お
よ
そ
行
為
な
る
も
の
が
、
観
念
的
で
な
く
現
実
的
に
具
体
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
も
、
西
田
博
士

に
お
い
て
も
、
感
官
的
な
自
己
限
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
へ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
的
行
為
に
お

い
て
は
、
そ
の
定
有
的
質
的
規
定
性
が
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
批
難
に
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
感
官
的
限
定
で
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
仮
象
的
感
覚
と
い
う
他
の
も
の
に
お
い
て
、
純
粋
思
惟
は
、
白
己
を
喪
失
す
る
こ
と
な
く
、
　
「
他
の
も
の
の
も

と
に
お
い
て
白
己
臼
身
で
あ
り
う
る
」
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
向
ｎ
有
的
臼
己
意
識
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
へ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ゲ
ル
的
な
規
定
を
、
マ
ル
ク
ス
が
警
戒
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
前
述
（
本
稿
第
二
節
）
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
行
為
的

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

白
己
の
感
官
的
な
自
己
限
定
で
あ
る
か
ぎ
り
で
は
、
　
「
他
の
も
の
に
お
い
て
白
己
白
身
に
安
住
す
る
」
　
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
の
、
マ
ル
ク
ス
の
批
判
で
あ
っ
た
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
　
い
ま
こ
こ
に
悟
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
「
他
の
も

の
に
お
い
て
は
必
ず
ｎ
己
を
喪
失
す
る
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
マ
ル
ク
ス
の
臼
己
疎
外
の
規
定
が
あ
る
と
、
考
え
ば
ね
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。



　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
単
衣
る
商
品
人
間
」
の
ば
あ
い
に
し
て
も
、
他
の
も
の
と
し
て
の
自
己
の
商
品
的
実
在
性
に
お
い
て
、
白

己
意
識
的
な
自
己
自
身
は
完
全
に
喪
失
し
て
い
る
か
ぎ
り
で
、
し
た
が
っ
て
、
欲
望
的
存
在
だ
け
の
人
問
に
な
っ
て
い
る
か
ぎ
り
で
、

こ
の
疎
外
さ
れ
た
人
問
が
、
対
象
的
な
物
と
し
て
の
商
品
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
事
物
化
し
た
「
人
問
商
品
」
を
、

自
己
の
商
品
的
実
在
性
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
自
己
の
も
の
と
し
て
所
有
す
る
も
の
は
、
た
ん
な
る
市
民
的
人
問
と
し
て
は
、
観
念

的
な
意
識
的
自
己
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
な
る
ほ
ど
事
実
と
し
て
は
、
「
単
な
る
商
品
人
問
」
も
白
己
の
実
在
的
商
品
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

労
働
力
を
ば
、
身
体
的
に
所
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
身
体
的
に
自
己
の
商
品
的
実
在
性
を
止
揚
す
る
と
い
う
実
践
的
行
為
は
、
「
単

な
る
商
品
人
問
」
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
白
已
の
商
品
労
働
力
を
身
体
的
に
所
有
し
て
い
る
か
ぎ
り
で
は
、
た
だ
外
在
化
の
行
為
で

し
か
な
く
、
し
か
し
、
こ
の
外
在
化
か
ら
の
向
白
有
的
臼
覚
と
し
て
は
、
行
為
的
で
な
い
非
感
性
的
、
非
実
駿
的
な
抽
象
的
意
識
、
・

す
な
わ
ち
、
た
ん
な
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
意
識
と
い
う
場
所
に
お
い
て
、
そ
れ
を
観
念
的
に
所
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
あ
た
か
も
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
論
珊
構
造
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
ン
、
の
疎
外
的
定
有
か

ら
回
復
の
運
動
と
し
て
は
、
さ
き
に
指
摘
し
て
お
い
た
と
お
り
の
へ
ー
ゲ
ル
的
向
白
有
と
本
質
的
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
論
堆
構
造
に
お
い
て
は
、
真
実
の
白
己
矛
盾
と
い
う
も
の
は
な
い
と
、
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ
、
感
性
的
実
在
と
観
念
的
白
己
と
の
、
対
象
と
意
識
と
の
、
感
官
と
思
惟
と
の
、
相
互
の
差
別
が
、
そ

こ
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
相
互
問
の
対
立
と
い
う
こ
と
も
、
外
見
的
で
あ
っ
て
、
差
別
を
対
立
に
転
化
せ
し

む
る
同
一
性
の
論
理
的
契
機
が
、
欠
け
て
い
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
れ
ま
た
前
節
に
お
い
て
述
べ
て
お
い
た
と
お
り
で
あ

ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
　
「
単
な
る
商
品
人
問
」
は
、
一
面
、
商
品
と
し
て
見
れ
ば
、
感
性
的
な
具
体
的
事
物
で
あ
る
が
、
他
面
、

人
間
と
し
て
見
れ
ば
、
抽
象
的
な
思
惟
と
し
て
の
自
己
意
識
で
あ
る
、
と
い
い
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
白
己
意
識
と
し
て
は
法
律
的
に

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
曉
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
（
七
九
）
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自
由
で
あ
る
が
、
外
在
化
し
た
商
品
と
し
て
は
経
済
的
に
不
自
由
で
あ
る
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
外
的
反
省

に
よ
る
差
別
関
係
し
か
な
く
、
外
在
化
し
た
「
人
問
商
品
」
と
し
て
は
、
自
已
意
識
的
な
一
「
商
品
人
問
」
で
あ
る
こ
と
に
無
関
心
で

あ
り
、
ま
た
、
こ
の
逆
に
、
自
己
意
識
的
人
問
と
し
て
は
、
自
己
の
商
品
的
定
有
に
無
関
心
で
あ
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
市

場
に
お
け
る
「
単
な
る
商
品
人
問
」
の
自
已
疎
外
の
事
実
も
、
こ
の
自
已
疎
外
が
論
理
的
に
自
已
矛
盾
の
外
に
現
出
し
た
姿
で
あ
る

と
規
定
す
べ
き
で
あ
る
に
し
て
も
、
「
単
な
る
商
品
人
問
」
で
あ
る
か
ぎ
り
の
賃
労
働
者
そ
の
も
の
の
う
ち
に
は
、
こ
の
自
已
疎
外

の
事
実
は
、
わ
れ
わ
れ
第
三
者
に
た
い
し
て
、
矛
盾
の
潜
在
を
予
測
す
べ
き
根
拠
に
は
な
り
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
的
賃
労
働
者
が
労
働
市
場
に
お
い
て
現
実
的
に
自
己
疎
外
に
陥
っ
て
い
る
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
現
実
的
賃

労
働
者
の
う
ち
に
自
己
矛
盾
が
潜
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
潜
在
的
な
白
己
矛
盾
の
顕
現

す
る
の
は
、
賃
労
働
者
自
身
の
行
為
的
白
覚
に
お
い
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
抽
象
的
な
白
己
意
識
に
お
い
て
で
は
、
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
賃
労
働
者
が
自
已
の
内
在
的
矛
盾
を
行
為
的
に
自
覚
す
る
と
い
う
こ
の
、
賃
労
働
老
の
行
為
的
な
白
己
限
定
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

賃
労
働
者
に
固
有
の
生
命
的
活
動
と
し
て
の
労
働
的
行
為
に
お
け
る
自
己
限
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
し
か
し
、

彼
が
労
働
市
場
に
お
い
て
経
済
的
に
不
自
由
な
る
こ
と
の
自
覚
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
否
、
経
済
的
に
不
白
由
な
る
が
ゆ

え
に
、
白
已
の
労
働
力
を
商
品
と
し
て
資
本
家
に
譲
渡
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
譲
渡
さ
れ
た
労
働
力
の
実
塊
が
、
彼
の
牛
産

的
労
働
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
労
働
市
場
に
お
い
て
既
に
始
ま
る
賃
労
働
者
の
行
為
的
な
白
己
限
定
な
る
も
の
は
、
欲
望
的
人
問
か

ら
自
已
の
生
命
的
無
限
性
へ
と
、
否
定
的
に
白
己
関
係
す
る
方
向
に
お
い
て
、
経
済
的
に
不
白
由
で
な
い
本
来
的
ｎ
己
を
向
己
の
う

ち
に
対
象
化
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
本
来
的
自
已
を
自
己
の
う
ち
に
お
い
て
白
己
そ
の
も
の
と
見

る
自
覚
、
す
な
わ
ち
向
白
有
的
向
已
意
識
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
賃
労
働
者
は
、
労
働
市
場
に



お
け
る
か
ぎ
り
の
「
単
な
る
商
品
人
閉
」
と
し
て
も
、
法
的
人
格
○
白
由
を
自
已
意
識
す
る
観
念
的
な
向
自
右
的
反
省
を
す
る
ほ
か
に
、

こ
こ
に
、
い
ま
一
つ
の
向
白
有
的
自
己
意
識
を
な
し
う
る
実
在
的
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
要
す
る
に
、
賃
労
働
者
は
、
労
働
市
場
に
お
い
て
、
単
に
形
式
的
な
法
律
的
白
由
に
甘
ん
ず
る
か
、
そ
れ
と
も
、
実

在
的
な
経
済
的
不
白
由
を
あ
え
て
択
ぶ
か
の
、
相
互
に
差
別
さ
れ
た
二
者
に
お
い
て
択
一
す
べ
き
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
の
最
初
に
お
い
て
間
題
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
形
式
的
な
法
律
的
自
由
な
る
も
の
が
、
そ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ン
、
も
賃
労
働
者
を
し
て
奴
隷
に
転
化
せ
し
め
な
い
た
め
の
不
可
欠
の
条
件
で
は
あ
っ
た
か
ぎ
り
の
も
の
と
し
て
は
、
ど
こ
ま
で
も
確

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

保
す
べ
き
観
念
的
原
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
観
念
的
原
理
を
も
っ
た
現
実
的
な

行
為
の
た
め
の
条
件
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
く
観
念
的
に
、
自
己
の
生
命
的
無
限
性
を
白
覚
的
に
同
復
せ
ん

と
す
る
他
の
向
白
有
的
な
思
惟
の
運
動
の
出
発
点
と
し
て
の
、
経
済
的
不
自
由
と
、
対
等
の
論
理
的
価
値
を
も
っ
て
い
る
と
せ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
法
律
的
に
観
念
的
な
自
由
か
、
経
済
的
に
現
実
的
な
不
自
由
か
、
の
岐
路
と
い
う
こ

と
も
、
と
も
に
現
実
の
同
一
の
行
為
的
場
面
に
お
け
る
現
実
的
な
二
つ
の
差
別
さ
れ
た
異
な
る
路
で
あ
る
と
、
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
相
い
反
す
る
方
向
の
路
を
、
一
個
の
現
実
の
賃
労
働
者
が
、
同
時
に
行
為
的
に
体
験
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

か
ぎ
り
で
、
彼
は
、
た
ん
な
る
二
者
択
一
で
な
い
と
こ
ろ
の
矛
盾
し
た
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ

ば
、
彼
は
、
二
つ
の
相
互
に
対
立
す
る
方
向
に
、
同
時
に
す
す
む
実
在
的
可
能
性
な
い
し
必
然
性
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り

　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

で
、
白
己
矛
盾
を
体
験
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
ば
あ
い
、
法
律
的
白
由
と
経
済
的
不
白
由
と
は
、
ま
え
に
述

べ
た
ば
あ
い
と
異
っ
て
、
い
ま
や
、
相
互
に
無
関
心
な
蒸
別
の
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
同
一
性
に
お
け
る
差
別
の
関
係
と
し

て
、
対
立
の
関
係
に
あ
り
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
対
立
す
る
両
方
向
が
、
相
互
に
排
除
す
る
関
係
を
臼
己
の
同
一
性
に
お
い
て
見
る

　
　
　
賃
労
働
者
の
範
曉
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
（
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
（
八
二
）

か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
、
矛
盾
の
関
係
に
あ
る
、
と
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
か
く
て
賃
労
働
老
は
、
現
実
の
労
働
市
場
に
お
い
て
、
こ
の
自
已
矛
盾
を
つ
ね
に
体
験
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ

の
自
己
矛
盾
を
、
た
ん
に
直
観
す
る
だ
け
で
、
い
ま
だ
、
そ
れ
を
行
為
的
に
白
己
の
う
ち
に
自
己
限
定
す
る
に
い
た
ら
な
い
か
ぎ
り

で
は
、
彼
の
自
己
意
識
は
、
こ
の
行
為
的
に
体
験
さ
れ
直
観
さ
れ
て
い
る
実
在
的
矛
盾
を
、
た
だ
観
念
と
し
て
反
省
的
に
定
立
し
て

い
る
だ
け
の
抽
象
性
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
実
在
的
矛
盾
に
た
い
し
て
、
な
お
疎
遠
な
る
も
の
と
す
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ば
あ
い
、
こ
の
行
為
的
直
観
は
、
も
と
も
と
、
即
自
的
に
実
在
的
矛
盾
を
内
蔵
し
て
い
る
か
ぎ
り
の
も
の
と

し
て
は
、
や
が
て
行
為
的
に
も
向
白
的
に
自
已
限
定
し
う
る
実
在
的
可
能
性
に
あ
る
も
の
と
、
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
か
ぎ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

お
い
て
、
こ
の
行
為
的
直
観
は
、
徹
頭
徹
尾
、
行
為
的
で
あ
り
う
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
実
践
的
直
観
と
よ
び
う
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
か
か
る
実
践
的
直
観
か
ら
の
行
為
的
な
向
自
的
白
己
関
係
へ
の
こ
の
可
能
性
は
、
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
的
向
白
有
が
、
実

在
性
と
観
念
性
と
の
凍
に
観
念
の
う
ち
に
お
け
る
止
揚
と
い
う
だ
け
の
、
否
定
的
自
己
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
感
性
的
な

外
的
実
在
に
た
い
し
て
主
観
的
な
概
念
が
白
己
否
定
的
に
白
己
を
止
揚
し
て
ゆ
く
、
と
い
う
典
の
否
定
的
白
己
関
係
に
あ
る
点
で
、

へ
ー
ゲ
ル
的
向
臼
布
の
観
念
性
を
克
服
し
う
る
可
能
性
で
も
あ
る
。
そ
の
い
み
で
ま
た
、
こ
の
可
能
性
を
現
実
化
す
る
た
め
に
は
、

し
か
し
賃
労
働
考
は
、
労
働
市
場
の
形
式
的
臼
由
の
観
念
性
を
、
ひ
と
た
び
は
棄
て
て
、
経
済
的
不
臼
由
そ
の
も
の
と
し
て
の
自
己

活
動
的
な
向
白
有
に
あ
る
「
労
働
人
問
」
に
、
転
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
必
然
性
に
あ
る
こ
と
を
、
い
み
す
る
の
で
あ
る
。
い
い

か
え
れ
ば
・
貨
労
働
者
が
労
働
市
場
に
あ
っ
て
単
な
る
法
的
人
格
の
白
由
を
ｎ
己
息
識
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
経
済
的
不
ｎ
山
、
一
し

の
自
己
矛
肝
○
自
覚
に
お
い
て
、
典
実
の
ｎ
己
息
泌
的
人
閉
に
な
る
た
め
に
は
、
実
際
の
間
題
と
し
て
は
、
ひ
と
た
び
は
法
碓
的
臼

山
を
棄
て
て
・
労
働
－
市
場
か
ら
去
り
、
汽
本
塚
ｏ
工
場
の
門
を
く
ぐ
る
と
い
う
行
為
的
な
白
己
眼
定
が
、
媒
介
的
に
前
提
さ
れ
た
け

●



れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
」
に
お
い
て
、
第
五
章
以
下
の
牛
産
過
程
の

叙
述
に
は
い
る
直
前
の
第
四
章
第
三
節
を
終
る
に
た
あ
っ
て
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
叙
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
こ
の
単
純
流
通
あ
る
い
は
商
品
交
換
の
部
面
か
ら
秩
別
す
る
に
さ
い
し
て
、
わ
が
登
場
人
物
た
ち
の
相
貌
は
、
す
で
に
幾

　
ら
か
変
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
き
の
貨
幣
所
有
者
は
、
資
本
家
と
し
て
先
き
に
立
ち
、
労
働
力
所
有
者
は
、
資
本
家
の

　
た
め
の
労
働
者
と
し
て
、
そ
の
後
に
つ
づ
く
。
前
者
は
、
意
味
あ
り
げ
に
作
り
笑
い
を
し
な
が
ら
、
業
務
一
途
に
。
後
者
は
、
あ

　
た
か
も
自
分
白
身
の
皮
を
売
り
渡
し
て
し
ま
っ
て
、
い
ま
や
較
皮
に
さ
れ
る
こ
と
以
外
に
は
、
な
に
も
期
待
で
き
な
い
者
の
よ
う

　
に
、
渋
六
な
が
ら
お
ず
お
ず
と
。
」
（
ま
Ｐ
Ｏ
。
・
畠
卜
三
二
八
頁
）

　
賃
労
働
老
が
、
自
已
の
労
働
力
を
譲
渡
し
て
し
ま
っ
て
、
「
天
賦
人
権
の
楽
園
」
と
し
て
の
労
働
市
場
か
ら
、
い
よ
い
よ
資
本
家

の
管
匙
下
に
あ
る
生
産
過
程
に
は
い
っ
て
い
く
に
さ
い
し
、
彼
が
不
安
な
顔
つ
き
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
彼
自
身
に
は
、
い
ま

ま
で
無
白
覚
的
な
実
践
的
直
観
の
対
象
に
す
ぎ
な
い
で
い
た
と
こ
ろ
の
潜
在
的
な
白
己
矛
盾
が
、
白
已
意
識
の
内
容
と
し
て
顕
わ
に
、

し
か
も
規
定
的
に
定
立
さ
れ
る
に
い
た
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
法
律
的
な
形
式
的
白
由
を
労
働
市
場
に
棄
て
て
し
ま
っ
た
か
ぎ
り

で
は
、
火
産
逃
程
に
お
い
て
労
働
す
る
ｎ
己
が
、
奴
隷
で
し
か
な
い
こ
と
に
直
而
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
、
い
み
し
て
い
る
の
で

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ぱ
、
賃
労
働
者
の
流
逝
逃
秩
に
お
け
る
白
己
疎
外
の
事
実
の
実
体
的
根
拠
と
し
て
の
内

花
的
〔
己
矛
肝
は
、
淡
木
家
の
工
場
に
お
け
る
彼
の
小
雌
的
な
労
働
の
過
秩
に
横
わ
っ
て
い
る
、
と
推
定
さ
れ
う
る
か
の
ご
と
く
で

あ
る
。
　
「
箪
な
る
商
＾
人
閉
」
に
現
出
す
る
ｎ
己
疎
外
は
、
そ
の
恨
拠
と
し
て
の
Ｈ
己
矛
爪
を
、
は
た
し
て
生
産
過
程
に
お
い
て
労

働
し
て
い
る
人
閉
ｏ
う
ち
に
、
も
つ
か
ど
う
か
。
こ
の
吟
味
の
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
生
産
過
秩
に
お
け
る
か
ぎ
り
の
現
実
的

賃
労
働
者
を
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
的
恋
識
に
お
い
て
、
抽
象
的
「
ト
対
象
と
し
て
定
立
し
、
ン
、
し
て
、
こ
Ｏ
「
取
な
る
労
働
人
閉
」
と

　
　
　
貨
労
働
者
の
範
酵
的
把
握
（
中
）
　
（
梯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
（
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
（
八
四
）

し
て
の
賃
労
働
老
の
論
理
構
造
を
ば
、
分
析
的
に
見
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
単
な
る
労
働
人
問
」

の
向
白
有
的
論
理
構
造
を
分
析
的
に
解
明
し
て
く
れ
た
も
の
が
、
プ
ル
ク
ス
の
四
四
年
の
『
経
哲
手
稿
』
に
お
け
る
、
そ
の
「
手
稿

第
一
」
の
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
な
る
体
系
的
な
断
片
で
あ
る
。


